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１．「学びの楽しみ発見プログラム」：コロナ禍でのセカンド・ステップ 

 

神戸大学人間発達環境学研究科 津田 英二 

 

1) 2 年目のプログラムの特徴 

 2020 年度神戸大学「学ぶ楽しみ発見プログラム」は、知的障害者を対象に大学教育を開いてい

くことを趣旨とした２年目の取り組みである。愛称をＫＵＰＩと呼んでいる。Kobe University 

Program for Inclusion の頭文字をとったものである。このプログラムに応募し合格した知的障

害のある学生を、ＫＵＰＩ学生ないしはＫＵＰＩ生と呼ぶ。これらの学生を、人間発達環境学研

究科教職員、2 名のコーディネイター、それにメンター学生が支える。 

 ＫＵＰＩの授業は、10 月から 2 月まで週 3 日行なわれる。火曜日は一般学生を対象とした授業

に参加し「共に学びあう」。水曜日は人間発達環境学研究科教員がそれぞれの専門分野のオリジナ

ル授業をＫＵＰＩ学生対象に実施する。金曜日は話し合い学習やイベント企画を行なう。 

 今年度は新型コロナ感染リスクにおののきながらスタートし、そして完走した。学生募集のと

きから、Zoom を使って自宅から受講してもらうことも覚悟していた。異質な他者との出会いが大

きな学習資源であるこのプログラムのメリットは、遠隔授業によって殺されてしまうだろうと覚

悟していたが、冬の夜、寒い教室で十分な換気をするのは辛かったものの、結局最後まで対面授

業を通すことができた。 

 神戸大学国際人間科学部は、六甲山の中腹にあり、鉄道の駅からバスに揺られなければ来るこ

とができない。また、このプログラムは、大学の資源を有効に活用できる時間帯をねらい、また

日中は就労等の活動をしている学習者を対象にしているため、夕方の 5 時から 8 時という時間設

定で実施している。その上のコロナ禍である。当初からあった悪条件に加えて、三重の悪条件の

中、5～6 名の応募があれば幸運だと考えていた（初年度も同じように考えていた）。ところがふ

たを開けてみると、応募者は 10 名あり、うち 9 名が入学して最後まで力を尽くし修了した。中に

は、公共交通機関で 2 時間近くかけて通うＫＵＰＩ学生もいるなど、比較的遠方に住む学生が多

いのも特徴であった。 

 今年度のＫＵＰＩ学生 9 名のうち 4 名は昨年度のＫＵＰＩを修了した 2 年目の学生であった。

他にも昨年度のＫＵＰＩ修了生の複数人から、今年度も参加したい旨相談を受けていたが、感染

リスクを避けて応募を見合わせた。コロナ禍で楽しみを諦めなければならない人たちがいたこと

は残念であったが、他方、スタッフ一同は、応募者を入試によって不合格とする心の痛みを 2 年

連続で経験せずに済み、胸をなで下ろした。（ＫＵＰＩは定員を 10 名程度としている。）ちなみに、

メンター学生も 10 名中 6 名が昨年度の経験者であり、ＫＵＰＩ全体としてリピーターの多いプロ

グラムであることが特徴になりつつある。ＫＵＰＩ学生もメンター学生も、どうやらこのプログ

ラムにのめり込むらしい。こののめり込みの正体が何であるのか、ということが、本実践研究の

ひとつの問いになることは疑いない。 

 プログラムについては、昨年度は金曜日プログラムに使用していた「のびやかスペースあーち」

（神戸大学人間発達環境学研究科サテライト施設）を使うことができなかった。新型コロナ感染

リスクを低減させるための決定だった。ＫＵＰＩのすべてのプログラムについて大学を会場とし

ため、昨年度できていたフィールドワークやさまざまな体験プログラムを実施することができな
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かった。しかし、大学体育館の利用や写真撮影などの体験などは、それに代わる新しい取り組み

として有意義だった。水曜日プログラムについては、昨年度よりも授業担当教員が増えたため、

教員１名あたりの持ち時間が減った。宇宙物理学、哲学、教育学、心理学、音楽学、音楽療法学

に加えて動物学が水曜日の授業のラインアップになった。火曜日のプログラムは、一般学生とＫ

ＵＰＩ学生とが学びあう状況をつくり、今年度はイギリスの知的障害者の団体（ピープル・ファ

ースト）とのＷＥＢ交流を柱として組み立てた。それぞれのパーツで、昨年度の反省が生かされ

た部分もあったし、昨年度ほどうまくいかない部分もあった。試行錯誤の過程は、本報告書の本

文をご参照いただきたい。 

 

2) モデル開発研究としてのミッション 

 今年度は、ＫＵＰＩを支える制度に大きな変更が 2 点あった。 

ひとつは、文部科学省からの受託の方式が変わった点である。昨年度は、「障害者の多様な学習

活動を総合的に支援するための実践研究」として神戸大学が単独で受託した。今年度は兵庫県と

神戸大学が共同で「地域コンソーシアムによる障害者の生涯学習支援体制の構築」事業の委託を

受け（形式的には兵庫県からの再委託）実施した。 

 その結果、今年度は県全域を対象にして障害者の生涯学習支援体制を構築していく動きをつく

り出す事務局が大学の研究室（ヒューマン・コミュニティ創成研究センター）内に置かれ、ＫＵ

ＰＩの事務局と雑居することになった。2 名のＫＵＰＩコーディネイターと、2 名の広域コーディ

ネイターとが常に情報を共有し、目的意識をすりあわせることができた。 

 もうひとつの大きな変更は、ＫＵＰＩ学生の身分に関わるものである。昨年度は、大学の既存

の聴講生制度を利用してＫＵＰＩ学生を受け入れていた。今年度は、神戸大学で学校教育法第 83

条の規定に則った「特別の課程」を新設し、ＫＵＰＩに適用した。これにより、「特別の課程」受

講生としてＫＵＰＩ学生を受け入れることになった。 

 「特別の課程」は、大学等の教育・研究資源を活かし一定の教育計画の下に編成された、体系

的な知識・技術等の習得をめざす教育プログラム（履修証明制度）であり、これによって大学内

でのＫＵＰＩの位置づけを明確にすることができたといえる。 

聴講生制度は、神戸大学が開設している一般学生向けの授業に対してのみ適用されるもので、

ＫＵＰＩであれば火曜日の「社会教育課題研究（障害共生教育論）」のみ該当した。つまり、水曜

日と金曜日のプログラムは、大学教育の制度の枠外にあったわけである。それが「特別の課程」

によって、ＫＵＰＩの実践丸ごと大学教育としての制度に位置づけることができた。 

 ＫＵＰＩの取り組みは、モデルプログラム開発であり、時限付きの実践である。今のところ見

通しをもつことができている 2022 年度までの間に、他大学に知的障害者を対象とした大学教育プ

ログラムを波及させていくための基礎的な知見を得て、かつ発信していかなければならない。そ

の点、地方自治体との深い連携と「特別の課程」の枠組みといった 2 つの変更は、大きなステッ

プになったと感じている。 

 神戸大学で知的障害者に大学教育を開くプログラムを実施することができている背景には、い

くつかの好条件があることは否定できないだろう。私の主観で言うならば、人間に対する深い関

心をもち、実践と研究と教育の相互作用を重んじる部局の雰囲気が最大の好条件だと思う。 

ＫＵＰＩを実施している研究・教育コミュニティは、大学院組織の人間発達環境学研究科と、
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学部組織の国際人間科学部である。国際人間科学部は、“深い人間理解と他者への共感をもって地

球的規模の課題に向き合い、世界の人々が多様な境界線を越えて共存できる「グローバル共生社

会」の実現に貢献する”学生を育てることをミッションとしている。そのような中で、教員のみ

ならず、職員や学生の多くも、ＫＵＰＩのような実践を私たちの部局「らしさ」の表れと理解し

ているように感じられる。特に授業を担当した教員は、ＫＵＰＩの授業を楽しみにし、授業が終

わった後も「たくさん刺激をもらった」と口々に語ってくれる。メンター学生や一般学生も、Ｋ

ＵＰＩ学生との出会いを楽しみにし、こうした取り組みをしている神戸大学を誇りに思っている

ようである。事務局でお世話になった職員も、学生証や修了証の発行、「特別の課程」新設、コー

ディネイターやメンター学生の変則的な雇用手続きに喜んで取り組んでくれた。 

神戸大学は知的障害者に大学教育を開く実践に取り組むことができ、他の大学では同様の取り

組みの実施が難しいということがあるならば、私たちの部局のもつこの好条件に依るところが大

きいと思う。他方、そうした条件が十分でない場合、他機関との連携・協働や制度的な枠組みが

それを代替する役割を果たすのではないか。ＫＵＰＩの場合、研究・教育コミュニティをベース

にして進めているところが大きいが、そのようなコミュニティが希薄な場合、機能的な分業によ

って事業展開するアソシエーションの構築が有効だろう。地方自治体との深い連携と「特別の課

程」の枠組みは、アソシエーションをベースとした実践展開の形を示したといえるのではないか。 

 

3) 報告書編集にあたって 

 ＫＵＰＩはモデル事業として展開しているプログラムであり、他大学等でも同様の実践が始ま

る際の礎になることができればという意図をもって取り組まれている。したがって本報告書は多

くの人の目に触れ、活用されることを願っている。 

昨年度の報告書は、ＫＵＰＩで起こったことをできる限りすべて記録に残そうという気持ちで

編集し、結果的に 180 ページに及ぶ冊子となった。今年度は、より実用的に簡潔にということを

目標にして編集した。昨年度は関係者の文章を集めて掲載したが、今年度は教員座談会の記録を

掲載することで、論点をわかりやすくした。また、編集にあたって、授業記録の編集や誌面のレ

イアウトやデザインはメンター学生に任せた。 

 なお、今年度のＫＵＰＩの事務局は 2 名のコーディネイターと赤木和重准教授、それに私を加

えた 4 名が担った。コーディネイターは冬学期のみの季節労働で、決してよい条件とはいえない

中で、粉骨砕身ＫＵＰＩの実践に尽くしてくださっている。ＫＵＰＩが優秀なコーディネイター

のおかげで成り立っていることは明らかな事実である。 

 さらにＫＵＰＩは、文部科学省障害者学習支援推進室の職員のみなさま、兵庫県教育委員会社

会教育課のみなさま、兵庫県学校卒業後の障害者の学びを支援するための地域連携コンソーシア

ムのみなさま、神戸大学人間発達環境学研究科及び国際人間科学部の事務長・総務係・会計係・

教務学生係のみなさま、神戸大学業務支援室障害者雇用・環境整備グループのみなさま、神戸大

学人間発達環境学研究科教員のみなさま、ＫＵＰＩ学生のご家族のみなさまなど、多くの関係者

のご協力によって成り立っている。また、今年度は新型コロナ感染リスクを回避するために一般

学生の大学学内への入構が制限されるなど、ＫＵＰＩの通常の運営も危惧されたが、玉木涼子さ

んと門川万里子さんがメンター学生の代役として、このピンチを救ってくださった。すべてのみ

なさまに、この場をお借りして深くお礼申し上げたい。 
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２.プログラムの概要と経過 

 

2019 年度から開始した新規事業は二年目を迎えて、更にプログラムの充実を図りたいと考えて

いたが、コロナ禍でどのように実施できるのか、学生は集まるのか、説明会や授業は対面ででき

るのかという不安が常にあった。神戸大学のホームページに「新型コロナウイルス感染拡大防止

のための神戸大学の活動制限指針」が掲載されていたので、指針に従い準備を進めた。 

 火曜日は津田教授が「障害共生教育論」の講義を担当した。水曜日は 7 名の担当教員が「より

よく生きるための科学と文化」のテーマで本プログラムのために特別授業を行った。金曜日は「話

し合う！やってみる！」をテーマにＫＵＰＩ学生が主体となって活動内容を決めた。コーディネ

イターは外部講師を招いて新しいことにチャレンジをする内容を計画した。 

 「特別な課程」履修証明制度を利用したが、津田教授が事務との調整を担当して、入学までの

スケジュール管理や水曜日プログラム担当教員との打合せや学生の募集は、2 名のコーディネイ

ターが行った。 

 

１）募集要項とチラシ 

昨年度の内容を元に修正を行った。前述の通り神戸大学で利用する制度は変わったため出願書

類は一部変更になったが、入学条件や選考方法等に変わりはなく、対面でできる前提で準備を進

めた。7 月下旬には配布物の準備を整えてホームページにも掲載して、学生募集を開始した。 

配布物は募集要項とチラシの他に、神戸新聞社から取材を受けた時の記事や昨年度のプログラ

ム内容、説明会案内、願書などをセットにした。コーディネイターは兵庫県教育委員会や神戸市

教育委員会、神戸大学業務支援室、就労移行支援事業所や手をつなぐ育成会などに足を運んで募

集要項を配布し、プログラムの説明を行った。 

 

２）説明会開催 

説明会は8月26日に行った。コロナ感染拡大防止の観点から個別対応を希望する参加者も多く、

調整をして行った。説明会では「特別の課程」履修証明制度の説明やプログラムの案内に加えて、

対面授業が可能かどうかの判断時期も知らせた。 

10 月の開校に向けて逆算すると 8 月中に説明会を実施して募集を締め切り、9 月初めには入学

者の選考と合格決定をするというタイトなスケジュールになった。 
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資料：募集要項全文 

2020（令和２）年度 

神戸大学・学ぶ楽しみ発見プログラム 

～知的障害青年のための大学教育の創造～ 

入学者募集要項 

【プログラムの趣旨】 
神戸大学・学ぶ楽しみ発見プログラムは、大学の資源を無理なく効果的に活用することで、言

語によるコミュニケーションが可能な知的障害のある青年に対して、学ぶことの楽しさを感じ、

自己理解や他者理解、社会認識を深め、人格を陶冶する機会を提供するプログラムです。大学の

知へのアクセスから最も遠ざけられてきた知的障害者の学びに貢献する方策を求める事業として、

2019 年度から開始しました。2 年目の今回は、兵庫県教育委員会と協働ですすめる「学校卒業後

の障害者の学びを支援するための地域連携コンソーシアム構築事業」（文部科学省受託研究）の一

環として実施します。 

このプログラムに参加する知的障害学生は、対話的環境の中で大学の知の世界に親しみ、仲間

や一般学生と共に学ぶ機会を得ます。困った時には相談役の学生の支援を受けることができます。

十分にこのプログラムの学びに参加した学生には、履修証明書が交付されます。 

なお、今年度は新型コロナ感染拡大防止のために、対面での授業ができなくなる可能性があり

ます。そのときには、WEB 会議システムを利用した授業を行うことになります。 

 

実施期間     2020 年 10 月 ～ 2021 年 2 月 

場所とアクセス  神戸大学大学院人間発達環境学研究科（神戸市灘区鶴甲 3－11） 

神戸市バス 36 番系統 鶴甲団地行 

「神大人間発達環境学研究科前」下車すぐ 

【プログラムの内容】 

火曜日  「障害共生教育論」 

       神戸大学国際人間科学部の授業に参加をして、本プログラムに参加するみなさん

と一般学生が話し合いながら共に学び、あるいはお互いに学び合う授業を創って

いきます 

水曜日  「よりよく生きるための科学と文化」 

       教育学、哲学、音楽学、心理学、自然科学などを専門とする大学教員が、本プロ

グラムのための特別授業を行います 

金曜日  「話し合う！やってみる！」 

       やってみたいことを話し合って計画を立てます。外にも出かけます。神戸大学生

も一緒に研究や創作活動をします 

課外活動   神戸大学が主宰するいくつかのプログラムに参加をすることができます（任意） 

それぞれのプログラムについては随時お知らせします 
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一日の流れ（一例） 

 火曜日 水曜日 金曜日 

集合場所 神戸大学 神戸大学 神戸大学 

16：30～ ホームルーム 

（夕食も兼ねて） 

ホームルーム 

（夕食も兼ねて） 

ホームルーム 

（夕食も兼ねて） 

17：00～ 

 

授業  

「障害共生教育論」 

授業  

「よりよく生きるための 

科学と文化」 

プログラム 

「話し合う！ 

やってみる！」 

18：30～ 休憩 休憩 休憩 

19：00～ 

20：00 

ふりかえり 

終了 

ふりかえり 

終了 

ふりかえり 

終了 

入学から修了までの流れ 

   2020 年 10 月 2 日（金）  入学式 

   2020 年 10 月 6 日（火）  授業開始 

   2021 年  2 月 2 日（火）  授業最終日 

   2021 年 2 月 3 日（水）  修了式 

 

【募集について】 

募集人数   10 人 

入学条件  ・高等学校あるいは特別支援学校高等部を卒業していること  

       ・療育手帳をもっていること 

       ・プログラムの方針を理解し、学ぶ意欲があること 

       ・言語によるコミュニケーションをとる手段があること 

       ・実際的な読み書きの力があること 

       ・プログラムに対する家族の理解があること 

       ・期間中、火・水・金曜日の 5 時までに来られること 

       ・自力通学が可能なこと 

必要経費  ・受講料（50,000 円） 修了までの全額です 

       ・授業により教材費、活動費（実費）を徴収することがある 

       ・食費（5 時から始まる授業の前に学内施設で食事をとることができる） 

       ・参加任意の課外活動費（実費） 

見学説明会  日時 2020 年 8 月 26 日（水）  16：30～17：30 

             8 月 24 日（月）、28 日（金）、31 日（月）に個別案内いたします 

        場所  神戸大学大学院人間発達環境学研究科（神戸市灘区鶴甲 3－11） 

           神戸市バス 36 番系統 鶴甲団地行「神大人間発達環境学研究科前」下車 

F 棟 2 階 263 室にお越しください    
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【入学選考について】 

選考方法   ・書類選考 

・面接（本人） 

・簡単な作文 

出願書類  ・特別の課程履修願書 1 通           記入例は HP に載せています 

・学ぶ楽しみ発見プログラム入学申請書１通         〃          

・保護者同意書 

      ・出身学校の卒業（修了）証明書 → 願書を送付する時に間に合わなければ選考

当日に提出をお願いします 

出願先   〒657－8501    

神戸市灘区鶴甲 3－11 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 ヒューマン・コミュニティー創成研究セ

ンター 黒崎宛て  願書在中 

       ＊出願書類は角形 2 号の封筒で送付をお願いします 

       ＊普通郵便で郵送してください 

出願締切  2020 年 9 月 1 日（火）消印有効 

       応募者多数の場合、面接の前に書類選考を行うことがあります 

選考日時  2020 年 9 月 9 日（水）夕方～  面接と作文があります 

選考会場  神戸大学大学院人間発達環境学研究科（神戸市灘区鶴甲 3－11） 

合否発表  2020 年 9 月 10 日（木）発送 

 

入学説明会（合格者のみ） 2020 年 9 月 23 日（水）夕方～ 

 

【問合せ先】 

〒657－8501 

神戸市灘区鶴甲 3－11 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 

ヒューマン・コミュニティー創成研究センター 黒崎まで 

電話 078－803－7970 （月・水曜日 13：00～19：00） 

FAX  078－803－7971 

Mail : krsksck@people.kobe-u.ac.jp 

 

以下のホームページから、本要項、願書、同意書をダウンロードできます 

（願書は 7 月 30 日以降、ダウンロード可能） 

http://www2.kobe-u.ac.jp/~zda/KUPI.html 

※本事業は、実践的研究として実施するものですので、個人情報等の点で細心の注意を払った上で、プログラム

の様子などについて学会等で発表する場合があります 
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Q＆A 

１．入学したいけれど、私にはむずかしいのでは？ 

  大丈夫です。大事なのは学びたいという意欲です。たしかに大学の先生の授業ですのでレベ

ルは高いですが、ゆっくりとわかりやすく進めてもらいます。また、神戸大学の学生さんに協

力してもらい手伝ってもらいます。 

 

２．授業でわからないことがあると、どうしたらいいのでしょうか？ 

  このプログラムは、初めての試みですので一緒に取り組んでいきます。なんでも質問してく

ださい。また、付いてくれる神戸大学の学生さんにも気軽に相談してください。 

 

３．曜日によっては、4 時半に間に合わないことがありますが、大丈夫ですか？ 

  大丈夫です。仕事や用事で遅れる場合など事前にわかれば、授業内容の説明や途中からの出

席に合わせてサポートします。 

 

４．修了したら、何か資格がとれますか？ 

  このプログラムは、神戸大学の履修証明制度を利用します。修了しても資格や卒業認定には

なりません。KUPI としての履修証明書は修了式でお渡しします。 

 

５．入学選考は、面接や作文もあってむずかしそうですが？ 

  入学者の選考にあたっては、まず大学で学びたいという意欲を知りたいと思います。自分の

できる範囲で気持ちを伝えてください。簡単な作文ですので、書ける範囲でけっこうです、ま

た、パソコンで書きたいという場合は申し出てください。 

 

６．お金がかかりそうで心配です。 

  受講料は総額で 50,000 円がかかります。それ以外には活動費の実費（たとえば、金曜日の活

動で出かけた場合の交通費や食事に行った際の食事代など）が必要です。それ以外には基本的

にはかかりません。 

 

７．新型コロナ感染が拡大したらプログラムはどうなりますか？ 

  神戸大学全体の対応に従います。もちろん授業は、感染防止対策をとり実施します。対面での

授業がむずかしい場合は、オンラインなど遠隔授業も考えます。 

 

８．わからないこと、不安なことはどこに相談したらいいですか？ 

  新しい事業ですので、不安があると思います。何でも遠慮なく問い合わせ先（募集要項に記

載されている）に電話して聞いてください。 
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資料：チラシ全文 
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資料 

神戸大学・学ぶ楽しみ発見プログラム説明会（ご案内） 

１．日 時  2020 年 8 月 26 日（水） 時間：16：30～17：30 

       8 月 24 日（月）、28 日（金）、31 日（月）は個別対応をいたします 

       時間はご相談ください 

２．場 所  神戸大学大学院人間発達環境学研究科（神戸市灘区鶴甲 3－11） 

       神戸市バス 36 番系統 鶴甲団地行 「神大人間発達環境学研究科前」 

下車すぐ 

       Ｆ棟２階 263 室 

３．内 容   

①プログラムの趣旨、募集要項の説明 

    ②プログラムの内容紹介 

授業内容の紹介、スケジュール、時間割の説明 

    ③プログラムに協力していただく神戸大学の先生などの紹介 

④入学選考について 

スケジュール及び選考方法、合否発表と合格後の提出書類について 

 ⑤質問コーナー 

⑥校内見学（教室、図書館、カフェアゴラなど） 

＊17：30 解散    

＊その後、個別相談にも応じます 

⑦その他  

 ＊コロナ感染防止対策を十分とって開催します。参加者は、検温、マスク着用、 

アルコール消毒などにご協力ください 

     ＊説明会参加がむずかしい場合は、個別に説明などの対応もします 

＊願書の提出も受け付けます 

  【問合せ先】 

〒657－8501 

神戸市灘区鶴甲 3－11 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 

ヒューマン・コミュニティー創成研究センター 黒崎まで 

電話 078－803－7970  （月・水曜日 13：00～19：00） 

FAX  078－803－7971 

Mail : krsksck@people.kobe-u.ac.jp 

＊以下のホームページから、本要項、願書、同意書をダウンロードできます 

 http://www2.kobe-u.ac.jp/~zda/KUPI.html 
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3) プログラムの内容づくり 

① 火曜日プログラム 

 火曜日プログラムは、神戸医学国際人間科学部の授業「社会教育課題研究（障害共生教育論）」

として実施している。この授業は、発達コミュニティ学科の授業であるとともに、社会教育主事

の資格に関する科目でもある。一般学生とＫＵＰＩ学生が共に学びあうことを追求するねらいで、

プログラムの内容も検討している。 

 今年度は、イギリスの知的障害者団体（Carlisle People First）とのＷＥＢを介した交流を柱

に授業を構想した。その経緯は、次の通りである。 

授業担当者は、かねてよりイギリスの研究者仲間から日英の知的障害者どうしをＷＥＢでつな

ぎたいという申し出を受けていたが、ＷＥＢ通信の壁、言語の壁が高いため、その申し出に応じ

ることに躊躇してきた。しかし、今年度になってコロナ禍の影響で zoom を用いた会議や授業に慣

れてきたこと、また海外研修を卒業要件としている国際人間科学部の学生の学修機会を急遽確保

する必要が生じたことで、当該の申し出を受けることにした。 

 ＷＥＢ接続の壁については、イギリス側の支援者と事前に数回にわたって接続テストやうちあ

わせ会議を行った。 

 また言語の壁については、国際人間科学部の学生 4 名を通訳・翻訳担当者とし、在日英国人で

ある Michael Gillan Peckitt 氏の協力を得て事前に訓練を実施した。 

 イギリスとのＷＥＢ交流に至る過程として、①ＫＵＰＩ学生、一般学生の自己紹介や相互の質

疑応答、②一般学生によるＫＵＰＩ学生を対象としたレクリエーションプログラムの実施、③イ

ギリス、カーライル市、ピープルファーストをキーワードとした調べ学習を行なった。 
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② 水曜日プログラム 

 水曜日プログラムは、神戸大学人間発達環境学研究科の中で、この事業を理解して協力してい

ただける教員と相談しながら授業づくりを進めた。昨年度に協力いただいた教員が 6 人、今年度

初めての教員が 1 人ということで、スムーズに進めることができた。 

津田教授と赤木准教授より依頼をしていただき、後はコーディネイターの方で、授業日程や授

業内容、授業の進め方などについて相談と打ち合わせをしていった。水曜日の学びの大きなテー

マは昨年同様に「よりよく生きるための科学と文化」とし、それぞれの専門性を活かした授業づ

くりをお願いした。一人 2 回の授業を基本としてそれぞれの都合に合わせて日程調整をした。打

ち合わせでは、今年度のＫＵＰＩ生の特徴や配慮事項をまとめて知らせ、授業を進めるにあたっ

てのお願いを文書で提示して理解をしていただいた。 

特に、シラバスの作成、できるだけ視覚的にわかりやすい資料の作成、ワークや話し合いなど

取り組みやすい授業の工夫をお願いした。また、専門性のある内容をＫＵＰＩ生のペースに合わ

せてゆっくりと精選して授業を進めていただけるよう無理なお願いもさせていただいた。今年度

は、新型コロナの感染拡大で状況によってはオンラインになることも想定して打ち合わせを行い、

授業に当たっては密を避けるなど感染防止についても相談をした。 

各授業後には、ＫＵＰＩ生の授業振り返りをメンター学生にもサポートしてもらいながら行い、

さらにメンター学生とコーディネイターだけの振り返りも実施して、可能な限り授業された教員

にフィードバックしてきた。 

 

③ 金曜日プログラム 

 金曜日プログラムは「話し合う！やってみる！」のテーマの通り、やってみたいことを出し合

って話し合い、みんなで様々なことを体験するプログラムである。今年度はコロナ禍で課外活動

に出ることができなかったが、構内施設（体育館）を利用して体を動かすなど、大学の資源を活

用した。 

学生にやりたいことを尋ねると、ＫＵＰＩ学生の趣味や興味の幅が広いことがわかってきた。

メンター学生から「大学では自分の知りたい事や気になることを自由に調べるんだよ」と、研究

の楽しさを聞き、興味のある内容を掘り下げる「金曜研究室」を行った。当初は「〇〇のコロナ

の前と後」を主軸にしつつ、調べたことや知識を文章や絵で模造紙に表現して伝え合った。 

この他に、外部から講師を招いて学ぶ活動が二つあった。まず、プロカメラマンの豆塚猛氏よ

り「写真で学ぶ自分と周りの世界」というテーマでお互いを撮る意味や楽しさを学び、ポートレ

イト撮影を行った。プロの機材を教室に設置してスタジオを作り、お互いを撮り合った。撮影後

に自ら選んだ写真を出展して写真コンテストを行い、豆塚氏から総評を聞いた。また、放送作家

の砂川一茂氏、中川佑希氏（オフィスゆうき代表）、堀口昌宏氏（学校教員）を講師に招いて「体

験新喜劇」を行った。この活動は、失敗や間違いこそが「おもしろい」として即興的に共同して

演じる活動である。当プログラム実施委員会のメンバーでもある赤木准教授が参加し、講師とＫ

ＵＰＩを繋いで調整や録画、ＷＥＢ配信も行った。 
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4）入学者募集の状況と応募、選考 

学生募集をする前から昨年度の受講生から連絡があり、説明会の案内をしていた。説明会は個

別対応を含めると計 12 名の参加があった。中には高校生の子どもさんを持つ保護者もいて、卒業

後の進路を早くから考えていることを知った。遠方からの問合せや小学生の保護者からの問合せ

もあり、関心の高さと必要性を大いに感じた。 

応募者は 10 名。一期生、神戸大学内で障害者雇用されている人や「あーち」で活動をしている

人、一期生の紹介、手をつなぐ育成会からの案内でプログラムを知った人などが中心だった。9

月 9 日の選考会では 10 名が受験をした。選考検査は集団面接と作文を実施。選考基準は募集要項

に記載の通りである。結果、10 名全員が合格をしたが、合格発表後に集団感染にならないか不安

を持った学生が入学を辞退したため、入学者は 9 名になった。そのうち 4 名は昨年度も受講をし

た一期生だった。 

 

5) 神戸大学学生のメンター募集 

 今年度は、神戸大学国際人間科学部及び人間発達環境学研究科の学部生、大学院生、計 10 名が

メンター学生として活躍した。そのうち 6 名は昨年度に引き続いて 2 度目の経験となった。内訳

は、火曜日メンター2 名、水曜日メンター5 名、金曜日メンター4 名で、うち 1 名は火曜日と金曜

日を兼務した。 

 継続的にメンター学生を育成する観点から、学部 1 年生に対してメンター募集を行なった。以

下がその呼びかけ文である。 

 

                                                                                 

 

国際人間科学部１年生のみなさん 

 

こんにちは。教員の津田です。 

それぞれにたいへんだった前期が終わりましたね。後期は少しでも会えるようになっていくと

いいですね。 

さて、表記の件、以下に説明をいたしますが、関心のある学生さんは、週明けくらいに津田宛

にメールをいただけるでしょうか。 

メンターは、昨年度から文部科学省の委託研究として実施している、知的障害者に大学教育を

開くというプロジェクトで、学習者の学びのお手伝いをするアルバイトです。 

「学ぶ楽しみ発見プログラム」通称 KUPI（Kobe University Program for Inclusion）といい、

後期に 8～10 名の知的障害のある学生さんに学んでいただきます。 

火曜日、水曜日、金曜日の夜間に、鶴２キャンパスで実施します。 

火曜日は、国際人間科学部の授業に参加してもらい、イギリスの障害者団体とも WEB で交流し

ながら、共に学ぶということを追求します。 

水曜日は、このプログラム専用のオムニバス授業で、国際人間科学部教員が、わかりやすく専

門的な知を講義します。 

金曜日は、話し合い学習にお楽しみプログラムを加えて構成します。 
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水曜日のメンターさんは、２年生、３年生で、すでにいっぱいです。火曜日、金曜日のメンタ

ーさん、それぞれ 3～4名募集しています。 

時間はそれぞれ 17 時～20 時。半分は授業の中でサポートし、後半は授業のふりかえりをサポ

ートしてもらいます。専門のコーディネイターさんもいる中で、学習者に寄り添う支援をしてい

ただく役割です。 

 

詳細は以下の HP をご覧ください。 

http://www2.kobe-u.ac.jp/~zda/KUPI.html 

ページの中ほど、昨年度の報告書もダウンロードして見られるようにしてあります。 

 

また、このプログラムの背景などについては、2 年生向け授業で作ったオンデマンド教材が役に

立つと思います。以下の教材置き場から、「知的障害者の大学教育」と「セルフアドボカシー」の

動画を参照してください。 

https://1drv.ms/u/s!AgswGiGmnMv5gQlUyyCOV3Z1WHLP?e=HU0Vy0 

 

なお、後期からレベル１対応となった場合に備えて、最低でも部分的に対面授業ができるよう、

申請をしております。知的障害のある方たちの特性上、すべて WEB 授業になることは避けたい取

り組みですが、zoom も使って実施する必要はありそうです。その場合も、zoom を用いてどのよう

にメンタリングができるか、試しながら実施していくことになります。 

あれこれ、挑戦的なプログラムですが、メンターさんも楽しみながら学べるはずですので、ど

うぞ積極的にご応募ください。 

雇用手続きがあるので、週明けまでには問い合わせ、申し込みをしてください。 

 

以上、長くなりました。 

短い夏休み、どうぞ有意義に過ごしてください。 

 

津田英二 
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6) 「特別の課程」制度の導入 

 2007 年の学校教育法改正によって、大学等における履修証明制度が創設された。社会人等に対

する多様なニーズに応じた体系的な教育、学習機会の提供を促進をねらいとしており、「特別の課

程」と呼ばれる。 

 昨年度のＫＵＰＩは既存の聴講生制度を活用して実施したが、同時に「特別の課程」の導入も

検討を進めていた。その結果今年度、神戸大学は「特別の課程」制度を導入し、その具体的なプ

ログラムとしてＫＵＰＩを実施した。 

 

 

特別の課程実施計画書 

実 施 部 局 国際人間科学部 

特別の課程の 

名称 
神戸大学・学ぶ楽しみ発見プログラム 

目    的 

大学の資源を無理なく効果的に活用することで、大学の知へのアクセ

スから最も遠ざけられてきた知的障害者の学びに貢献する方策を探

る。（文部科学省の委託研究） 

内    容 

学校卒業後の知的障害者を対象として、大学の知に触れることで楽し

く学びながら活躍する知的障害者のリーダーを養成することを目的と

し、自己認識と自己表現、他者認識と対話、社会認識を柱とするカリ

キュラムを提供する。 

履 修 資 格 

高等学校あるいは特別支援学校高等部を卒業した、言語によるコミュ

ニケーションが可能で、かつ遠隔教育の受講が可能な知的障害のある

青年。 

定    員 10 名 

受  講  料 50,000 円 総時間数 90 時間 

実 施 期 間 10 月～2 月 

講習又は授業

の方法 

正規授業への参画と、本プログラム固有の授業とを組み合わせて実施

する。なお、新型コロナの影響を考慮して、遠隔授業ができる体制を

準備する。 

修 了 要 件 授業に出席し活発に発言するなど、十分に学びに参加すること。 

単位授与の有

無 
有  （    単位）  ・  無 

実 施 体 制 

コーディネイターやメンター学生を雇用することで受講者の学びを保

障し、協力教員の参画を得る。また、実施委員会及び評価委員会を組

織し、それぞれ修了判定等、課程の評価を行う。※修了判定を行う組

織についても記載すること。 
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特別の課程の構成（開設科目等） 

開設科目等の名称 
講習・授業 

科目の別 
時間数 

単位の 

有無 
担当教員名 

社会教育課題研究（障害

共生教育論）１ 
授業 15 時間 無 津田英二 

社会教育課題研究（障害

共生教育論）２ 
授業 15 時間 無 津田英二 

よりよく生きるための科

学と文化 
講習 30 時間 無 赤木和重他 

話し合う!やってみる! 講習 30 時間 無 コーディネイター 

（備考）次の資料を添付すること。 

(1)授業科目の場合はシラバス、講習の場合はその概要 (2)実施スケジュール 

(3)当該特別の課程の評価体制 (4)その他参考となる資料 

 

神戸大学における特別の課程の編成等に関する規程 

（趣旨） 

第 1 条この規程は，神戸大学教学規則（平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「規則」という。）第 83 

条の 2 第 2 項の規定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）における特別の課程の編成及

び実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第 2 条本学が編成する特別の課程は，社会人等の本学の学生以外の者を対象として，体系的な知

識，技術等に関する学習機会の提供を図ることを目的とする。 

（定義） 

第 3 条この規程において「部局」とは，各機構，バリュースクール，各学部，各研究科，各総合

研究推進組織，経済経営研究所，医学部附属病院，各基幹研究推進組織及び各学内共同基盤組織

をいう。 

（編成主体） 

第 4 条特別の課程は，部局が単独で編成し，又は複数の部局が共同で編成することができる。 

2 複数の部局が共同で特別の課程を編成するときは，一の幹事部局を定めなければならない。 

（編成方法） 

第 5 条特別の課程は，本学が開設する講習（公開講座を含む。以下同じ。）若しくは授業科目又

はこれらの一部により体系的に編成するものとする。 

2 特別の課程の総時間数は，60 時間以上とする。 

3 特別の課程における講習又は授業科目は，本学の教員が担当するものとする。ただし，当該課

程を編成する部局又は幹事部局（以下「実施部局」という。）の長が必要と認める場合は，教員以

外の本学の職員又は学外の者に委嘱することができる。 

4 特別の課程における講習又は授業の方法は，大学設置基準（昭和 31 年文部省令第 28 号），大

学院設置基準（昭和 49 年文部省令第 28 号）及び専門職大学院設置基準（平成 15 年文部科学省
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令第 16 号）の定めるところによる。 

（編成手続） 

第 6 条実施部局の長は，特別の課程を編成しようとするときは，別記様式第 1 号による特別の課

程実施計画書（以下「実施計画書」という。）を作成し，当該実施部局の教授会又はこれに代わる

機関（以下「教授会等」という。）の議を経て，学長に提出しなければならない。これを変更しよ

うとするときも同様とする。 

2 学長は，学部及び研究科以外の組織から実施計画書の提出を受けた場合において，当該計画の

内容が適当であると認めるときは，神戸大学大学教育推進機構大学教育推進委員会の議を経て，

これを承認するものとする。 

3 実施部局の長は，当該特別の課程を廃止しようとするときは，当該実施部局の教授会等の議を

経て学長に届け出なければならない。 

（公表） 

第 7 条実施部局は，特別の課程の名称，目的，総時間数，履修資格，定員，内容，講習又は授業

の方法，修了要件，単位の授与の有無，実施体制その他必要と認める事項をインターネットの利

用その他適切な方法によりあらかじめ公表するものとする。 

（履修資格） 

第 8 条特別の課程の履修資格は，規則第 10 条，第 56 条，第 58 条又は第 59 条に定める入学資

格のいずれかのうちから実施部局の長が定める。 

（履修手続等） 

第 9 条特別の課程の履修を志願する者（以下「志願者」という。）は，別記様式第 2 号の特別の

課程履修願書（以下「履修願書」という。）に，次の各号に掲げる書類を添えて，実施部局の長に

願い出るものとする。 

(1) 最終学校の卒業証明書又は修了証明書 

(2) その他実施部局の長が必要と認める書類 

2 志願者が本学の学生である場合は，当該学生が所属する部局の長の承諾書を添えて，実施部局

の長に願い出るものとし，この場合において実施部局の長は，前項各号に規定する書類の添付を

省略させることができる。 

3 特別の課程に授業科目が含まれる場合において，志願者（本学の学生を除く。）が当該授業科目

の単位の授与を希望するときは，前項の願い出に併せて，規則第 80 条に規定する科目等履修生

として入学を願い出るものとする。 

（履修者の決定等） 

第 10 条前条の履修願書を受理した実施部局の長は，当該実施部局の教授会等の議を経て，特別

の課程の履修の可否を決定し，その結果を志願者に通知するものとする。 

（受講料の納入） 

第 11 条履修を許可された者（以下「履修者」という。）は，本学が指定する期日までに，受講料

を本学に納入しなければならない。 

2 特別の課程の受講料の額は，別に定める。 

3 受講料の納入に係る費用は，履修者の負担とする。 

4 既納の受講料は返還しない。ただし，次の各号に掲げる場合の区分に応じ，当該各号の定める
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額を返還するものとする。 

(1) 本学の事情により，特別の課程を実施できない場合当該受講料及び教材費等の全額 

(2) 特別の課程の開始日の 2 日前（土曜日，日曜日，国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第

178 号)に定める休日，12 月 29 日から翌年 1 月 3 日までの日及び本学の夏季一斉休業期間の日

数は，算入しない。）までに辞退届が提出され，受講の取消しを承認された場合当該講習料の額か

ら事務手数料相当額の 1,000 円を差し引いた額 5 特別の課程に授業科目が含まれる場合におい

て，履修者が当該授業科目を科目等履修生として履修するときは，神戸大学における授業料，入

学料，検定料及び寄宿料の額に関する規程（平成 16 年 4 月 1 日制定）第 2 条の規定にかかわら

ず，当該授業科目に係る検定料，入学料及び授業料は徴収しない。ただし，第 3 項の規定により

当該特別の課程の受講料を徴収しないものとした場合を除く。 

（教材費等） 

第 12 条履修者は，前条の受講料のほか，必要に応じて教材費その他の受講に必要な費用を負担

するものとする。 

（単位の授与） 

第 13 条実施部局は，当該実施部局が定めるところにより，履修者に単位を授与することができ

る。ただし，大学院が実施する特別の課程（大学院の入学資格者を対象とするその他の特別の課

程を含む。）においては，単位を授与することができない。 

2 実施部局は，当該特別の課程の内容及び水準，学修成果の評価方法，履修時間等を勘案し，単

位授与の際の単位数の目安をあらかじめ設定した上で，適切に単位を授与しなければならない。 

3 学部及び研究科以外の部局が実施する特別の課程の単位の授与は，学長が行うものとする。 

（修了の認定） 

第 14 条特別の課程の修了の認定は，実施部局の教授会等の議を経て行う。 

2 特別の課程を修了した者には，別記様式第 3 号の履修証明書を交付する。 

 

3 履修証明書の再交付は，特別の課程を修了した者からの申出に基づき，実施部局の長が必要と

認めた場合に行うことができる。 

（履修者の情報の管理） 

第 15 条実施部局は，別記様式第 4 号の履修証明書発行台帳により，履修者の履修の記録その他

の記録を作成し，管理しなければならない。 

（実施体制の整備） 

第 16 条実施部局は，特別の課程の編成及び当該課程の実施状況の評価並びに履修証明書の交付

を行うために必要な体制を整備しなければならない。 

（雑則） 

第 17 条この規程に定めるもののほか，特別の課程に関し必要な事項は，実施部局の長が定める。 

 

7）保険の加入、コロナ感染拡大防止について 

・「学生教育研究災害障害保険」（任意）の案内を行った。4か月間のプログラムであった 

が、半数以上が加入をした。 

・コロナ感染拡大防止については神戸大学の指針に従った。換気や手指消毒はもちろん行い、Ｋ
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ＵＰＩの対策としては入室時に検温を行って記入をする、入退室の時間を記入する、健康チェ

ック表を配布して記入してもらい、授業日に健康チェック表を確認するなど修了式まで続けた。

手指消毒液は各教室の入口や廊下など、すぐ目に付く場所に置いてあったのでＫＵＰＩ学生も

こまめに行う習慣がついた。検温表未記入の学生に声をかける姿も見られ、全員で意識をして

授業を受けた。 

 

8）入学式の様子 

 10 月 2 日、広い教室で入学式を行った。隣りに座る人が遠く心細かそうな様子も見られたが、

あるＫＵＰＩ学生によるマリンバ演奏を聴いて緊張がほぐれたようだ。昨年度のように来賓の方

をお迎えすることはできなかったが、神戸大学国際人間科学部副学部長の岡田修一教授からお祝

いの言葉を頂いた。また神戸大学で障害者雇用を担当する業務支援室の仲田保夫氏も職員 2 名が

受講していることから、お祝いに駆けつけてくれた。津田教授から合格通知書を受け取り、学生

は一人ずつ宣誓をしっかりと伝えた。緊張のなか、勉強をしたい、友だちを作りたい、頑張りま

す、など力強く話し、昨年度も受講をしたある学生は、一期生としての自信と抱負を話した。明

らかに成長を感じる瞬間だった。 

 神戸大学ではオンライン授業が増え、課外活動なども制限される中でも、このプログラムは少

人数であることやオンラインではサポートがしにくいことから、入学式をはじめとする全ての授

業を対面でさせて頂くことができた。大学当局が全面的にサポートをしてくれたことは、プログ

ラムを実現する上で極めてきな柱となった。 
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9）修了式の様子 

 2 月 3 日、兵庫県は緊急事態宣言発令中だったが、構内で修了式を挙行することができた。神

戸大学国際人間科学部副学部長の岡田修一教授からお祝いの言葉と履修証明書を頂いた。履修証

明書は神戸大学長名で発行された。重みを感じながら一人ずつ感想を話した。難しいけどみんな

と受ける授業は楽しかった、大学は好きだから次も受けます、次の目標ができました、と目を輝

かせながら話した。原稿を書いてしっかり伝える学生もいて 

9 名の立派な姿は眩しかった。神戸大学業務支援室の仲田保夫氏、水曜日の授業を担当した稲原

美苗准教授、メンター学生からもお祝いのメッセージを頂いた。 

修了式では授業で作成したものを展示した。稲原美苗准教授の授業で作成した「自分図」と「好

きなデザインＴシャツを描こう」。そして金曜日の「金曜研究室」で書いた模造紙を壁一面に張っ

た。修了式後の歓談時間に見てもらい、ＫＵＰＩ学生は説明をしていた。メンター学生も作成の

様子やプログラムのことをご家族に話していた。 

 ＫＵＰＩ学生がお世話になったメンター学生にメッセージを書いた色紙を一人ずつ渡すと、メ

ンター学生からもメッセージと写真で飾られた色紙が送られた。メンターの今西氏が制作してく

れた卒業ムービーを見ながら、楽しい時間を過ごした。 

 改めて、最後まで対面で実施できたことに感謝の気持ちを伝えたい。大学当局の協力がなけれ

ば進めることができない事業だった。 
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３．プログラムの内容 

 

１）火曜日のプログラム「障害共生教育論」 

 

10 月 6 日：ガイダンス（授業方針） 

 

〈テーマ〉：ガイダンス 

〈概要〉：一般学生と KUPI 学生に障害共生教育論の授業方針を伝える。一般学生と KUPI 学生が初

めて対面したため、次回から自己紹介を行うことを伝え自己紹介ワークシートを出す。 

<進行> 

パワーポイントを使い、この授業での到達目標である①人間が学ぶことの意味について、②学

びを支援することについて、③知的障害者の学びの展開について、を KUPI 学生と本授業を履修し

ている一般学生に伝えた。①人間が学ぶことの意味については、KUPI 学生が分かりやすいようど

うして人間は学ぶのか、学校以外に学びの場はあるのか、など具体的な疑問・質問を投げかけな

がら提示した。②学びを支援することについてでは、KUPI 学生と一般学生がそれぞれの立場にな

って考えられるように、学ぶための支援とは何か、どういった支援が望ましいのかを考える。③

知的障害者の学びの展開についても同様に、KUPI 学生と一般学生がそれぞれの立場を理解し考え

られるように知的障害について理解を深めてもらいながら伝えていくことを示した。 

授業の到達目標を共有したのち、15 回にわたる授業の流れを説明した。知的障害者疑似体験や一

般学生による交流プログラムなどの紹介を経たのち、今回の障害共生教育論のメインとしてイギ

リスカーライル市のピープルファーストとの交流の予定を紹介した。初めての試みだったため、

写真を用いてカーライルという場所の紹介を行い、実際に交流するカーライル・ピープルファー

ストの団体について詳しく説明した。ピープルファーストの説明では、「セルフアドボカシー」を

交えながら彼らについて①自分たちのことは自分たちで決める」ことを実現するために知的障害

者が主人公になって活躍する団体であること、②メンバーたちはミーティングをして自分たちの

生活を良くしていくための活動を行っていること、③イギリスではピープルファーストが盛んで

あり、国から補助を受けて事務所を運営していることも珍しくないということを伝えた。 

<KUPI 学生の反応> 

昨年度に引き続き通っている KUPI 学生にとっては久

しぶりの、また今年度より KUPI 学生となった学生にと

っては初めての、大学らしい一対多の講義ということ

もあり少し緊張しながら授業に臨んでいたように見え

た。一般学生とは初対面ということもあり初回の授業

からコミュニケーションをとることはなかった。また

同様に KUPI 学生同士の対話もなかなか見られることは

なかった。 
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<メンター学生のふりかえり＞ 

授業内でFさんが学びの具体例として障害者スポーツ指導員についての話をKUPI学生と一般学

生に共有したことが印象的であった。一般学生や KUPI 学生の立場から見てあまり話を聞く機会の

ない体験をしている学生は、F さんだけではない。今後 KUPI 学生と一般学生同士の対話を続けて

いくことで、それぞれの立場から見たときに珍しいと思うことのできる体験を共有し、新たな知

見を得る機会が生まれるのではないかと考える。 

 

10 月 13 日：アイスブレイク（知的障害体験） 

 

テーマ：お互いのことを知ろう 

概要：兵庫県猪名川町の「知的障害者疑似体験啓発 

キャラバン隊」が疑似体験をレクチャーする。 

<進行> 

知的障害者疑似体験啓発キャラバン隊（通称：いなキャラ）は、猪名川市にある行政や障害者

の保護者の方々で構成されている団体である。本時ではいなキャラに 1 時間半を通して一般学生

と KUPI 学生に障害疑似体験を行ってもらった。以下に、いなキャラが行った体験を記述する。 

体験 1：「ちょっと」「ちゃんと」を紙にそれぞれ描く体験。 

→抽象的な言葉は伝えるのがすごく難しいことが分かった。3 ㏄など具体的に分かりやすく伝え

ることが重要である。 

「リンゴ」「ボール」を紙にそれぞれ描く体験。 

→リンゴ丸々やウサギ型のリンゴ、野球ボールラグビーボールなどそれぞれ思い描くものは違う。

同じ言葉でもみんなが思っていることは違う。 

体験 2：5 人が同時に別々の言葉を話す。それぞれの人が話している言葉を聞き取る体験 

→集中してそれぞれの声を聴いてもすべての声を聞き取ることができない。知的障害者も同様に

雑音と人の声が同時に聞こえると何を言っているのかわからなことがある。 

 

・シングルフォーカス 

視界には入っているが意識していないからこそ見えていない場合がある。意識をするように示

すことが大事。シングルフォーカスの強い人は、キラキラしているものが好きなことが多い。眼

鏡やアクセサリーが気になって触りたくなり手を伸ばしてしまうこともあるが、キラキラしたも

のに集中しすぎているため触られた人の不快を表す表情は見えていない。触れようとすることを

とどめることは難しいため、触られそうになった際にきちんと回避することが重要である。 

・二重課題干渉 

障害の有無にかかわらず不器用な人も器用な人もいる。障害があるとしても練習を続けること

でできるようになることがある。実は障害と障害がないのは陸続きであり、あまり差はないのか

もしれない。もしある一つの行動を実行するのが難しいときは、箇条書きのメモで渡したり簡単

な言葉で言ったり、一つずつ伝えるなどすることが重要である。その行動に慣れると障害がある

人もできるようになる可能性がある。 
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<KUPI 学生の反応> 

体験自体はゲーム感覚で行うことができ楽しんでいたようだが、実際にいなキャラが伝えたか

ったであろう「障害の有無は陸続きである」などのことは難しく、なぜこういったゲームをして

いるのかが分からない KUPI 学生も中にはいたようだった。体験を通し自分の描いたものや聞こえ

たものを周りにいる一般学生や KUPI 学生と見せ合うことを促すことができ、ようやく一般学生と

KUPI 学生間の交流が少し見られるようになった。 

<メンター学生のふりかえり＞ 

いなキャラ内の体験や振り返り内でメンターやスタッフは「何かわからないところはあるか？」

ということを確認するようにしている。その際に E 君がよく質問をしてくれるのだが、実際は事

前に先生から伝えられていたことや質問ではなく自身の意見を述べることの方が多い。それに対

して G 君は E 君に対して質問をするべきだという怒りを次第と表すようになっていった。 

 

10 月 20 日、27 日：自己紹介①② 

 

〈テーマ〉：お互いのことを知ろう 

〈概要〉：自己紹介をしてみんなから質問を受ける。それぞれが知りたいことを発表者に質問した。

全員の自己紹介が終わると、KUPI 学生と一般学生に分かれてお互いに聞きたいことを

考えた。 

<進行> 

1 回目の授業で課題として出たワークシート（名

前や趣味、学んでいることや仕事など）をもとに、

KUPI 学生と一般学生が交互に 1 人ずつ前へ出て 3

分程度で発表を行う。その際、ワークシートはスク

リーンに投影した。3 分程度で発表を終えたのち 2

つから 3 つほど聞きたいことを発表者以外の学生

が質問し、お互いに理解しあえる環境を整えた。 

<KUPI 学生の反応> 

人前で発表する形で自己紹介を行うことに対し

て、嫌悪感を覚えている KUPI 学生も中にはいた。C

さんは前には出ずに項目の中で話したくないこと

は避けながら、スタッフと一緒に発表を行った。ま

た、I 君は自分のワークシートを誰にも見られたく

ないと言い、自身のワークシートを誰にも見に来ら

れることがないようにカバンで隠した。その後質問

を受け付けないという約束を先生と行ったうえで

メンターとともにゆっくりと発表した。 

自己紹介の際には、興味のあることについて発表

者に質問をすることもできたのだが、そこでも前回



25 

と同様E君が質問ではなく発表者の自己紹介に関連したE君自身の考えを共有することに対して、

I 君は少しいら立ちを感じていた。13 日、20 日を経て G 君と E 君で授業振り返り後、メンターと

スタッフを交えた話し合いを行い、G 君は E 君に「質問をする時間にあまり自身の話をしないで

もらえると嬉しい。質問をたくさんする分にはすごく良いことだと思う」と伝えた。それに対し

て E 君は最初「それを改善するのは無理だと思う」と言っていたがその後「努力はしてみる」と

述べた。27 日の 2 回目の授業時 E君は、スタッフと一緒に考えた「僕は〇〇だけど、あなたはど

うですか？」というような形で質問をすることに心がけながら授業を受けていたようだった。 

<メンター学生のふりかえり＞ 

 振り返りなどではあまり自分以外の KUPI 学生の意見や考えに対して興味・関心がないようにふ

るまう KUPI 学生が少なくないように感じていたが、今回自己紹介を行うにあたって比較的他の人

の話に興味をもって聞くことができていたようだった。その理由として考えられるのは、質問が

できる環境であったこと、発表者が人前に立って発表していたこと、授業内であったこと、一般

学生が物珍しかったこと等さまざまであり確定させることはできないが、質問もよく出ていたよ

うに感じた。 

自己紹介では、①人前に出る、②自分のことを開示する、③注目されるなど KUPI 学生にとって

様々な壁があるように感じた。C さんは人前に出て注目をされたくない、またワークシートに親

しくない人には開示できないような彼女にとって赤裸々なことを書いていたために避けた項目も

あったように見受けられた。実際その後メンターやスタッフにはそういった項目も含め見せてく

れた。C さんに対して I 君は、あまり人にも注目されたくないとは感じているもののそれ以上に

自分の好きなことは人に伝えたいという意思が強いというように感じた。メンターとともに最初

は自己紹介に躊躇していたものの、いざ話すことが決定すると「書いてあることは全部話す！」

と好きな曲をひたすらに教えてくれた。こうしたように、同じことを嫌だと主張していても、そ

の理由は様々でありその感情に対してのアプローチもまた異なることが分かった。本人にとって

の良いアプローチを行うためには、彼らとの対話を繰り替えし、理解を深めることが重要である。 

 またG君とE君の対話のようにKUPI学生同士の深い人間関係を構築するためのやり取りが行わ

れていることが印象的であった。G 君と E 君は昨年度から継続して KUPI に参加している KUPI 生

である。昨年度は比較的自身の内部のことに対しての課題を多く持っていたように考えていたが、

今年度は特に G 君が他の KUPI 学生との関係性に関する課題を持つようになっていった。ここで

KUPI に継続して参加することで見られる新たな KUPI 学生の課題や成長、また KUPI に継続して参

加する意義について実感することができた。しかし一方で、深い人間関係についての課題につい

て、メンターがサポートすることの難しさも実感した。障害の有無にかかわらず、人間関係に関

する疑問や課題を解決することは個人の考えに依存するところもありかなり難しい。今回の G 君

と E 君のやり取りにおいても両方の考えのどちらを比較しても正しくないと言えず、どういった

ところでサポートしていけばよいのかについて考えることが多かった。 
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11 月 10 日：相互に質疑応答 

 

〈テーマ〉：お互いのことを知ろう 

〈概要〉：KUPI 学生と一般学生が混合したグループに分かれお互いに質問を行った。 

そこから発展する話で大いに盛り上がった。質問内容は大学に関すること趣味の世界な

ど様々。 

<進行> 

 事前に一般学生と KUPI 学生でグループに分かれてお互いに聞きたいことを共有した。その後、

それぞれ KUPI 学生 2 名一般学生 2 名メンター1 名程度のグループに分かれ、40 分程度お互いのこ

とを理解するため質問をかわした。ここで一般学生から KUPI 学生に対する質問は興味・関心から

なる質問のほかに、次回の一般学生は次回の授業で行う交流プログラムのヒントを得るための質

問も行っていた。ここでは答えたくないことは答えなくてよいということを伝え、自身が開示す

ることができると考えた質問以外には答えなくてよいとした。以下には 1 つのグループで交わさ

れた質問を掲載する。 

KUPI 学生から一般学生への質問の一部 

・好きなテーマパーク 

・好きなスマホゲーム 

・好きな曲 

一般学生から KUPI 学生への質問の一部 

・なぜ KUPI に参加することを決めたのか 

・KUPI でしたいと考えていることは何か 

・KUPI での生活や、そのほかについて何か困っていることはあるか 

<KUPI 学生の反応＞ 

 これまで同じ授業を受けてきたものの時間をかけて対話をする機会はなかったため、ほとんど

の KUPI 学生が一般学生との対話を楽しく感じていたように思う。前回の自己紹介の際には人前で

発表することに緊張していた C さんや I 君も 6 人程度の人数であれば自身を開示することは可能

であるようで、メンターや一般学生からの促しに答え自身の興味・関心のある質問をする様子も

見られた。しかし一方で F さんは大学の専門的な授業を期待していたようでこの授業の目的が何

かあまりわからないといった様子であったのも確かである。 

＜メンター学生の振り返り> 

 KUPI 学生から一般学生へ行われる質問で多くみられたものが、質問者である KUPI 学生の興味・

関心に関連した質問である。メンターとの交流の中でもよく KUPI 学生は自身の好きなものについ

て頻繁に話してくれるが、それが改めて現れた授業であったように感じる。昨年度の KUPI 学生に

比べて今年度の KUPI 学生はその傾向がさらに強かったように感じる。つまり逆に言えば、KUPI

学生の一部は自身の興味・関心に当たらないものや分野に関しては、一切話に入ってこなかった

り質問に答えなかったりすることもあるということである。こうした KUPI 学生の興味の強さ、こ

だわりの強さはその年度の参加者に依存する一方で、どのように KUPI のカリキュラムを考えるう

えで KUPI 学生の満足度に関わってくるというように 1 年を通して感じた。 
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11 月 17 日：一般学生による交流プログラム 

 

〈テーマ〉：お互いのことを知ろう 

〈概要〉：音楽室で実施。好きな曲に分かれて好きな楽器を選び、グループで演奏練習をする。最

後に発表を行う。 

<進行> 

一般学生が考えた 1 時間半の交流プログラムを行う。まずは KUPI 学生に Foorin のパプリカ、あ

いみょんのマリーゴールド、ゆずの栄光の架橋の 3 曲から好きな曲を選んでもらう。これはそれ

ぞれの KUPI 学生の好みに合わせることで、彼らの参加意欲を高めようと考えたためである。また

それぞれの曲のサビの一部分を楽譜にしたものと歌詞カードを配布。その後神戸大学にある様々

な楽器の中から好きな楽器を各々選んでもらいそれを用いて楽譜を見ながら演奏する。楽譜の音

符が読めない KUPI 学生も多くいるため、本人なりのリズムをとってもらうことで、合奏に参加し

ていることの意義を感じてもらうようにした。KUP 学生だけでは人数不足だったため一般学生や

メンターも各グループに参加し、メロディやリズムを担当した。40 分程度練習を行った後、最後

には各グループによる演奏発表を行った。 

<KUPI 学生の反応＞ 

 KUPI 学生の大半は、名前も知らないようなマイナーな楽器までもがそろっているのを見てすご

く楽しんで演奏を行っていたように思う。楽器の音が苦手で、また学生の頃に音楽の授業に対し

てあまり良い印象がないという F さんも、自由度の高い KUPI

の授業ならではのプログラムであったためポジティブな印象

を持っていた。仕事の疲れからか普段は授業の中で疲労の顔

を見せることのある B くんも本時では多くの楽器の中から自

分の気に入った楽器を見つけ演奏を楽しんでいた。また気に

入った楽器の名前が分からなかったため、授業終了後自身で

調べるなど新たな自己学習意欲を感じさせる姿もあった。 

<メンター学生の振り返り> 

 音楽を扱う授業は水曜日にも多くあるが、それ以上により自由度の高いプログラムとなったこ

とが結果的に KUPI 生に幅広く受け入れられたのだと考える。KUPI 学生の中には以前よりピアノ

やマリンバなど演奏することができると言っていた学生もいるが、そのほかにもピアノを弾くこ

とのできる KUPI 学生がいるなどメンターとしても新たな一面を見ることができた。 

しかし、15 回という制限ある授業回数の中で、この一般学生による交流プログラムが計画し実

践するのみになってしまっていることも事実であると考えている。F さんは交流プログラムに対

して参加することに楽しさは感じてくれていたものの、一方で F さんが KUPI の魅力と考えていた

大学講義の持つ専門性を一般学生交流プログラムから見出すことはできなかったと言っている。

こうしたプログラムが新たな学びにつながっていくことは事実ではあるが、そのためには実践を

行うにもではなくその後の評価・再検討の時間があればさらに KUPI 学生と一般学生にとって新た

な学びを得る機会になったのではないかと考える。 
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11 月 24 日 ：交流プログラムの説明、 

ピープルファーストとは 

 

〈テーマ〉交流準備 

〈概 要〉津田先生から説明を聞いた後、KUPI 学生と一

般学生がペアになってカーライルについて興

味のあることを調べた。 

〈進 行〉 

オンラインで交流を行う「ピープルファースト」という団体、「ピープルファースト」が活動して

いる「カーライル市」について津田先生から簡単な説明を受けた後、KUPI 学生とメンター学生、

一般学生でペアを組み、それぞれのペアでインターネットを利用して調べた。授業終了後、KUPI

学生は自分が調べたことについて発表し、他の KUPI 学生と共有した。 

〈KUPI 学生の反応〉 

 YouTube などのオンラインツールを利用してカーライル市の様子を掴んでいた。電車などの乗

り物に興味がある KUPI 学生は、蒸気機関車やディーゼル特急、バスなどの映像を楽しんでいた。 

 カーライル市の食事や歴史など、幅広く調べている KUPI 学生もいた。動画だけでなくサイトの

情報を自分なりにまとめている KUPI 学生もいた。スペインが好きな I くんは、スペイン艦隊とイ

ギリス艦隊との戦いについて調べていた。 

 主に KUPI 学生の調べたいことに沿ってメンター学生や一般学生がパソコンの操作を行ってい

たが、E くんや F さんなどパソコンの操作に慣れている KUPI 学生は自分でパソコンを操作し、調

べていた。 

 話を弾ませながらスムーズに調べていくペアがいる一方で、検索するワードが思い浮かばない

KUPI 学生から言葉を引き出そうと話を振る一般学生の姿も見られた。 

 津田先生の説明を聞いているときはカーライルという場所に対してピンときていない様子の

KUPI 学生が多かったが、インターネットの動画や画像などを見ることで具体的なイメージを抱く

ことが出来ていた。振り返りシートにも、街並みやバスのかたちなど、自分が調べたことを書い

ている KUPI 学生が多く、カーライル市という場所の印象を抱いてもらうことには成功したといえ

ると思う。 

〈メンター学生のふりかえり〉 

自分自身も G くんとペアを組み、作業をしていたため、各 KUPI 学生が具体的にどのような作業

をしていたかをあまり把握できなかったが、KUPI 学生の振り返りシートを見る限り、ペアの学生

と充実した調査を行っていたようであった。教室を二つ使い、ペアを半分ずつ分けたため、いく

つもの話し声でしんどくなるような KUPI 学生はいなかった。カーライルについて調べるためとは

いえインターネットを利用することが出来るため、楽しそうにしている KUPI 学生の姿が多かった。 

 カーライル市については動画や画像などの情報を通して具体的なイメージを掴めていた様子だ

ったが、ピープルファーストという団体についてはあまり印象に残っていない様子だった。ピー

プルファーストとの交流に向けた準備であることをもう少し意識してもらうべきだったとも思う。 
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12 月 1 日 ：交流の練習、通訳との交流 

 

〈テーマ〉交流準備 

〈概 要〉自己紹介文を作成（一般学生さんのサポート

あり）。初めて WEB 交流を行った。 

〈進 行〉 

ピープルファーストのメンバーにどのような方がいる

のかを津田先生が紹介してくださった。その後メンター学生、一般学生と KUPI 学生がペアを組み、

ピープルファーストとの交流に向けた画用紙一枚分の「自己紹介シート」を作成した。この日に、

翌週からの本番に向けてピープルファーストのメンバーと初めてオンラインで交流を行った。GSP

のプログラムによって、ピープルファーストとの交流の間通訳をしてくださる学生ともこの日初

めて顔合わせし、お互いに簡単な自己紹介を行った。 

〈KUPI 学生の反応〉 

 画用紙一枚分のシートに、自由に自分のことを書くという作業は少し難しかったようで、何を

書いたらいいかをペアの学生に尋ねる KUPI 学生の姿が見られた。どういった内容を書くかペアと

相談しながら自己紹介シートの作業を進めていた。津田先生がどういったことをかけばいいかの

例を挙げてからはイメージがつかめたようでスムーズに書き進めていく KUPI 学生の姿が見られ

た。 

H さんは、名前や自分の特技である手話について箇条書きで書

いていた。一方で、D くんはあいさつ文と自分の名前の横に生き

物の絵を書いていたり、I くんは画用紙一枚にスペインの国旗を

大きく書いていたりと、それぞれの個性が活かされた自己紹介

シートが完成されていた。 

 初めて通訳の方々と顔合わせした場面ではそれぞれ自己紹介

を行ったが、スムーズに挨拶できた KUPI 学生となかなか難しい

KUPI 学生がいた。 

〈メンター学生のふりかえり〉 

 自由になんでも書いていいというと、逆にどう手をつけたらよいか分からないという KUPI 学生

がいたが、津田先生がたとえとしてイメージを共有してからはスムーズに作業できるようになっ

ていてよかった。H さんは自己紹介シートに書く言葉が英語でなくていいのか確認していたし（通

訳の方が英語で表現してくれると説明した）、G くんと E くんは英語で自己紹介シートを完成させ

ていたため、この時点では大分ピープルファーストという団体と交流するということに意識が向

いていたと思われる。 

 絵や国旗などの自分が好きなものなど、自分のことを知ってもらうために紙という媒体にアウ

トプットするということは、自己表現の学習の一つの形だったと思う。独自のスペース利用方法

を見出している KUPI 学生も多く、それぞれの個性が活かされた自己紹介シートとなった。 

 

 

 



30 

12 月 8 日：Carlisle People First 交流(自己紹介) 

 

〈テーマ〉：Carlisle People First 交流① 

〈概要〉：お互いの団体の紹介を中心に交流した 

〈進行〉 

カーライルピープルファーストとの交流がある日

(12 月 8 日、12 月 15 日、1 月 12 日、1 月 19 日)は 5

限目の時間帯に KUPI 学生と一般学生が一緒に学習、

その後の時間帯(18:30～20：00)にオンライン交流を

行った。交流の際は KUPI 学生を一般学生 2 名とメン

ター学生がサポートするという形をとった。 

5 限目 

①交流内容確認 

 全 4 回の交流予定やピープルファーストの質問の内容を全体で確認した。 

②質問の答えを考える 

 KUPI 学生と一般学生・メンター学生のペアになり、事前にピープルファーストの人からもらっ

ていた質問一覧をもとにその答えを考えた。 

 

オンライン交流 

オンライン交流には神戸大学国際人間科学部のプログラムの一環として 4 人の通訳学生が参加

した。日本側は KUPI 学生用ＰＣ1 台、津田先生用ＰＣ1 台、隣の部屋に通訳用ＰＣ2 台という形

態で行った。発言する KUPI 学生はＰＣの前にきて話し、隣に一般学生・メンター学生がサポート

で入った。ピープルファーストの人々は自宅で参加する人とピープルファースト施設に集まって

参加する人がいた。zoom の画面は教室の前のスクリーンに映し KUPI 学生全員が見られるように

した。 

①お互いの団体紹介 

 日本側は津田先生が KUPI の紹介をし、KUPI 学生も 1 人ずつ自分の名前を伝えた。イギリス側

からはカーライルピープルファーストの紹介がされた。KUPI 学生は事前にいただいた日本語が

書かれた資料を見ながら話を聞いていたが、話は英語で展開されるのであまり分かっていない

様子だった。 

②質問に答える 

 5 限目に一般学生・メンター学生と考えた質問一覧の中から、KUPI 学生が答えたいと思ったも

のを答えた。 

〈KUPI 学生の反応〉 

交流を行っている間はふりかえりシートの記入を行っていなかったため、メンター学生からみた

様子を進行及びメンター学生のふりかえりに含めて書くこととする。 
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〈メンター学生のふりかえり〉 

初回ということもあり私自身もオンライン交流の進め方に戸惑ってしまった。KUPI学生には「こ

れは何の時間？」と聞いてくる子や途中で部屋を出て行ってしまう子もいたので、話している子

以外に交流の進行を伝えたり関心を持ってもらったりすることは今後の課題であると思った。特

に普段の授業より時間が長いのでしんどくなってしまっている感じがして、仕方ないもののどう

にかしなければいけないと感じた。また、機器がハウリングを起こしてしまい音の苦手な子にし

んどい思いをさせてしまったので、機器の配置の仕方も考えないといけないと思った。 

 

12 月 15 日：Carlisle People First 交流(自己紹介、クリスマスの話題) 

 

〈テーマ〉：Carlisle People First 交流② 

〈概要〉：KUPI 学生の自己紹介を中心にクリスマスの話題や趣味の話で交流した。 

〈進行〉 

5 限目 

①先週のふりかえり 

津田先生が前に立って話す講義形式で先週の交流のふりかえりと今週の交流内容(自己紹介、ク

リスマスをテーマにしたおしゃべり)の確認を行った。 

②自己紹介の準備、質問を考える 

KUPI 学生と一般学生及びメンター学生混合の少人数グループに分かれた。グループ内ではそれ

ぞれの自己紹介の準備と自己紹介をしてくださるピープルファーストの方への質問を考えた。

また、この日はクリスマスをテーマにしたおしゃべりを予定していたため、その話題も一緒に

話し合った。自己紹介の準備やクリスマスの話題については話し合えたが、相手側への質問を

考えることはあまり行えなかった様子であった。 

 

オンライン交流 

 参加形態は前回と同じ。ただし、前回よりも KUPI 学生の

様子がピープルファーストの人々に見えるようにカメラと

ＰＣの配置を工夫した。 

①自己紹介 

KUPI 生が 1人ずつ順番に自己紹介を行った。KUPI 学生が話している間は、それぞれが以前に作

成した自己紹介の紙を zoom の画面上に表示した。1 人の自己紹介が終わるとピープルファース

トの人々がその人に対して質問を投げかける形で進行していった。Hさんは手話歌で童謡の「ふ

るさと」を披露した。 

②クリスマスをテーマにしたおしゃべり 

 日本とイギリスのクリスマスの食事や歌についての話で盛り上がった。クリスマスの歌の話題

の際は、KUPI 学生の A さん、B くん、I くんがスマートフォンで曲を調べ実際にピープルファ

ーストの人に聴いてもらっていた。「きよしこの夜」を流した時はカーライルの人々が口ずさん

でくださり楽しい雰囲気で終わることができた。 
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〈メンター学生のふりかえり〉 

先週の交流が終わった後に機器の配置の仕方を考え直したため、前回よりはスムーズに進める

ことができた。クリスマスソングの話題の際はこの曲を聴いてもらいたいと積極的に参加してく

れる子がいて少し興味を持ってもらえて良かった。思った以上に盛り上がったので、みんながあ

る程度のレベルは知っている話題の方が盛り上がるのではないかと感じた。みんなが見えるよう

にカメラを配置したもののカメラに映りたくない学生もおり、そこは考えないといけないポイン

トだったかもしれない。 

 

12 月 22 日 ：次回の交流に向けて準備 

 

〈テーマ〉交流中間まとめ 

〈概 要〉次回、どんな交流をするのかを出し合った（決定は津田先生） 

〈進 行〉 

 先週、先々週のピープルファーストとの交流を踏まえて、振り返りと一月の交流に向けた準備

を行った。 

具体的には、交流したピープルファーストのメンバーはどんな方がいたかについて振り返り、

イギリスという国の文化、歴史について津田先生が作成した資料を基に学んだ。 

 その後、次回のピープルファーストとの交流に向け、どんなことが聞きたいかや交流の際に気

を付けてほしいことなどをグループで考え、発表した。発表されたそれぞれの案については、津

田先生がまとめ、深められそうなものをピックアップした。 

〈KUPI 学生の反応〉 

 ペアではなく、グループでの話し合いだったため、話題が他にそれてしまうこともあったが、

一般学生やメンター学生が話を振ることで自分たちが興味のあることについてアイデアを多く出

せていた。「日本でつけられる名前には意味があるが、イギリスの名前には意味があるのか、どう

いう風につけられているのか」という G くんの質問のような、独自の着眼点に基づいた質問も挙

げられた。F さんは自分も深く関わっていることから障害者スポーツについての質問をしたがっ

ていたし、Iくんは自分が好きなフラメンコについて聞きたいという意見を挙げていた。 

 また、オンライン交流の際に気を付けてほしいことについては、スピーカーのハウリングなど

が苦痛だったことなどを踏まえて、「音に気を付けてほしい」「物を丁寧に扱ってほしい」という

意見が出ていた。 
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〈メンター学生のふりかえり〉 

 「自分が気になること」という問いについては、スムーズにたくさんの案が出たが、「どう進め

たらいいか」という問いは考えるのが難しかったようで、反応は薄かった。難しい話題に時間を

かけるよりはと思い、「自分が気になること」について話を深めたが、そのおかげで G くんの「名

前について」という質問が引き出せたので、個人的にはよかったかなと考えている。 

 先週、先々週のオンライン交流では、長時間に及ぶ授業であったためにしんどい思いをしてい

る KUPI 学生もいたが、質問を提案してもらうときには次回の交流に向けた前向きな発言も見られ

たのでよかった。 

 音に苦痛を覚える KUPI 学生の意見もあったため、スピーカーのハウリング等が起こらないよう

工夫していくことが必要だと感じた。 

 

1 月 12 日：Carlisle People First 交流(相互に質疑応答) 

 

〈テーマ〉：Carlisle People First 交流③ 

〈概要〉：自分の「名前」について由来などを話した 

〈進行〉 

5 限目 

①講義 

津田先生が前に立って話す講義形式。前回出た交流テーマ案を踏まえてピープルファーストの

人々と話し合った結果、今週のテーマが「名前」に決定した。そこで、津田先生が名前につい

てのミニ講義を行ってくださった。国や文化によって名前が違うこと、名前に流行りがあるこ

と、いろんなニックネームの付け方があることを学んだ。 

②自分の名前について話し合う 

KUPI 学生と一般学生及びメンター学生混合の少人数グループに分かれた。グループ内ではお互

いの名前の由来やあだ名などを話し合った。 

 

オンライン交流 

 教室の中心に置いた KUPI 学生用ＰＣ1 台を中心に半円に並んで KUPI 学生が座った。発言する

人は中心のＰＣの前にきて話した。zoom の画面を移すスクリーンとは別にスクリーンを用意し、

そこに交流の会話の流れを津田先生が随時まとめてくださった。通訳の学生は KUPI 学生の隣に口

頭通訳を担当する方が待機することになった。またこの日は公開授業であったため、KUPI 学生の

後ろで保護者の方が授業の様子を見ていた。 

①名前について 

 KUPI 学生とピープルファーストの人々が交互

に自分の名前について話した。KUPI 学生が自分

の名前の由来を話す場面や、日本で人気な名前

を聞かれてそれを答える場面があった。 
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〈メンター学生のふりかえり〉 

私たちも KUPI 学生もオンライン交流に慣れてきたことや教室の配置を変えたことで以前より

もスムーズに交流することが出来たように感じる。特に話している内容を文字でまとめてくださ

ったのは KUPI 学生に話の内容を伝えやすくて良かった。しかし「名前」についての講義をしたも

のの今日の話題が名前であることが KUPI 学生に上手く伝わっていなかったようで、そこにちゃん

と気づいてフォローすべきだったと反省した。今日は保護者参観ということで緊張している子が

多いように見受けられた。しかし、その緊張感のおかげで前 2 回よりも集中して聞いている KUPI

学生が多く、また保護者の方の後押しもあり授業に来ていた全員が発言することができた。最後

の方には「いつ終わるの」と聞かれたので、時間配分をどのようにするのかは今後も課題である

と思う。 

 

1 月 19 日：Carlisle People First 交流(最後にお礼を伝えよう) 

 

〈テーマ〉：Carlisle People First 交流④ 

〈概要〉：練習を入れると 5 回の交流を行った。日本語と英語でお礼を伝えた。 

〈進行〉 

5 限目 

①今週の内容確認・話し合い 

 津田先生が前に立って話す講義形式。今週の交流の内容(お互いに質問や発言、さよならをする)

を確認した後、ピープルファーストにどのような人がいたのかを振り返った。また、どのよう

にピープルファーストの人々とさよならをするのかを全体で話し合った。 

②質問を考える、スピーチ準備 

 話し合いの結果、E くんが日本語でスピーチ、H さんが英語で別れの挨拶をすることが決まった

ので、その 2 人は他の KUPI 学生や一般学生と共に話す内容を考えた。その他の KUPI 学生は残

りの一般学生やメンター学生と共にピープルファーストの人々に対してどのような質問をする

のか、どのような発言をしたいのかを考えた。 

 

オンライン交流 

 先週と同じ形態で行った。 

①お互いに質問や発言をする 

 KUPI 学生がピープルファーストの人々へ

質問や、自分の話したいことを話すなど

した。D くんと E くんは楽器を演奏してい

る動画を見てもらったり、B くんはものま

ねを披露する場面もあった。 

②さよならをする 

 E くんが日本語でスピーチを、H さんが英語で別れの挨拶をした。その後 zoom 上で集合写真撮

って終了となった。 
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〈メンター学生のふりかえり〉 

スピーチ文作成の際に、E くんが G くんを指名して一緒に作業していたのが印象的だった。H さ

んも一般学生に手伝ってもらいながら一生懸命練習していた。交流では、自分が話すときは楽し

そうにしていたが、他の人が話しているときは興味を持っていなかった学生が最後まで多かった。

特に趣味の話をしている学生が多かったので、自己紹介の授業の時などで聞いたことがある内容

であり、話している内容を伝えてみてもまたあの話かというような反応をしている学生もいた。

ピープルファースト側からどのような質問がとんでくるか分からず、KUPI 学生もその時の気分で

話したい・話したくないと言うので、最後までどのように KUPI 学生をサポートし進行していくの

か難しかった。 

 

1 月 26 日：ペアを組んでふりかえりをしよう 

 

〈テーマ〉：ふりかえり 

〈概要〉：KUPI 生と一般学生・メンター学生がペアになって振り返った。 

3 名の学生と話した。 

〈進行〉 

①これまでのふりかえり 

津田先生が前に立って話す講義形式。授業のまとめとして「この授業で学んだことは何ですか？」

というテーマで最終レポートを書くことになり、これまでの火曜日の授業で行ったことを振り

返った。 

②火曜日の体験を語る・聞く 

 KUPI 生と一般学生がペアになり、約 10 分間これまでの授業

で学んだことや楽しかったことを話した。ペアを変えながら

3 セット行った。火曜日の授業というよりは全体の授業を踏

まえた話をしている KUPI 学生が多く、また主に KUPI 学生が

話して一般学生が聞き手にまわっていた印象を受けた。 

〈KUPI 学生の反応〉振り返りシートより 

・一般学生さんとたくさん話ができてうれしかった。 

・仕事の話や特技の話もできて楽しかったし嬉しかった。 

・前の授業のことは覚えていない部分もあるのでもう少ししっかりと振り返りをした方がもっと

話が弾んだように思う。 

・今までの授業でがんばったことを話せた。 

・みんなと出会えてよかったと思った。学びが楽しい思い出になったのは嬉しい。 

・ノートのメモしながら話した 

〈メンター学生のふりかえり〉 

話をきいていると火曜日の授業についてはピープルファーストとの交流の印象が強くそれ以外

のことはあまり覚えていない学生が多いようだった。他の曜日の話をしたり雑談をしたりと「火

曜日の授業を振り返る」という目的が達成されているかは怪しいが、どのペアも話が盛り上がっ

ており KUPI 学生も楽しそうにしていたので、その点は良かったと思う。 
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2 月 2 日：レポート作成 

 

テーマ：授業全体のふりかえり 

概要：前回のふりかえりをもとに、レポート作成を一般学生に手伝ってもらう。 

〈進行〉 

①レポート作成 

 全員の顔が見えるようロの字型に机を配置。前回の最

後に話していたペアで一緒にレポートを作成した。 

一般学生と共同のレポートを書いた KUPI 学生もいれ

ば自分ひとりでレポートを書いた KUPI 学生もいた。内

容は火曜日の授業というよりは他の授業の内容も含め

て書いていた KUPI 学生が多かった。 

〈KUPI 学生の反応〉最終レポートより抜粋 

・イギリスという遠くの国の人と本来なら話す機会がないだろうけど、zoom を使うことによって

話す機会があって良かった。でも、やりとりの時間が長くかかったり話すときは他の人の視線

を集めたりするので、カーライルとの交流はあまり好きな授業ではなかった。 

・イギリスとの交流で名前の由来を話したことやクリスマスの曲を教えたことが印象に残った。

自己紹介の時に将来の夢について話したことやお互いに質問をしたことも覚えている。 

・カーライルとの交流で参観日があって緊張した。英語で名前をしゃべれて良かったけど、しゃ

べれなかったときもあったので困った。イギリスとの交流でマリンバの動画を津田先生が画面

共有してくれた。 

・火曜日の授業は一般学生と KUPI 生の相違を利用し学び問う事が本来の目的であるが、教育や知

能、教育観の相違は一般学生と大差はなく個人的には終始一貫として不透明だと感じた。また、

抽象的な中に具体性が可視化される授業内容を議題にしてもよかったと思う。 

・KUPI 生と出会って、嫌なこともあったけど一緒に頑張ることができて良かった。みんなと一緒

に努力することで成長できたと感じる。KUPI を通して自分を支えてくれる人たちがたくさんい

ることを知り、今度は自分も人を支える側になりたいと思った。また、コミュニケーションの

取り方を沢山の人と関わっていく中で学ぶことができた。 

・イギリスの人との交流が印象深い。平日は仕事があるから眠たかった。メンター学生や一般学

生との交流がもてて楽しかった。 

・イギリスとの交流のときに、私は「ふるさと」を手話歌で、手話が出来ない人は声に出して歌

って楽しかった。一般学生が計画した授業では、マリンバを使ってパプリカを演奏した。最初

は難しい演奏でしたが、簡単な方法を教えてもらい、頑張って練習したら弾けた。みんなで演

奏して楽しかった。KUPI 生としてみんなと学ぶことが出来て楽しかった。 

・イギリスとオンラインで交流したことが印象に残った。 

・自己紹介をみんなの前でした。自己紹介カードを書くのは時間がかかった。音楽の回ではグラ

ナイトブロックでマリーゴールドを演奏して面白かった。イギリスとのオンライン交流では、

クリスマスの過ごし方について話した。 
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〈一般学生の感想〉最終レポートより抜粋 

・障害を持った人と一緒に共生することの難しさを感じた。それぞれの個性が最大限発揮できる

環境を生み出すことは簡単には実現しないと考えているが、それを実現できるように工夫を凝

らす時間は大変有意義で楽しかった。みんなで一つの音楽を奏でた経験が楽しかったと話して

いる学生が多く、共通の体験をすることに意義があったと実感した。 

・KUPI 学生は学びたいという姿勢がとても強く、大変なことも多かったけれど積極的に参加して

いたように感じた。この授業に参加する前は障がいを持つ人と関わることがなかったが、いろ

いろな人と関わってみて、障害を持つ人に対して無意識に抱いていた誤解がなくなって良かっ

た。 

・KUPI 学生には個人の考えを主張したい方が多く、それを尊重しつつ授業の達成目標の方向に話

を持っていくことが難しかった。一般学生との交流は楽しんでくれたようだが、授業が成功し

たかどうかは不透明だというのが率直な感想。授業で達成させたいことや設定意図などを丁寧

に説明した方が、KUPI 学生も取組みやすいのではないかと思う。 

・KUPI 学生はそれぞれ色々な特性を持っていて、得意なことや苦手なことがバラバラである体感

したことが学びであった。様々な人がいてコミュニケーションをとろうとするのが大変だった

ことも多いが、心が通じ合えた瞬間が必ずあったので嬉しかった。今後の自分の人生の中では

貴重な経験となったと思う。 

・KUPI 学生はみんな努力家で感動した。この授業の中で立場や個性の違う人たちと短くても深い

つながりを持ち、学ぶことが多くあった。インクルーシブ教育の重要さを身をもって経験でき

たことをありがたく思う。 

・カーライルとの交流の内容を KUPI 学生があまり覚えていないことを課題だと考えている。メン

ター学生、一般学生、通訳学生がそれぞれの立場でサポートしていた一方、お互いが話し合う

時間が少なく協力体制が不十分であったため、会話の中心にいなかった KUPI 学生は手持ち無沙

汰に感じていたのではないかと感じた。しかし、そのことに対してポジティブな印象を受けて

いた学生もおり、すべての物事を一貫して考えることは難しいのだと思った。 

・KUPI 学生同士に会話をしてもらおうとしてもなかなか難しいところがあり、そこが今回の授業

で私自身の課題として残った部分である。また、こだわりの強さが知識量や丁寧さなど良い面

に影響を与えている場面に多く出会ったが、その反面どのように対応すべきか戸惑う場面もあ

った。1 番強く感じたことは KUPI 学生が伝えたいけどうまく言葉にできないモヤモヤを持って

いるということで、双方向のコミュニケーションの難しさを改めて感じた。 

 

〈メンター学生のふりかえり〉 

1 対 1 での会話が話しやすいみたいで色々話しながら楽しく書いていたのが印象的だった。部

屋を移動したり途中気分が乗らなかったりした子もいたが、最終的には全員しっかりとレポート

を書いていてすごいなと思った。しかし、火曜日の授業についての印象は薄いようで、1 回 1 回

の授業の中で１つでも印象に残ることがあるようにもっと工夫してサポートできればよかったな

と感じた。 
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２）水曜日のプログラム「よりよく生きるための科学と文化」 

 

【水曜日プログラムの趣旨】 

 ・「よりよく生きるための科学と文化」を柱に、今期も人間と生活、社会、自然、文化と 

いった視点で構成した。 

・神戸大学の教育学、哲学、音楽学、自然科学、心理学などを専門にする教員による特 

別授業として実施する。（協力いただく教員とその授業内容については別紙） 

 

＜プログラムに取り組む基本スタンス＞ 

・ＫＵＰＩでの学びは、「神戸大学・学ぶ楽しみ発見プログラム」と名付けているように、学生

が楽しく学べることを大切にする。 

・神戸大学の教員の協力を得て、大学での学びにふさわしく質的にレベルを落とすことなく学

べるように工夫する。つまり、むずかしいことを障害のある学生にもわかりやすく教えても

らうこと。 

 

＜授業する上でのお願いした留意事項＞ 

 ①一人 2回連続の授業を基本とする。 

 ②対象の学生が知的障害青年ということを配慮して、また昨年度の反省をふまえて、量的に減

らして、ゆっくりとしたテンポでの授業を心がけること。 

 ③授業するにあたってはシラバスを作成すること。 

  シラバスは、メンターなど関係者の共通理解のツールでもあるが、この事業の資料としても

活用する。 

④学生にわかりやすくするために、パワーポイントを使用するなど、視覚的にわかりやすくす

る。（ただし、文字にルビを打つことは基本的には必要ない。） 

あわせて、授業の資料をレジュメにして配布すること。（簡単なもので、メンターにも 

進行がわかるものを） 

⑤専門用語を使用する場合などは、できるだけわかりやすく解説するなど、工夫するこ 

と。 

⑥授業には基本、学生二人に一人程度メンターがつく。メンターは授業が理解しやすいように

丁寧に支援するので、安心して協力を要請してほしい。 

 ⑦「新型コロナウイルス感染拡大防止のための神戸大学の活動制限指針」の指示に従って、オ

ンラインでの授業をする場合がある。その際には、ご協力をお願いする。 
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【水曜日プログラムの授業計画】 

（１）「人間と発達」 赤木 和重 准教授 

① 10 月 7 日  お互いのことを知ろう 

② 10 月 14 日 当事者研究１ 自分の悩みを研究する（その１） 

③ 10 月 21 日 当事者研究２ 自分の悩みを研究する（その２） 

（２）「よりよく生きるためのてつがく」 稲原 美苗 准教授 

① 10 月 28 日 自分とは何か  

② 11 月 4 日  人間の多様性とは 

（３）「音楽と人とのかかわりの歴史」 大田 美佐子 准教授 

① 11 月 11 日 耳を開いて世界とつながる 

② 11 月 18 日 音を通して世界とつながる 

（４）「音楽する人間」 岡崎 香奈 准教授 

① 11 月 25 日 音楽の作用について －音楽療法の観点から－ 

② 12 月 2 日  楽器/身体を使った音楽表現  

③ 12 月 16 日 コミュニケーション媒体としての音楽 

（５）「自然と共に生きる人間」 清野 未恵子 准教授 

① 12 月 9 日  生き物たちが地球に住んでいることの意味 

② 12 月 23 日  人間と自然のかかわり 

（６）「人間生活と言語表現」 川地 亜弥子 准教授 

① 1 月 6 日  人はなぜ書くのか １ 

② 1 月 13 日  人はなぜ書くのか ２ 

（７）「宇宙の科学」 伊藤 真之 教授 

① 1 月 27 日  膨張する宇宙、地球のような星 

 

 

①人間と発達 「自分のことを話し合おう！」 

＜テーマ＞自分のことを話し合おう！ 当事者研究のススメ 

＜講 師＞赤木 和重 准教授 

＜概 要＞自分で困っていることや悩んでいることを、みんなで考えるという「当事者研 

究」をします。みんなでアイデアを出しあいながら、悩みを解決したり、その悩みは

どこからやってくるのかについて考えましょう。自分の相手のことをよく知るきっか

けになればと思います。 

＜計 画＞ 

１．お互いのことを知ろう 

２．自分の悩みを研究する（その１） 

３．自分の悩みを研究する（その２） 

＜授業の進行＞ 

１．お互いのことを知ろう 

絵本「あつかったらぬげばいい」（よしたけ しんすけ）を読む 
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赤木：絵本の感想をお願いします。 

学生：赤木先生がおもしろかった。 

   「何も進められなかったら、人にまかせたらいい」というのはいいアイデアだと思 

った。 

赤木：べつの考えもあるのだ！ 

   たとえば、ふとったら・・「やせないといけない」と思ってしまう。でも、そればっ 

かりだったら疲れてしまう。そうだ！「なかまをみつければいい」というように。 

みんなで「別の考え」を出してみよう！ 

「寝れない・・」というイメージをして別の考えは？ 

学生：目をつぶる。 自分の好きなことをする。 おなかがいっぱいになった気分になる。 

   本を読む。 外を歩いてみる。 家の中をうろうろする。 

赤木：みんなで「べつの考え」を出してみよう！ 

   お題は「しごとがしんどい」⇒「がんばらなければ・・」 べつの考えは？ 

   グループで話し合って考えてみよう！ 

学生：リフレッシュする。 社会人なら「しゃーない」と思う。 お客さんのためにがん 

ばる。 

赤木：今日の話のまとめは、 

・こたえは１つとはかぎらない 

   ・しんどくなったら、べつの答えを考えてみよう！ 

   これからの大学での学びは「こたえは１つではない」と考えることです。 

 

２．自分の悩みを自分たちで研究する（その１） 

赤木：今日の絵本「ねぐせのしくみ」を読みます。 

赤木：コミュニケーションが「じょうず」な人って、どんな人？ 

学生：・ほめ上手な人 ・論理的に話せる人 

赤木：たしかに話があちこち行くとわかりづらいね。 

・話がおもしろい！うまくしゃべれる！ 

   ・たしかに・・。でもそれだけじゃない。 

   ・「聞き上手」な人！ 

   ・もちろん、「聞く」にもいろいろある。 

   ・その「聞く」方法の 1 つが、「Ｙes and」 

赤木：Yes and は、相手の話に「Yes（いいね）」して、「つけくわえる（and）」というコミ 

ュニケーションです。 

   では、テーマ「夜ごはんをさそう」設定で、グループでやってみましょう。 

   ルールは、・「いいね」「そうだね」からはじめる ・ダメと言わない  

・ぱっと思いついたことなんでもＯＫ です。 

学生：各グループでやってみる。 

   （「いいね」というのは意外とむずかしいね」などの感想が出された。） 

赤木：話は変わりますが、みなさん、悩んでいることや困っていることはありますか？ 
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   先生や親に悩みを相談して、答えを教えてもらう。それは大事。でも、いつの間に 

か、自分の悩みを自分で考えていないような・・感じになりませんか？ 

自分の悩みを自分で考えてみよう！でも一人では難しい。 

そうだ！自分たちで、悩みを考えよう！それが『当事者研究』です。 

赤木：ここで、関係ないけど、赤木先生の息子のビデオを見てください。 

   （ビデオを見る）(笑) 

赤木：今日やることは、①自分の「なやみ・こまったこと」を考える ②「なやみ・こま 

ったことのエピソード」をだしあう この２つです。グループでやってみましょう！ 

学生：（グループで、話し合い） 

   （あるグループで出た意見） 

   Ｆさん－普段は気楽にしゃべれるのに、相談場面などではいざ面と向かうとなかな 

か自分のことが言えない。言葉で伝えることがむずかしい。 

   Ｈさん－家にいると親から「あれしろ！これしろ！」と一方的に言われるのが悩み 

イラっとする。うっとうしい！ 

   （それぞれのエピソードを出し合う。） 

   Ｆさん－計画相談のモニタリングや会社の支援員さんと話をするときに、なかなか言葉が

出てこない。 

   Ｈさん－お金をもらう時はいいけど、母親と面と向かうとけんかになる。 

  （各グループで出し合った悩みやエピソードをメモして残しておく） 

 

３．自分の悩みを自分たちで研究する（その２） 

赤木：前回やったことは、悩みを出し合いました。どんな悩みでしたか？前回のプリント 

を返しますので、確認してください。 

今日はその悩みを「研究」しましょう！ 

「悩み」の例をあげて研究の紹介をします。次にグループに分れて、それぞれの悩 

みを「研究」しましょう。最後に全体であつまって「研究」してみてどうだったか 

を報告しましょう。ルールとしては、言いたいことを自由に言う。Yes and の気持 

ちで進める。 

赤木：当事者研究の進め方（手順）は 

（１）その人の悩みの確認と共有 

（２）その人の悩みに「名前」をつけよう！ 

  ・「正しい名前」でなくてよい。「おもしろい名前」でＯＫ。とはいえ、傷つく 

名前はやめる。 

     ・みんなでいろいろ「名前」を出す。そして、できったところで、本人が気に 

いった「名前」にする。ホワイトボードに書く。 

   （３）研究テーマを設定する 

     ・研究テーマを設定する意味＝「研究的話し合い（ゼミ）」の土台をつくるため 

     ・「どうしたら」系のテーマがやりやすい。 

      （例：どうしたら人から頼みを断れないのか） 
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     ・「なぜ」系のテーマは、難度が高いが、はまると深まる 

      （例：なぜ人からの頼みを断れないのか） 

    このような手順でやってみましょう。グループ単位で始めてください。 

学生：（３グループに分れて話し合いをする） 

   （ある学生の例） 

   ・悩みは、「時間を見ても遅れる」こと。なぜかというと、寝坊するから。夜遅くま 

で起きてテレビを観てしまうから。 

   ・名前は、「テレビは夜 10 時まで」 

   ・解決するには、 

・アラームをつける（スマホで） ・テレビは録画しておいて早く寝る。  

・とりあえず起きて、乗り物で寝たらいい などが出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業をふりかえって＞ 

 昨年に引き続き水曜日プログラムのトップバッターとして授業していただいた。赤木先生の親

しみやすい雰囲気と絵本やビデオを交えた学生を引き付ける授業展開はさすがで、学生には楽し

い授業になった。「当事者研究」自分の悩みを自分たちで研究するというねらいは、今年度の学生

の個性やコミュニケーション力のちがいもあり、まだプログラムのスタート時期ということあっ

てかなり難しい面も感じた。さらに、10 月はメンター学生が入れない期間だったこともあり、話

し合いなどが困難で、正直自分の悩みを出して理解してもらうところでとどまり深めきれなかっ

た。 

ＫＵＰＩ生の感想では、「絵本を読んでもらい楽しかった。」「説明がわかりやすくて楽しかった。」

ビデオを見たこともあって「赤木先生の家に行ってみたい。」という感想もあった。 

また、「別の考え、思考の転換、発想の転換、逆から思考するのも大事だと思った。」という意見

もあった。この授業の中でも、友だちの関係での悩みが出されるなど、人間関係の様子見の状態

がみられた。その中で「これから楽しい空間をつくりたい」と表現するＫＵＰＩ生もいて、これ

からの仲間づくりに期待がもてた。 
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②よりよく生きるための「てつがく」 

＜テーマ＞自己（自分）と他者（他人）、いろいろな差異（違い）や関係性（他人とのつながり）

について考えよう。 

＜講 師＞稲原 美苗 准教授 

＜概 要＞・ほんの少しだけ自分の周囲のことに目を向けてみませんか。 

・自己と他者、こころとからだの関係について考えていきます。みんなでゆっくり対

話しながら、「みんなが異なっていても良い」共生社会について考えましょう。その

後、多様性について深堀りしていきます。 

＜計 画＞ 

１．自分とは何か 

２．人間の多様性 

＜授業の進行＞ 

１．自分とは何か 

稲原：私の自己紹介 ニックネーム「ペンギン」と呼んでください。 

稲原：「自分とは何か」を考える前にてつがく（哲学）って何？を考えます。 

   「哲学はむずかしい」と多くの人が思っている。 

   古代ギリシャ以来、２千数百年も生き残り、使われているのは、「役に立つから！」 

です。 

   何の役にも立たないものが、時空を超えてこんなに長く学ばれるはずがありません。 

   哲学は、物事の本当の意味を知ることができ、考え抜かれた知は、私たちがよりよ 

く生きるうえでのヒントを与えてくれるのです。 

稲原：哲学とは、古代ギリシャの哲学者ソクラテスの「無知の知（むちのち）」の中で、「よ 

りよく生きていくために重要なことについて、私たちはほとんど何も知らない」と 

強調し、「知を愛し、知を求めよう」と、人々に語り掛けた。これが哲学の始まりで 

す。よりよく生きるために重要なことは、例えば「幸福とは何か」を問うなど、知 

っているようで、実はよく知らないことに気付くこと。あるいは、愛、友情、自由、 

平和などの言葉の定義（意味）を聞かれると、誰もすぐに答えられない。これらの 

ことを皆で一緒に考えてみよう、というのが哲学です。 

哲学とは価値のあるものの探求なので、終わりがありません。分野・領域を超えた 

全体のことであり、一つの正解はありません。 

稲原：それでは、「自分」とは何か？「私」とは誰か？を考えてみましょう。 

自分とは「身体」でも「脳」でも「心」でもない。例えば、自分が「脳」だとしたら、「〇

〇さんは誰？」と聞かれて、「〇〇は私です」と答えるように、「自分とは脳である」とは

答えられない。自分とは、いったい何なのか？ 

稲原：自分の関係性を図に表してください。例えば、稲原の場合｛私｝は、次のような図 

に表せます。（別掲の図） 

このように考えて図にしてください。みなさんそれぞれに違うものです。 

学生：（白い画用紙に自分図を描き、色を塗る） 
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稲原の場合「私」 

 

稲原：描いた自分図を紹介しましょう。（自分図を示し、それぞれに説明をする） 

学生：それぞれに「自分図」を前に出て紹介する。 

 

ＫＵＰＩ生の「自分図」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲原：それぞれの「自分図」の説明がよかったですね。自分なりの関係図が表現できまし 

た。自分の中に「複数の自分」があることはみんなに共通でしたね。 

   私の図の中に、・・いろいろな「私」がありますね。それぞれの「私」は、それぞれ 

違う人たちに対する「私」です。 

「私」の中に・・私と他者の関係があります。もし、親とか弟、妹、先生、友達・・ 

こういう人たち（他者）がいなかったら、私は娘・息子ではなく、姉・兄ではなく、 

学生ではなく、友達でもありません。 

つまり、「他者」がいなければ、「私」もいません。 

 

２．人間の多様性とは 

稲原：ブレディみかこさんの本「ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー」を紹介 

します。この本、ぜひ読んでください。 

私

大学

教員
同僚

姉
伯母

女性

友達
妻

日本人

娘
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・多様性を学びたい、理解を深めたい人 

・イギリスの階級社会、人種問題、ＥＵ離脱などについて知りたい人 

・本当に良い本なので、皆さんにおすすめです。 

稲原：さて、この本の内容は 

   ・この本はイギリスで生活する著者のブレディみかこさんとその息子さん、その周 

りの人達との交流を通して多様性について考えるノンフィクションの本。 

   ・ブレディみかこさんは、アイルランド人の白人男性と結婚して、一人の息子さん 

とイギリスで暮らしている。 

   ・この本はその息子さんが「元底辺中学校」と呼ばれる中学校に入学するところか 

ら話が始まる。 

稲原：日常生活の中でブレディさん家族は様々な人々と出会う。 

   ・差別的なことを言う子、お金がなくて生活もままならない子、ラップで差別に立 

ち向かう子、LGBTQ の中でエクスチョニングの子など、様々な特性を持っている 

子ども。 

   ・また大人も、熱心なカトリック信者や様々な階級の人、差別的な発言をする日本 

人など。 

   ・これらの出会いを通してブレディさんが感じたことや、息子さんがブレディに投 

げかける様々な疑問から、実際に起きている多様性の問題点などが描かれている。 

稲原：多様性と言っても様々な種類があります。 

   ・人種（肌の色）、階級、住んでいる地区、LGBTQ,信仰などいろいろな多様性につい 

て書かれている 

   ・日本に住んでいると特に、肌の色による差別はなかなか感じることはないかもし 

れないが、人種問題はイギリス社会で現在も起きている深刻な問題。 

   ・息子さんもとても素敵。しっかり自分の考えをもって行動するところ、様々な問 

題にぶつかりながらも前に進むところに感心した。 

稲原：この本のメインテーマはエンパシー（EMPATHY） 

      ・エンパシーとは「共感」、「感情移入」、「自己移入」と訳される言葉。 

   ・息子さんの通う学校のシティズンショップ・エデュケーション（市民教育）の試 

験で「エンパシーとは何か？」という問題が出た。 

   ・息子さんは「自分で誰かの靴をはいてみること」と回答して丸をもらった。「自分 

で誰かの靴を履いてみること」というのは英語の定型表現だそうで、他人の立場 

に立ってみるという意味。似たような言葉でシンパシー（SYMPATHY）がある。 

稲原：シンパシーは「同情」。それに対してエンパシーは「他人のことを考える力」他人の 

感情や経験などを理解する能力をいいます。 

つまり、シンパシーの方は「感情や行為の理解」だが、エンパシーは「能力」なの 

である。まとめると、シンパシーは感情的状態。エンパシーは知的作業です。 

それでは、ワークとして、「男だから、女だからという経験を話し合いましょう。 

学生：・男は重いものを持つ。女は家事だと思う。これは当然だと思う。 

   ・生理学的には区別はあると思う。役割というのはある面で男女区別だと思う。 
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稲原：役割だと自分で選ぶことができるが、「障害者だから」というのは選ぶことができな 

い。「障害者だから」という経験などメンターさんも入って話し合ってみてください。 

（グループでの話し合い） 

学生：・相手から障害者と言われることもある。手帳を持つことがいやだ。 

   ・僕は障害者だ。嫌なことはない。気にしない。 

   ・知的障害だと言われる。でも一人一人が家事をしたり力仕事をしたりするのは当 

たり前だと思う。手帳持っているとか、生まれてからダウン症と言われることも 

ある。そのことで言われるのはいやだ。 

   ・知的障害というより、内部障害がある。外見で判断されることが多い。理解力は 

あるが、耳が遠い。幼児っぽい顔をしているとか、ひらがなばかりで書いてもらっても

訳わからん。「なんで」と聞かれても聞こえているけど無視している。 

（こういった意見が出された。） 

稲原：ワークをします。「あなたの好きなデザインＴシャツを描こう！」です。 

   （あらかじめ用意した画用紙の色を好きに選んで、Ｔシャツの型紙で型どりして、 

そのＴシャツ型の紙に自分でデザインを描く作業） 

学生：作業に集中する。 

 

（学生の描いたＴシャツデザインの作品から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲原：Ｔシャツデザインを描くこと、楽しめましたか。今日は一人一人のちがいを認め合 

うこと、「人間の多様性」について学びました。描いたＴシャツデザインのように一人一人

ちがうことに誇りを持ちましょう。性格や顔が違うように一人一人に違っていいと思いま

す。ありのままの自分を受け入れる力や、多様性を認め合う力について考え、学びました。 

 

＜授業をふりかえって＞ 

 稲原先生には、昨年に続き「てつがく」の授業を担当していただいた。昨年との大きな違いは、

授業の内容を大きくは「自分とは何か」と「人間の多様性」の２つにしぼっていただいたことだ。

また、授業展開に「自分図を描こう」と「オリジナルＴシャツデザインを描こう」というワーク

を取り入れていただいたことだ。そのことで、学生はずいぶんと学習内容に溶け込み参加ができ

た。たしかに「てつがく」は難しいという思いがあるが、どういう切り口で授業を展開するかで
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大きく変わることを実感した。メンター学生の感想にも「意欲的に取り組んでいた」「楽しみなが

ら取り組めるアクティビティだった」「難しいことを直感的に理解していける」といった好印象が

みられた。 

授業の展開の中で、「障害者だから」という経験を語り合う場面があったが、「同じように接して

ほしい」「偏見で決めつけた態度をとらないでほしい」といったＫＵＰＩ生からの声もグループ討

議で出ていたので、もう少し掘り下げると「人間の多様性」のテーマに迫ることができたのでは

という思いがある。 

 

 

③音楽文化史 

＜テーマ＞音楽と人との関わりの歴史 －音楽文化史について学ぶ－ 

＜講 師＞大田 美佐子 准教授 

＜概 要＞昔の音楽やいろいろな音楽を聴くことで、聴いたまま感じたことを出し合いな 

がら、世界とつながりましょう。音を通して歌詞を通して世界とつながりましょう。 

＜計 画＞ 

 １．耳を開いて世界とつながる 

 ２．音を通して世界とつながる 

＜授業の進行＞ 

１．耳を開いて世界とつながる 

大田：まず、今からかける二つの曲を聴いて、聴き比べてください。レジュメは配らずに 

感じたままに意見を聞かせてください。 

（二つの曲を聴く） 

学生：1 曲目は、「ゆっくりした感じ」「心が落ち着く感じ」「静かな感じ」 

   2 曲目は、「楽器がない」「原住民の語りのよう」 

大田：この曲から何を聴きとれましたか？ 何が見えましたか？ 

学生：・悲しみの歌 弦楽器が使われていた 男性のオペラだ 

   ・よかった。ベートベンの第 9 とつながる感じ 

大田：この曲は録音のない時代です。 

学生：・真ん中が迫力あった。声の力があった。 

   ・1 曲目は女性の声と三味線みたいな音だった。 

   ・2 曲目はオペラみたい。男性の声だった。 

   ・大嫌いです。他の曲が好き。 

   ・六甲おろしが好き。2 曲目はクイーンの曲みたいだった。 

大田：それでは歌詞を見ながら聴いてみましょう。 

   （再び、聴く） 

   いつの時代の曲でしょうか？ 

学生：・昭和時代？ 

大田：古い曲ですね。 

   楽譜を見てください。（スライドで石に刻んだ歌詞を紹介） 
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   歌詞に楽譜のようなものが入っています。音符はなしですが、音の高さだけ示して 

います。2000 年前の曲です。古代ギリシャの曲です。 

   すごく古い曲が聴けることは少ないです。「ギタラ」という楽器を使っていたのです。 

   それは、葡萄酒の横に描いた絵からわかります。 

 

大田：古代ギリシャで使用された楽器に「アウロス」という管楽器があります。 

   弦楽器はことばを話す理性の楽器と言われ、不管楽器はことばに無いものを表現す 

る情念の楽器と言われています。 

（2 曲目の曲を聴く） 

大田：どこで歌われた曲でしょう？ 神を賛美する曲です。 

学生：・教会です。 

   ・楽譜の譜線が足りない。４線しかない。 

大田：楽譜がなぜ必要になったのかですが、他の教会にも伝える手立てとして統一したか 

らです。教会は楽譜の発展につながったのです。この協会はノートルダム寺院です。 

   ギリシャはヨーロッパ人のあこがれの場所だったのですね。 

大田：同じ曲ですが、２つの曲を聴いてみてください。神への感謝の曲です。 

   （1 曲目を聴く） 

学生：・「アメイジング・グレイス」だ。奴隷の曲だ。 

大田：黒人が労働の後に歌っていた曲です。同じ曲を別の演奏で聴いてみましょう。 

   （２曲目を聴く） 

大田：アメリカの人種差別問題はずっと続きました。長い闘いで音楽は大きな役割を果た 

します。 

（ここで、資料を配布） 

大田：マリアン・アンダーソンという人は差別の時代に欧州でクラシックを学んだのです。 

   歌声を聴いてほしいと、第 2 次世界大戦後の 1953 年に日本に来ています。 

   日本で熱狂的に受け入れられました。皇后さまの前で歌ったのです。 

   この曲を聴いてください。 

   （マリアン・アンダーソンの「深い河」（霊歌）を聴く） 

大田：今日は４曲を聴いてきました。 

   耳で聴いてそのまま感じてほしいと、レジュメは後から配りました。 

   音楽を通して世界につながること、音楽を作った人の歴史的な背景を学んでもらい 

ました。 

 

２．音を通して世界とつながる 

大田：前回は聴き入るような音楽でしたが、今回は、身体が思わず動くような音楽を聴き 

ます。この違いは何かを考えましょう。 

   同じ曲ですが、13 世紀の音楽と 20 世紀の音楽とを聴いて聴き比べてください。 

   （2 曲を聴く） 

大田：1 曲目はどう感じましたか？ 
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学生：・重厚感がある。聴きなれない重たい感じ。 

   ・弦楽器が使われていた。 

   ・どこかで聴いたことがある。 

   ・男女の声がした。 

大田：これは、13 世紀の時代を想像して音楽をつけて復元したもの。 

   2 曲目は現在の作曲家の作ったもの、同じ曲です。比較してどっちが好きですか？ 

学生：・どっちも好き。 

   ・2 曲目は太鼓やシンバルが入って、スケールが大きく聞こえた。 

   ・楽しそう。おなかから音を出す感じがした。ダイナミックで、強弱があった。 

   ・戦いの音楽ぽい。 

   ・合唱は男の人の声がした。 

   ・なんもない。 

大田：この曲は酒場で飲むときの曲です。700 年以上前の曲です。自由に生きる中世の人 

たちの詩で、いろんな人が飲むのを想像して聴いてください。 

（もう一度聴く） 

学生：・なかなか面白い。いい曲に聞こえた。 

   ・中世ヨーロッパの感じがした。 

大田：この曲は 13 世紀に南ドイツのボイエルン地方の修道院で書かれた詩が 19 世紀に発 

見されて、作曲家カール・オルフが曲をつけたものです。教会に残した写本が見つかって、

その詩に曲をつけてみると、民衆の曲とわかった。当時は楽譜がないと伝わらないので、

残された曲は教会の曲に限られていた。普通の音楽は残っていないが、詩として残ってい

たものを再現したものです。カール・オルナはドイツに残って研究し、リズムが同じ現在

の曲にたどりついた。 

大田：次は、人間はいろいろなシーンで音楽を求める。踊りたくなる曲がある。DVD でオ 

ーケストラの曲を聴いてみてください。 

   （ウイーンフィルハーモニー楽団のニューイヤーコンサートの DVD を観る。） 

大田：聴いたことがありますか？何を表しているのかな？クラッシックですが本当は踊っ 

てもいいぐらいですね。 

学生：・クラッシックだけど、「ラヴェスティ行進曲」です。 

大田：19 世紀の終わりにすごい人気の曲はワルツで、ナポレオン以後の革命後の世界では 

余興としてワルツを演奏していた。当時ヨハンシュトラウスは「美しき青きドナウ」など

の曲をはじめ、みんなで一緒にコンサートをして新年を過ごすようになった。それがニュ

ーイヤーコンサート。その一つが「ラヴェスティ行進曲」です。 

大田：将軍をたたえる曲ですが、戦いというより馬に乗っての行進曲のイメージがします。 

   観客を拍手で参加させる、ヨハンシュトラウスの曲は芸術的娯楽音楽といわれ、観客 

と音楽が近づく曲だといえます。 

大田：次に人と場を結びつける曲、ワルツのリズムを持つ曲を聴いてください。 

   （次の曲を聴く） 

学生：・聴いたことがある。 
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   ・目に聴いたことがある。知っている。 

大田：実は葬式で流す曲なんですね。ニューオリンズの葬式の後、帰るときに流す曲の演 

奏です。「聖者の行進」です。葬式の後ですが、明るく生きていこうというポジティブな曲

になっています。ジャズの発祥の地、ニューオリンズのコンゴ広場で生まれた曲です。音

楽は人を励ますことも出来るということです。 

大田：いろいろな曲を聴いてもらいましたが、楽譜ができて、時代を超えて音楽を運べる 

ようになったということですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業をふりかえって＞ 

 昨年に続き、2 年目の授業ということで、レジュメは配布せずに、音楽を聴くことから始まり、

その直感で感じた感想を引き出さそうとされた。レジュメを先に配布するのか、後から配布する

のかはどちらにしてもメリット、デメリットがあるところだったが、話と音楽を聴くことに集中

できたように思う。 

 音楽を聴くというのは、大きな音が苦手な学生もいて、授業としては難しいところだが、学生

の特性などの配慮は必要だと感じた。昔の音楽を聴く中で、その時代や詩の内容から音楽の持つ

歴史を学ぶことは難しいけれど意義のある学びだと感じた。しかし、楽譜は時代を超えて空間を

超えて曲を共有するために必要だったこと、音楽には時代背景や文化が反映していることなど深

い学びが、どこまでＫＵＰＩ生に理解できているのかは疑問に感じるところだった。授業された

大田先生にとっても悩ましいところだと思うが、彼らの知っている曲やなじみの曲も使って、音

を通して世界につながるというテーマに迫ることも一緒に考えていきたいと思った。 
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④音楽する人間  

＜テーマ＞音楽のもたらす効果を体験しよう！ ～音楽療法の紹介～ 

＜講 師＞岡崎 香奈 准教授 

＜概 要＞私たちは、なぜ歌をうたったり、楽器を演奏したり、踊ったりするのでしょう 

か。音や音楽がもたらす効果に気付き、それを活用する仕事「音楽療法（おんがくり

ょうほう）」について勉強してみましょう。 

＜計 画＞ 

１．音楽の作用について －音楽療法の観点から－ 

２．楽器/身体を使った音楽表現 

３．コミュニケーション媒体としての音楽 

＜授業の進行＞ 

１．音楽の作用について 

岡崎：音楽は、認知療法として認知症治療に使われている。 

   音楽療法について体験しながら学んでもらいます。 

   自分の好きな音楽やアーティストを紹介しながら自己紹介をお願いします。 

学生：自己紹介 メンターさんも同じように自己紹介 

岡崎：過去を思い出す音楽の効果がある。記憶と音楽が結びついている。認知症の治療で使われ

ている。音楽を聴くことで記憶を思い出す。一緒に歌って思い出すこともある。昔の曲を

思い出すとその時の光景まで思いだすことがある。 

   「音楽で覚醒する」様子をビデオで見て下さい。音楽を聴くと記憶がよみがえる。思い出

の曲、大切な曲、その人の背景を知り、情報をさぐることが大切。 

アメリカでは認知症になった人の好きな歌のリストをあげておく取り組みがある。 

岡崎：私もピンクレディの曲で踊れます。これからは音楽も多様化する。その中で音楽が人に及

ぼす作用について紹介する。この図を見て下さい。 

 

 

   

 

自分

落ち込んだ時
に聞く音楽

元気が出る音
楽

聴いたことがあ
る音楽

聴いたことがな
い音楽

身体が自然
に動く音楽

不快感をもたら
す音楽

流行っている
音楽

お気に入りの
音楽

過去を思い
出す音楽
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音楽がもたらす効果には次のようなことが考えられる。 

・記憶を呼び戻す 

・身体運動を円滑にする 

・脳を活性化する 

・情緒的な刺激をもたらす 

・呼吸に影響を及ぼす 

・心理的な鎮静、高揚 

・非言語的な表現手段、コミュニケーションの効果 

・発散手段 

 

２．楽器/身体を使った音楽表現 

岡崎：「自分が音を出す」体験をしましょう。 

   それでは準備した楽器を見て、自分の好きな楽器を取って輪になって座ってください。 

学生：それぞれ好きな楽器を手にする。I くんは携帯を見て、楽器はとらず席に着かず。 

Ｇくんは楽器なしで参加。（俺の参加の仕方だ） 

岡崎：音を出してみよう。 

学生：（それぞれに音を出す） 

岡崎：小さな音を出してください。 

学生：（小さな音を出す） 

岡崎：小さな音からだんだん大きな音を出してください。 

学生：（だんだん大きな音を出す） 

岡崎：それでは、次に板書した線に沿って指揮棒を動かします。それに合わせて音を出してくだ

さい。 

学生：（指揮棒の動きに合わせて音を出す） 

岡崎：今度は学生が交代で指揮者になって指揮棒をもって動かしてみてください。その動きに合

わせて音を出します。 

学生：（指揮者の動きに合わせて音を出す） 

岡崎：ピアノを弾きたい人は、交代でピアノを弾きましょう。 

学生：Ｈさん⇒Ａさん⇒Ｂくん⇒Ｅくん⇒Ｄくん⇒Ｆさん⇒Ｇくん⇒Ｉくん（スマホで参加）他

の学生はパーカッションで参加 

 

３．コミュニケーション媒体としての音楽 

岡崎：今日はゲストの 2 人の学生が演奏を披露します。 

楽器の紹介と曲の紹介もお願いします。 

 

ゲスト学生： バイオリンとピアノの紹介 

  ＊曲目は「鬼滅の刃のテーマソング」「パプリカ」です。演奏を聴く。 

岡崎：今回はトーンチャイムをします。それぞれにトーンチャイムを渡します。 

   順番に鳴らしていきましょう。 
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学生：（順次、鳴らす） 

岡崎：前に並んで、指名したら 2回ならしてください。 

学生：（指名されたら鳴らす）Ｉくんはスマホ持参で参加。 

岡崎：みんなで「オーバーザレインボー」の曲を演奏します。 

学生：（みんなで演奏する） 

岡崎：それでは、次に作詞をしてもらいます。「一週間」の曲は知っていますか？ 

   その歌詞をグループごとに歌詞を考えてください。月・火はＧくん・Ｄくんグループ、水・

木はＢくん・Ｅくんグループ、金・土はＡさん・Ｉくんグループ、日はＨさん・Ｆさんグ

ループで相談して考えましょう。 

学生：（メンターさんにも入ってもらってグループごとに相談） 

岡崎：できたものを発表してください。（板書） 

   それでは、この替え歌で歌いましょう。なかなか面白い替え歌が出来ました。 

 

 「一週間 ＫＵＰＩバージョン！」 作詞：ＫＵＰＩ学生     2020 年 12 月 16 日 

月曜日は ピアノを弾いて友だちの目をロックオン 

火曜日は KUPI のみんなで J リーグに行けたらいいな～ 

水曜日は 朝と夜のニュース 情報と天気予報だ 

木曜日は アンビリバボーと科捜研の女と危機一髪 100 連発 

金曜日は 箱あけをしてシュトーレンの説明書を入れた 

土曜日は プロ野球スピリッツ A（エース）、麒麟がくる、ポケットモンスター、ドラえもん、

「オーレ！行進曲！」だ 

日曜日は 整理整頓 テレビを見てゆっくり過ごす 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業をふりかえって＞ 

 岡崎先生には昨年に引き続き 3回の授業を担当していただいた。（昨年は 1 回中止したため 2 回

に）その分昨年以上にゲスト学生の演奏や作詞の活動が入り、より充実した授業になった。楽器

を使う活動、トーンチャイムでの音のバトン活動、描かれた線に合わせた指揮、身体での表現、

「一週間」の替え歌づくりなど参加型の授業はＫＵＰＩ生にとっては分かりやすい楽しめる授業

になった。「トーンチャイムの投げ合いをして、楽しかった」などのＫＵＰＩ生の感想が寄せられ

た。メンター学生からも「思い思いに自分を表現する場があったからこそ、最初しぶっていたＧ

くんもジャンベにさわり、指揮をし、さらにはピアノを弾くことができたと思う」とふりかえっ

ている。 
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音楽は参加しやすい反面、音や雰囲気が苦手な学生にとっては入りづらい面もあるので、彼らの

自由な意思を尊重してスマホ持参でも部分的でも遠くからでも参加を認める先生の対応がとても

よかった。しかも、それをメンター生もＫＵＰＩ生も認め合って授業が展開したところが素晴ら

しかった。 

 

 

⑤自然と共に生きる人間   

＜テーマ＞ 自然と共に生きる人間 

＜講 師＞ 清野 未恵子 准教授 

＜概 要＞・哺乳類の骨格標本をみながら、動物たちがどのようなものを食べてどんな生 

活をしているのか、様々な生き物たちが地球に住んでいることの意味を考えま 

す。 

・人間と自然（野生動物）の関わりについて考えよう。いのちをいただく（食 

べる）ことと、その循環について考えてみよう。 

＜計 画＞ 

１．動物について知ろう 

・哺乳類の実際の姿と、骨格標本を見比べながら、生き物が生きて動くさまを想像する。 

・それぞれの動物がどんなものを食べることに特化しているのかを考える 

２．人間と自然（野生動物）の関わり 

・前の授業でみた動物たちを思い出してみよう 

・私たちはその動物たちとどのような関わりがあるかな 

・動物たちが死んだらどうなるかな 

＜授業の進行＞ 

１．動物について知ろう 

① 私がどのように調べてきたか 

② 骨を観察しよう 

③ 動画を見てみよう 

清野：知っている動物をあげてみてください。 

学生：しか いのしし くま ありあなぼう チーター ライオン 闘牛 サル ゴリラ 

   オラウータン オオサンショウウオ  毒ヘビ ぞう キリン 

清野：この写真を見てください。ニホンザルです。 

何を食べているのかな？何時に起きるのかな？ 

学生：朝 6時半 5 時 9 時 4 時半 6 時半  ・・ 

清野：正解は太陽ののぼる頃です。夜はいつ寝るのか？ それは陽が沈む頃です。 

   では、ニホンザルはどういう寝かたをするのでしょう？ 

   三択です。①座って寝る ②横になって寝る ③立って寝る 

学生：①が 5 人 ②が 2人 ③は 0人 

清野：正解は①です。（実演して見せる (笑)） 

   では、なぜ横になって寝ないのか？ 
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学生：敵に襲われるから。 

清野：そうですね。襲われてもすぐに立って逃げられるようにしているのです。 

また、寒いのでみんなで固まって寝るのです。（写真を見る） 

清野：骨の標本を目の前に置きます。なんの動物かわかりますか？ 

学生：お母さんににてる イノシシ 肉食系 

清野：正解は鹿です。歯の形を見て何を食べているのかわかりますか？ 

   （学生は標本を見たり、さわってメンターと一緒に考える） 

清野：肉食ではないですね。それは歯をみたらわかります。上あごの前歯がないですね。 

   上くちびると下の歯で噛んで、奥歯ですりつぶすのです。（先生の実演 (笑)） 

   ツノのあるのがオスで、ツノのないのがメスです。 

   鹿は葉っぱだけでなくどんぐりも食べます。どんぐりを食べる時は、奥歯をずらして食べ

ます。 

清野：鹿は植物ならんでも食べます。草食動物です。 

   鹿は自分の背の高さまでの草を食べます。山を見ると鹿が住んでいるのかがわかります。

同じ高さまで草が無くなっています。鹿がたくさんいると芝になります。 

清野：鹿の骨を見て、目はどこにありますか？ 

   横にありますね。 

   サルと人間は、顔の前に目があります。鹿は横にあります。横についていると何がいいの

でしょう？ 

学生：横が良く見える。 

清野：そうですね。360 度全部見えるのですね。つまり敵が来たら、すぐにわかります。人間は

目が前に付いていて、前方がしっかりわかるのと、立体的に見えるのです。鹿は、物は適

当に見ています。視覚に頼らずに生きているのです。 

清野：次に見せる骨は何の骨でしょう？（骨の標本を配り、比較しながら見る） 

学生：犬歯があるからハイエナ。 

清野：犬歯のある動物をあげてみてください。 

学生：キツネ 恐竜 ゴキブリ イノシシ 鹿の小さいやつ  

清野：正解はアライグマです。 

   アライグマの目はどうなっていますか？ 

   目の周りの骨があまりないですね。目の下の支える骨がないですね。骨を必要なとこだけ

に付けているのです。では、アライグマの鼻はどこに付いていますか？ 

学生：前に付いています。 

清野：鹿とアライグマの鼻の違いはどこでしょう？ 

学生：鹿の鼻の奥に骨がある。 アライグマの鼻の奥はぐちゃぐちゃしている。 密度がちがう。 

形や大きさがちがう。 形がちがう。 

清野：臭いを嗅ぐ感覚がするどいということがわかる。臭覚がするどいのです。 

   アライグマは手を使って持って食べる。ありとあらゆる物を食べる動物です。 

   雑食動物といいます。肉食、草食、雑食の動物をあげてください。 

学生：草食は、ゾウ、キリン ゴリラ 毒ヘビ 
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清野：ゴリラは草食ですが、フルーツも食べる 毒ヘビは肉食 

学生：肉食は、チーター キツネ 

   雑食は、クマ 人間 サル オラウータン 

清野：オラウータンは果実食かな 

 

２．人間と自然（野生動物）の関わり 

清野：今日は動物が森をつくるという話です。 

   真ん中の机に集合してください。六甲山の土を持ってきました。これをふるいにかけてみ

てください。何か生き物がみつかるかな。 

学生：ザルでふるいにかける。「あ、いたいた。」「大物だ」 ミミズ トビアリ クモ ・・ 

清野：ミミズではなく「ヤスデ」といいます。アリではなくアリのまねしているクモです。 

   クモは 2 匹いますね。 

清野：六甲山の土を見えもらいましたが、森は何で作られているのでしょう？ 

学生：木 土 忍者 クスノキ 水 葉っぱ 空気 太陽 石 

清野：小石になる前は？ 

学生：大石 岩 瀧 土砂くずれ  

清野：そうね。土砂崩れで大きな石が壊れて流されて小石になったり、土になるね。 

   土ってよくわからないかな。土は小石が砂になり、そこに葉っぱがつもり、水が含まれて

土になる。 

清野：では、森をつくる上で大事なものはなんでしょう？ 

学生：自然 人間がつくる 人間が作って壊して人間の勝手さが問題 

清野：どうして森で木は育つの？ 

学生：種があるから 鳥がウンチして種を運ぶ 

清野：ここにドングリの実があるのを配ります。ドングリは種かどうかどうしたらわかりますか？

割ってみて、それをノートにスケッチしてみてください。 

学生：（ノートにスケッチを描く） 

清野：きれいに割ると、中に芽があります。それに水や土、砂がかかり芽が伸びていきます。で

は、そのドングリを鳥が運んでるのかな？くちばしで運べるのかな？ 

清野：ドングリを運べるのはニホンザルだけなのです。ニホンザルはドングリを食べる。ほほが

伸びて口にいっぱい入れて運ぶのですが、暖かいところで居眠りしてほほから落とすので

す。落ちたドングリから芽がでます。 

清野：では、木の実は鳥が運ぶのでしょうか？ 

学生：鳥は実を食べる。 カラスが先に持っていく。 カラスが食べる。 

清野：ここに持ってきた実は何でしょう？ 

学生：ヒヨドリがよく食べている。 

清野：正解です。ヒヨドリです。映像で見てください。（ヒヨドリの映像と鳴き声を聴く） 

   「トウネズミモチ」という名前です。トウは唐で中国のことです。モチノキの種類でねず

み色しています。それで「トウネズミモチ」という名前がつきました。 

   ドングリは水や土がたくさん必要です。トウネズミモチはどこでも生きることができ、育



57 

つスピードが早いです。高速道路の街路樹になりやすいので、使用がＮＯ１です。一方、

中国から来たということで、生態系がくずれるという意見もあります。みなさんはどう思

いますか？ 

清野：ここにあるのはハゼノミです。このハゼの実とトウネズミモチの違いは何でしょうか？ 

学生：ハゼノミは小さい。平べったい。 トウネズミモチは大きい。丸い。 色の違いがある。 

清野：ハゼノミはヒヨドリが運べるが、トウネズミモチは大きすぎるので吞み込めない鳥が多い。

その意味では生態系がくずれる面もあります。 

外来種の問題は日本にとって大きな問題です。答えはないですね。 

日本の山や森にはこうした問題があるということを知って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業をふりかえって＞ 

 清野先生には今年度はじめて授業していただいたが、ＫＵＰＩ生が非常に興味関心をもって集

中して取り組めたことが印象的だった。それは、動物の骨格標本を使ってリアルに観察するとか

さわるという活動が用意されたこと、六甲山の土をふるいにかけたり、その中に生息する生き物

を発見したりという動きのある活動も組み込まれたことなどに見られた。ＫＵＰＩ生は、テレビ

の動物番組をよく見ていたり、生き物が好きな人が多く、授業中の反応がとても良かった。また、

発言も多く、それを先生が丁寧に拾って授業を展開された。自然と人間の関係では、外来種の問

題や絶滅種のことなど答えがないテーマも学ぶことができたのは、大学の学びの深さを実感でき

た。 

メンター学生からも「さわりながら授業を受けることができ、積極的に授業参加できていた。」「具

体物が多く、視覚に訴えかけるアクティビティが盛りだくさんで学びやすかった。」といった意見

が寄せられた。 

 

 

⑥人間と言語表現 

＜テーマ＞人間と言語表現 人はなぜ書くのか 

＜講 師＞川地 亜弥子 准教授 

＜概 要＞みなさんは、文章を書くことが好きですか？今回の授業では、人が文章を書く 

ことの意味について考えます。みなさんにも、授業で書いてもらいます。何人 

かの作品をみんなで読み合って、人はなぜ書くのか、一緒に考えましょう。 
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＜計 画＞ 

１ 今までどんなときに文章を書きましたか？ 

２ みんなと一緒に書いてみよう 

３ 作品を楽しもう 

４ 感想を交流しよう 

５ まとめ 人はなぜ書くのかを考えよう 

＜授業の進行＞ 

川地：「私は」という作文で自己紹介をします。 

   ・私は 福井県大野市（ふくいけんおおのし）生まれです。 

   ・私は 「ステイ・ホーム」の間、めんるいをたくさんつくりました。早くみんな 

に会いたかったです。 

   ・私は 実家（じっか）の〇〇がだいすきです。ふるさとにいちど帰りたいです。 

   ・私は 作文教育（さくぶんきょういく）の研究をしています。 

   ・私は 去年の KUPI がとても楽しかったので、今年も楽しみです！ 

 

 

川地：日本で長く続いてきた作文教育（生活つづり方・自己表現としての作文） 

   ・書きたいことを、書きたいように、書きたいだけ書く テーマは自由 

   ・みんなで読むことを大事にする（書く、読む、話し合うのサイクル） 

   ・みんなに読まれるのはいやだな、という時は「先生に読んでほしい」「〇〇さんの 

お返事がほしい」と言ってください。 

   書くことは自由なもの つづり方（書くこと）は人を自由にする 

   いくつか作品（作文や詩）を紹介します。どういう動機で書いたのかを紹介します。 

    小１の作品（口頭詩） 

    家族のことを書く 

    今日のことを書く 

    少しふりかえって書く 

    自分の人生を書く 

    去年の KUPI 生の書いた作品の題を紹介します。 

     ・「いろいろなお笑い」 「俺の日常」 「私が小学校のとき」 

      「将来の夢」 「一人暮らしをしたい理由」 

川地：さて、それでは作文にチャレンジします。 

   ＊書きたいものを選んで書いてください。 

    ・今日、神戸大学に来るまでのこと 

    ・私の家族 

    ・私の好きな○○（ものでも、人でも、遊びでも、何でも OK） 

      ⇒できれば、自分ですてきな「題」をつけて下さい。 

   ＊好きなテーマで書きたい人は・・ 

    ・自由に書いてください。 
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      ⇒できれば、自分ですてきな「題」をつけて下さい。  

    ・みんなで読んでもいいよ！という人は □の中に〇を書いてください。ぜひ読 

んでほしい！という人は◎を書いてください。 

    （それぞれ作文にとりかかる） 

    ・できた作品を読み合おう！ 

学生：Ｆさんの作文「私の家族と遊び」 

   『父親と人生ゲームやウノ等（オセロ）やっておりますが、たまにイオンに行き、 

ゲームやグミも買います。スーパードラゴンボールヒーローズのカードもかなり 

の量のカード＋バインダー3 点以上集めています。2 万１千 635 枚以上集めてい 

ますが、ブロリーER（バージョン）の方も集めています。ムシキングの機会がな 

くなってからはドラゴンボールをやりました。』 

川地：この作品について、質問や感想はありますか？ 

学生：・父がずっとゲームしてくれるの？ 

   ・ドラゴンボールに興味があって、最近意気投合している。 

学生：次に私が読みます。「手話と好きな人（彼）」 

   『私のゆめは、手話通訳になるのが将来のゆめで、そのためにいまは手話をがんば 

っています。手話けんてい５きゅうと３きゅうもっています。男も女もかんけいな 

く自由に友達できて、もう一人はゲームスイッチがすきな東谷中の男の子が私の好きな人

います。 

私の好きな人は「自分の中で彼がいいなあ」彼と一緒になってゲームスイッチからやめら

れないときもあり、でも彼と一緒にいるとたのしくて彼ときょりをひっついていていきた

い それがふつうにかんがえると当たり前だと思う。いまはふつうにつきあい、ドラゴン

ボールのドッカンバトルも彼とやっている。』 

学生：・つきあっているのはだれですかね？ 

   ・なまえはふせときます。 

   ・ドッカンバトルはもっていないけど、カードはあるよ。最近、ゲームでつながっ 

て遊んでいるよ。 

   ・「男女かんけいなく」がとてもいいと思う。 

川地：「きょりをひっついていきたい」という表現がいいですね。コロナ禍でも好きな人だ 

からひっつきたいね。 

   次回も作文を書いてもらい、発表します。 

 

２．人はなぜ書くのか２ 

川地：前回書いてもらった作文の「題」を紹介します。 

   ＜かぞく＞            ＜すきなこと＞ 

・私の家族（１・２）       ・伊勢志摩スペイン村パルケエスパーニャ 

   ・家族にできること        ・世界旅の楽しみ方 

   ・私の家族と遊び         ・世界の食べ物 

   ＜友だち＞            ＜すきな人＞ 
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・新しいルール 友のルール    ・手話と好きな人（彼） 

     みんなの手をとる       ＜ゆめ＞ 

   ・ルールを変えろ 新しい友を   ・「初級障害者スポーツ指導員の治験でスポー 

仲良く手をとる         ツの意義と将来について」 

川地：書くことは自分を見つめること 

   ・過去のことを思い出し、心の中でもう一度経験する。 

   ・書きながら理解（りかい）する、整理（せいり）できる。 

   ・楽しい経験は思い出してもう一度楽しくなる。 

   ・つらい経験は、書きながら思い出してつらくなるけれど（涙がでることもある） 

    心がすっきりする。 

   前回のふりかえりシートから 

   「言いたいことを全部字にすると気持ちがすっきりする」「記述することで自分の思 

考がクリアになる」・・毎日日記をアプリで書く。という意見がありました。 

川地：学校における「書く」道具の変化 

   ・昔の文房具は、石盤、石筆、和紙、毛筆など、自由に、気楽に書きにくい 

   ・100 年前ごろ「えんぴつと紙」に変わった！ 

   ・今また、学習道具の変化の時期に。 

   ・一人一台タブレット配布、いわゆる「ギガスクール」 

   ・子どもたちの「かくこと」が変わっていくだろう・・ 

   ・新しい道具をどんなふうに使うのかが大事 

   ・書いて読み合うことで、人と人とが深く理解し合うことが大事 

川地：今日は「KUPI の思い出」について書きましょう。 

   （それぞれに作文に取り組む） 

川地：書けた人の作品をグループで読み合いしお互いの感想を述べあいましょう。 

   （メンター学生も入って読み合い、感想を出し合う） 

川地：それでは「みんなの前で読んでほしい」に◎を付けてくれた人に読んでもらいます。 

学生：「ＫＵＰＩの思い出」Ｂくん 

   『初めての人だった教室では運動や音楽の授業などが多くなっていることをしてい 

ました。新喜劇ではラーメンの店で客は２人です。動物の骨ではシカとアライグマをさわ

っていました。オンライン授業ではイギリスのカーライル市に住んでいるピープルファー

ストの人に話していました。』 

「ＫＵＰＩ2年間の思い出」Ｃさん 

『ＫＵＰＩ1年目は、今とは違うＫＵＰＩ生でワイワイとしていました。1 年目と 2 年目で

ある「今」を比べてみると皆それぞれ表情が違ったり、メンターさんとの触れ合い、話し

合いで、その場の空気になれようとするのが 1 年目でした。 

2 年目は、メンターさんの顔も覚えていたり、1年目にいたメンバーが居て、またより一層

仲良くなったりなどといった形で、とても学ぶことも、友だちを作ることのできたとって

も良い場所だと思っています。体育館で走り回ることや、1 年目の時に体験したジオラマ

作りはとても良い思い出として未だ部屋にかざっています。』 
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（以下、全員が発表する） 

川地：2 回にわたって、作文に取り組んでいただきました。とてもみなさんがしっかり書 

けたこと、みんなの前で全員が読んでくれたこととても良かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業をふりかえって＞ 

 川地先生は昨年から 2 年連続の授業で、昨年書いた作文のことを覚えている学生もいて、今年

度はじめての学生も含めて書くことが好きな人が多く、集中して作文に取り組めた。 

つづり方教育の「書きたいことを書きたいように書きたいだけ書く」ということが、ＫＵＰＩ生

にとっても安心感があり、絵も交えて書いたり、自分の好きな世界をいっぱい書くことで表現し

たり自由な作品ができた。 

また、グループで読み合わせる活動や、みんなの前でよんで紹介することも本人の選択ができる

ようにされたことが良かった。結果的には、全員みんなの前で作品を紹介することができ、意外

に自分の書いた作文を読んでほしいのだなと思った。 

メンター学生からも「みんな書くことが好きみたいで良かった。」「知的障害をもつ人とつづり方

の組み合わせがとても相性がいい。」「先生がＫＵＰＩ生それぞれの意見を尊重してくれ、きちん

とＫＵＰＩ生の声も聞いてくれるので楽しそうだった。」という感想に集約される素晴らしい授業

だった。 

 

 

⑦人間と宇宙 

＜テーマ＞「宇宙の科学」 膨張する宇宙、地球のような星 

＜講 師＞ 伊藤 真之 教授 

＜概 要＞現在の科学が描く宇宙の姿について、主に２つの話題を紹介します。 

    （１）膨張する宇宙：大きなスケールで見ると宇宙は次第に広がっていることが 

わかり、また最近その広がる速さが加速していることが発見されました。 

    （２）地球のような星：地球は太陽の周りをまわる惑星ですが、太陽以外の星の 

周りをまわる惑星は、比較的最近発見できるようになりました。その中で、地 

球に似た環境を持ち、生命を宿す惑星を探す研究が進められています。 

＜計 画＞ 

 ・前半：（１）膨張する宇宙 

 ・後半：（２）地球のような星 

 ・質疑応答 
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＜授業の進行＞ 

伊藤：まずは、アメリカ自然史博物館の動画「プラネット・アース」を見てください。 

   宇宙のさまざまな天体の大きさ 

    惑星（地球など）  107m 

       恒星（太陽など）  109m 

    恒星系（太陽系など）1013m 

       銀河        1020m 

    銀河団       1023m 

   「宇宙」       1027m 

     広がってゆく宇宙 

    バッブルの法則  銀河の距離と銀河の遠ざかる速さが比例する 

    大局的な宇宙（大きく見た宇宙） 

     ・遠くの銀河は地球からの距離に比例する速さで遠ざかっている 

     ・バッブルの法則 

      ⇒ 宇宙は時間とともに広がっている（膨張している） 

      ⇒ 宇宙には始まりがあった（138 億年前） 

      ⇒ 人間の知ることのできる範囲は限られている（138 億年で光が届く距離 

   宇宙の進化  宇宙の歴史 ビッグバン 

                 初期宇宙の物質進化 

                 38 万年  宇宙の「晴れ上がり」 

                 ＜宇宙の暗黒時代＞ 

                 2 億年前  最初の星の誕生 

                 10 億年前  銀河・銀河団の誕生 

                 100 億年前 太陽系の形成 

                 120 憶年前 地球上の生命の誕生 

                 137 億年  現在 

伊藤：前半のまとめをすると、「宇宙はひろがっているということ」「宇宙にはじまりがあ 

った」ということです。質問はありますか？ 

学生：宇宙の進化の図で「インフレーション」とは何ですか？ 

伊藤：宇宙が一気に広がった時期を表しています。ビッグバンで一気に宇宙は広がったの 

です。（ここで休憩します。） 

伊藤：後半は「地球のような星と宇宙の生命について」です。 

   地球以外に生命は存在するか？ 言い換えると、私たちはひとりぼっちか？ 

   地球と同じ環境を持つ星（惑星）は他にあるか？ というのがテーマです。 

伊藤：復習として、太陽系の惑星についてふりかえります。 

   太陽があって、太陽に近い順に地球型の惑星が水星、金星、地球、火星です。 

   次に木星型の大きな惑星が木星、土星です。さらに天王星型の惑星が天王星、海王 

星です。地球と同じような星はあるのか？ 生き物がくらせる星があるのか？ 

みなさんは、どう思いますか？ 
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学生：・いると思う。 ・宇宙人はいる。 ・火星人がいる。 

伊藤：地球環境の特徴を整理します。 

   ・水がある   ・生命が生まれて、進化している 

   ・生命により大気中に酸素がつくられている（光合成） 

   ・酸素からオゾン層が生成 ⇒ 有害な紫外線をさえぎっている 

   ・惑星磁場の存在 ⇒ 宇宙からの放射線をさえぎる    

伊藤：では、地球のような惑星を探す ―太陽系外惑星探査― ことについて説明します。 

   ・最初の発見は、1995 年 ペガサス座 51 番星 

   ・探査方法は ドップラー効果を使いました。 

    ドップラー効果とは、前を横切ることで、地球に届く光の強弱ができる。それを 

調べることで惑星の存在がわかる。 

（直接見ることは、太陽の光が強いのでできない。） 

伊藤：ハビタブル・ゾーン（居住可能領域）といって、星の近くで液体の水が存在し、生 

命が生存できる可能性がある領域のことをいう。（映像で説明） 

ハビタブルゾーンにある可能性が高い太陽系外惑星が発見された。（2010 年） 

・グリーゼ 581g という星です。 

  液体の水が存在できる表面温度と岩石の表面を持つ可能性がある。 

  ―地球からの距離  約 20 光年 

  ―質量       地球の約 3～4 倍 

  ―公転周期     37 日 

  常に同じ恒星に向けた公転をしている 

伊藤：NASA が開発した「ケプラー衛星」 

   目的は、太陽系惑星探査、特に地球と同程度の惑星があるのかを探すこと 

   打ち上げは、2009 年 3 月 6 日 フロリザ州ケープカナベラル 

   観測した結果、はくちょう座とこと座付近の約 156,000 個の星をモニター、全面通 

過法により惑星を検出した。 

   音は波の振動数によって近づくと高くなるという「ドップラー効果」を利用して発 

見した。（映像で説明） 

伊藤：ケプラー衛星が 2009 年 5 月～９月の観測により、惑星の候補を発見した。 

   ・惑星の候補   1235 

     大きさ    地球ぐらいのもの   68 

            地球の数倍ぐらい   288 

            海王星ぐらい     662 

            木星ぐらい      165 

            木星以上       19 

   ・居住可能領域内にあるもの       54 

      そのうち地球ぐらいのもの      5 観測領域は地球全体の約 1/400 

伊藤：第 2の地球を探すというここまでのまとめ 

   ・太陽以外の星の周囲の探査（太陽系外惑星探査）が進んでいる 
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   ・ケプラー衛星などにより、生命が居住可能（液体の水が存在する）と思われる領 

域に、地球と同じくらいの大きさで岩石の表面を持つ惑星が発見された。 

 

   ・今後も、生命の存在する可能性がある太陽系外惑星の探査が進んでいくと期待さ 

れる。水の存在の確認、生命の存在をどのように調べるかなどが課題となる。 

伊藤：ヨーロッパ南天文台で 2016 年 8 月に、地球に一番近い惑星「プロクシマ・ケンタウ 

リｂ」を発見した。 

・地球からの距離：4.2 光年 

・質量：最も軽い場合で 地球の 1.27 倍 

・公転周期：11.2 日 

・中心星：Ｍ型 赤色 

・ハビタブルゾーン内に位置 

・中心星からの強いＸ線（地球の 400 倍） 

   （想像図など映像で説明） 

伊藤：ブレークスルー・スターショット計画について説明します。 

   ・現在最先端の研究で、地球から最も近い星（恒星）プロクシマ・ケンタウリに、 

超小型宇宙船（スターチップ）を送る計画が進んでいます。 

・支援者・参加者は：亡くなったＳ・ホーキングさんや、ＦＢのＭ・ザッカーバー 

グなどの著名人や金持ちです。 

   ・2016 年 4 月発表 

   ・切手大の宇宙船 １ｍ程度の帆、地球からのレーザー光で加速、写真を撮影して 

地球に送信する計画が進んでいる。だいたい、20 年近くかかって届いて、また 20 年近

くかかって送り返すことになる。残念ながら、私は見る事はできないと思うけれど。（計

画の動画を見る） 

伊藤：このように、太陽以外の星の周りの惑星の探査が急速に進んでいます。 

   太陽系の中の、氷におおわれた衛星などで、地下に海があり、生命が誕生している 

可能性があります。そうした探査の計画が進められています。 
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＜授業をふりかえって＞ 

 昨年とちがい 1 回だけの授業になった。内容的には、大変専門的で高度な内容で、ＫＵＰＩ生

にとってはわかりづらいというのが印象だった。昨年よりもムービーでの導入や視覚情報が多く、

レジュメも用意され、わかりやすくする工夫がなされていた。 

「宇宙人はいるのか？」「地球以外に生命体がいる星はあるのか？」といった面白い問いかけを題

材に少し意見交換する中で深めることもできたかのではという思いもある。 

しかし、全体に授業には集中しており、メモを取る学生もいた。中には「分からないことがわか

らない」という率直な感想もＫＵＰＩ生からは出された。 

メンター学生からも「全体に難しく感じていたようだった、理解がしにくかったのでは。」「あん

まり分かっていないようだった。隣で説明したが、たぶん伝わっていないようだった。」などの感

想が出されていた。ただ、授業終了後に、メンターとＫＵＰＩ生が一緒に「138 億年も前のこと

を知るのは、現実生活で必要なんですか？」という質問をした際に、先生から「人間は知らない

ことを知りたいと学ぶもの。そこに科学の進歩も社会の発展もある。それこそが、よりよく生き

るための科学と文化ではないですか。」という答えをいただいた。改めて大学での学びの意義を感

じた次第だった。 
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３）金曜日プログラム「話し合う！やってみる！」 

 

【金曜日プログラムの趣旨】 

・学生自らが、自分のやってみたいこと、学んでみたいことを話し合い、聴き合う。 

・学生がみんなで話し合って決めた活動をやってみる。 

・やりたくない人も参加できる方法を考えてみる。場を共有することを大切にする。 

【留意事項】 

・10 月については学生がメンターとして参加ができなかったため、一般メンター（玉木涼子氏）

が参加した。学生がボランティアで参加をしてくれることもあった。 

・毎回、プログラムの内容を知らせるシラバスを配布した 

・活動時間 17：00～18：30 活動 

      18：30～18：50 休憩 

      18：50～19：45 活動、ふり返り 

      19：45～20：00 片付け、解散 

【金曜日プログラムの授業計画】 

日 時 活 動 内 容 

10 月 9 日 自己紹介の内容を決める。やってみたいことを出し合う。カードゲームで交流

をする 

10 月 16 日 自己紹介→好きな動画の紹介。体育館活動の内容を出し合う 

10 月 23 日 体育館活動 ① 野球やドロケイなどを楽しむ 

10 月 30 日 写真で学ぶ自分と周りの世界① 

カメラマンを講師に招いてプロの機材使い、学生同士で撮り合う 

11 月 6 日 今後の活動内容を話し合う。本日からメンター学生が参加 

11 月 13 日 体育館活動 ② キックベースやドロケイなどを楽しむ 

11 月 20 日 写真で学ぶ自分と周りの世界② 

事前に選んだ写真で「好きな写真コンテスト」を行う 

11 月 27 日 金曜研究室 ① 研究って何？「〇〇のコロナの前と後」 

12 月 4 日 金曜研究室 ②、クリスマス会の計画を立てよう 

12 月 11 日 体験新喜劇 ① 3 名の講師を招く、全員で短い劇を体験 

12 月 18 日 クリスマス会、金曜研究中間発表① 

12 月 25 日 体験新喜劇 ②、金曜研究中間発表② 

1 月 8 日 金曜研究室 ③ 研究最終日。発表の仕方も考えよう 

1 月 21 日 金曜研究室 ④ 発表 

1 月 22 日 体験新喜劇 ③ 発表 WEB 発表も行った 

 

ここからは全 15 回の活動をコーディネイター（1 名）とメンター学生（4 名）が 

①授業内容 ②ＫＵＰＩ学生の様子と学び ③支援者の気付き について 

それぞれの視点から報告をする。 
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＜10 月 9 日＞自己紹介① 

①授業内容 

・基本的な自己紹介は他の授業で済ませていたので、趣味の世界など、お互いをもっと知 

るための自己紹介を考えた。〔資料１〕 

・金曜日プログラムでやってみたいことを出し合う。今年度は課外活動ができないなど 

制限が多かったが関係なく出し合った。〔資料２〕 

・交流を図るためにトランプ、UNO、百人一首（坊主めくり）を 3 グループに分けて楽し 

んだ。 

②ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

・初めて出会う仲間とどんなことをするのかな？という期待と不安があったように思う。 

一期生の発言を聞いて自分の考えを話し始めた。 

・２つのテーマで考えを出し合ったが、一期生が良いお手本となって意見を出してくれたので、

次々出るようになった。 

③支援者の気付き 

・授業のような緊張感はないが初めは問いを投げかけても答えは返ってこなかった。 

自由に答えることは意外と難しい。「何でもいいよ」の問いかけはなるべく避けて、 

具合例を挙げて説明することを心がけた。 

一期生がリードをしてくれたので発言しやすい空気になった。 

・支援者が少ないため、不安だった学生がいたと思った。コロナを意識して自由に広がっ 

て着席したが、もう少しお互いの顔が見えるように座った方が良いと感じた。カードをする頃

には笑顔が見られた。坊主めくりを知らない人が多かった。 

・その後と比べて、個々の拘りがまだ出ておらず、互いに遠慮し合っていたと思われる。 

 

資料１ ★★ ＫＵＰＩの「自己紹介」★★  理由も聞かせてね！ 

１ 私、実は○○なんです！ 

２ 休みの日は何をしていますか？ 

３ 趣味（好きなこと）は何ですか？ 

４ ペットを飼っていますか？ 好きな動物はいますか？  

５ 好きな動画はありますか？ 

６ 好きなアニメや漫画はありますか？ 

７ 好きな場所はありますか？ 

８ 好きなテーマパークはありますか？ 

９ 好き（苦手）なテレビ番組は？ 

10 好き（苦手）な芸能人はいますか？（お笑い芸人、アーティスト含む） 

11 好き（苦手）なスポーツは？ 

12 好きな飲食店（レストラン）はありますか？ 

13 マイブームはありますか？ 

14 自由に自己紹介！ 自分をアピールしてね！ 
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資料２ 2020 年度 KUPI 金曜日プログラムでしたいこと 

１．「みんなで行きたい」 

ハイキング、キャンプ、遊園地、ディズニーランド、USJ、スペイン村、カラオケ、 

打上げ、焼き肉、神戸大学のイベント、ルミナリエ、パラスポーツ王国 11 月 3 日 

２．「体を動かそう」 

  ケイドロ（ドロケイ？）、色おに、レクレーション（10/23 体育館）、ボッチャ、 

神戸大学のジムに行く（プログラム以外の時間で行くことも可能） 

３．「作る」 

  ダーツを作る、カラオケボックスを作る、ボッチャを作る 

４．「調べる」 

  スペインのことを知りたい、お城のことを知る（誰が作った？なぜ作った？）  

５．「楽しむ」 

  UNO やトランプをする（10/9）、オススメ動画をみんなで観よう（10/16） 

映画を観る（好きな映画を紹介する） 

６．「教える⇔学ぶ」 KUPI 学生同士で学び合う 

 ・H さんが手話を教えてくれるよ。歌いながら手話をしよう！ 

 ・F さんが障害者スポーツ指導員（初級）の資格を取ったよ。スポーツについて聞いて 

みよう 

 ・教室でできるストレッチ（10/16） 

７．「歴史シリーズ」 

  焼肉の歴史、ジムの歴史、ダーツの歴史、映画の歴史、手話の歴史、UNO の歴史、カラオケ

の歴史など 

  ＞活動をする時に歴史を知ると、より一層楽しくなるね！ 

  ＞12 月に「体験新喜劇」をするよ。新喜劇の歴史も知りたいね 

８．「話し合い活動、その他」 

 ・今年はコロナが大流行したね。未来はどうなると思う？ 話してみよう 

   「コロナが収まったら〇〇をしたい！」  

「    〃    〇〇に行きたい！」を発表しよう 

・クリスマス会をしよう（12 月 18 日の予定） 
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＜10 月 16 日＞ 自己紹介② 

①授業内容 

・「自己紹介」を行ったが「好きな動画はありますか？」にはまってしまい、全員のおすす 

め動画を順に観ることになった。 

・次週は体育館で活動をするので、どんなことをしたいのかを出し合った〔資料３〕 

②ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

・他者の選ぶ動画に興味を持って観ることができた学生と全く興味を示さない学生がいた。 

趣味が重ならず新しい発見になったが、そこから会話が始まる雰囲気はなかった。 

・体育館での活動内容を出し合った時に「準備運動が必要だね」と話すと、「ストレッチは私が担

当するよ、柔軟は僕がやります」と、学生自ら担当を決めてくれた。 

③支援者の気付き 

・ＫＵＰＩ学生全員が日常的に動画を観ていることがわかった。様々なジャンルをみていること

から 1 つを選ぶのにとても時間がかかった。動画を見過ぎて家族に注意をされると話す学生が

多かったがコロナ禍で自宅にいる時間が長いため、仕方がないと思った。 

・プロジェクターを使用したので部屋を暗くしたが、真っ暗にすると怖がる学生がいた。音が大

きくなるとしんどくなる学生もいたので、様々な配慮が必要だと感じた。 

資料３ ⭷⭸⭹⭺ 体育館で活動をしよう！  ႠႡႢႣ  
＜今までに出た案＞ 

１．ドロケイ（ケイドロ）     ８．だるまさんがころんだ 

２．色おに            ９．キックベース 

３．新聞ジャンケンゲーム     10．野球 

４．ドッチボール、中あて     11．ボーリング（空のペットボトルをピンにして） 

５．じゃんけん列車          12．バレーボール 

６．卓球（今回は使えません）   13．フリータイム（ゆっくり過ごそう！） 

７．ボッチャ         14．プラネタリウム（スマホ、映写機、豆電球を使って） 

 

 

話し合いの様子             好きな動画の紹介 
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＜10 月 23 日＞ 体育館活動① 

①授業内容 

・準備運動を担当する学生がストレッチと柔軟体操をリードして行った後、前回出た案から野球

を選んだ。チームに分かれて、ベースの位置やルールなどを確認し、対戦した。 

・野球の次にリクエストが多かったドロケイ（ケイドロ）を行った。チームを分け、ルールを確

認して大いに盛り上がった。その後、休憩を挟みつつ他のゲームも楽しんだ。 

②ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

・「体育館」というだけで学生時代を懐かしむ声が多く聞かれてテンションが高かった。 

・運動をする機会が少ないため、体を動かせる楽しみを味わった。 

今はコロナだから外に出ることがほとんどないという話を共有した。 

・チーム戦をすることでお互いの距離が縮まり、名前を覚えるきっかけにもなった。 

・得意分野を活かして参加をすることができた。（野球好きが多い、走るのが速い、など） 

・野球に参加をしない学生がいたが、スコアボードを記入する役割を担い、最後に結果発表をし

た。 

・休憩時間の過ごし方を見ていると、 

・友だちになりたい人を誘ってキャッチボールをしていた 

・バスケットのシュート練習をひたすら続ける 

・輪になって座り会話を楽しんだ。「このままフリートークのままでもいいよ！」と、 

・体育館の真ん中で仰向けになって寝転び、天井を見続けた など… 

→同世代と話したい、楽しみたいという気持ちが強いと感じた。 

③支援者の気付き 

・体育館シューズを持参するように声をかけていた。忘れる学生がいると想定し、外履きでも参

加できるよう、雑巾の準備をしたが一人も忘れなかった。自己管理ができる学生も多いが、家

族のサポートの大きさを感じた。 

・座学ではわからない身体の動きや特徴を知るきっかけになった。こけやすい学生が多い。 

・ドロケイでは全速力で走ったので気持ちが良くて、終わった後はスッキリした表情をしていた。

走る時はマスクを外しても良いと声をかけた。 

・体育館内の設備を借りることはできなかったが、ボールだけで十分楽しむことができた。終わ

った瞬間、「もう一度体育館でやりたい！」の声が上がった。 
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＜10 月 30 日＞「写真で学ぶ自分と周りの世界」① 講師：豆塚 猛氏 

①授業内容 

・プロカメラマンの豆塚氏を講師に招いて「写真で学ぶ自分と周りの世界」のテーマで講 義を

聞いて、プロの機材を使ってポートレイト撮影を行った。モデルもカメラマンも学生同士。講

師からのシラバスには『クラスメートの意外な一面に気付いたり、自分自身も新たな発見があ

るかもしれません。似合う服や帽子、手に持ちたい物もあれば持って来てください。カッコ良

い自分を演出してください！』と、学生にメッセージがあった。 

②ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

・多くの学生がお気に入りの洋服や仕事着、道具などを持参して撮影をした。友だちのカッコイ

イ瞬間を見つけてシャッターを押した。モデルの動きを見てシャッターを押すのは難しいが、

プロの機材を使って撮影するという貴重な体験をすることができた。好きな音楽を流しながら

登場して、踊りながら撮影する学生がおり、豆塚氏も「いいねー！」と褒める場面があった。

立ち姿は自由に、机に向かって座るポーズはニュースキャスター風で、動きが違うモデル体験

をした 

・撮る側、撮られる側、どちらも貴重な経験だった。撮る時は豆塚氏がシャッターチャンスを教

えてくれた。学生は必死にシャッターを押し続け、良い音が鳴り響いた。撮られる側（モデル）

は緊張をするかなと思ったが、音楽にのって自由に伸び伸び動くことができており、ストップ

がかかるまでポーズを取り続けていた。何人かの学生に聞くと「モデルの方が楽しかった」と

話した。後日豆塚氏から一人ずつ写真のシートが届き、コンテスト用の写真選びをした。 

③支援者の気付き 

・一番最初にモデルをした学生はクラスのムードメーカー。ボランティアメンターがパソコンか

ら音楽を流すと、スタジオで撮影をしているような空気に変わり、気分が上がった。自由に表

現ができたのは音楽の効果が大きかったと思われる。音楽好きはパソコンに集まり、撮影を見

ながら音楽の話しで盛り上がった。 

・持参するはずの洋服を忘れた学生は、気分も下がって撮影に参加をしなかった。みんな 

の前は恥ずかしい気持ちも加わり、撮影をしないまま終わりかけたが豆塚氏が「1 人だけで撮

影をしよう」と声をかけてくれた。全員が別室でふり返りをしている時に 1 人だけで撮影。後

日写真を見ると、とても良い表情をしていた。アンケートの楽しかった活動として◎を付けて

いた。 

・撮影後に「〇〇さんに撮ってもらいたかった」「△△さんに撮られるのは嫌だった」と話 

す学生がいたが、写真はカメラ目線で良い表情をしていた 

・プログラム終了後、豆塚氏は「講義の時はほとんど関心を示さなかったからどうなるかな？と

思ったけど、撮影が始まるとどんどん動きが出て来て驚いた。とても良い写真が撮れていると

思う」と話した。確かに相乗効果はあったと感じた。恥ずかしいと思いがちな学生も積極的な

空気に溶け込めていた。それぞれのお気に入りの洋服や仕事着など素敵な個性が溢れていた。 
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＜11 月 6 日＞ 学習計画 

① 授業内容 

・ お互いが顔を見合わせられるように机の配置を長方形型にした上で、メンター学生とＫＵＰ

Ｉ学生がそれぞれ自己紹介を行った。 

・ 今後の金曜プログラムの方針や内容について KUPI 学生とメンター学生が話し合いを行った。

具体的には、「何をしたいか」「何をするかをどうやって決めるか」を、それぞれの KUPI 学生

が発言した。 

② ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

・ ＫＵＰＩ学生は自分たちのやりたいことを思い思いに挙げていた。自分の想いを相手に伝わ

るよう表現しつつ、相手の意見も聞きながら、考えることが出来ていたと思う。 

・ 初対面であるにも関わらず、メンター学生が話しかけるとＫＵＰＩ学生の多くは積極的に会

話に応じてくれていた。新しい人間に対する興味、そこからの関係作りというプロセスは大

切なものだと思った。 

③ 支援者としての気付き 

・ 一回生のメンター学生は、ＫＵＰＩ学生全員と初対面であり、距離感の取り方などに若干戸

惑っていた。上回生のメンター学生は去年のＫＵＰＩにも参加した経験があり、本プログラ

ムにおいても全体のコーディネートを行った。 

・ 何も決まっていない状態から今後の自分たちのスケジュールを定めるという作業はＫＵＰＩ

学生にとって難しいもので、メンター学生が補助的に方針を定めざるを得なかった。結果的

にＫＵＰＩ学生も納得してくれたが、自発性を尊重したいという思いとプログラムを成立さ

せなければならないという思いとの葛藤を感じた。 
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・ 体験新喜劇などのスケジュールは先に決まっていたため、ＫＵＰＩ学生が提案したすべての

「やりたいこと」を実現させるのは難しいという問題があった。ＫＵＰＩ学生の自発性、独

自性を大切にしたいという思いから、ＫＵＰＩ学生それぞれが持つ興味を深めていく内容の

プログラムにしていくという方針を定めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜11 月 13 日＞ 体育館活動② 

① 授業内容 

・ 神戸大学の体育館でスポーツを行った。 

ＫＵＰＩ学生の希望に沿い、キックベースやドロケイなどを行った。 

・ 運動前には、ＫＵＰＩ学生の指導でストレッチやラジオ体操を行った。 

② ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

・ からだを動かすことが好きな KUPI 学生が多く、楽しそうにスポーツに打ち込んでいた。特に

コロナの情勢によって活動が制限されていたため、思い切り体を動かすことで清々しい顔を

見せる KUPI 学生が多かった。 

・ キックベースやドロケイなどのチーム戦では、KUPI 学生同士の積極的なコミュニケーション

も見られた。教室では喋りかけることが難しくても、スポーツを通して会話が出来たという

経験は、KUPI 学生にとって実りあるものだったと思われる。 

・ 一回目と同じような競技もあり、KUPI 学生も慣れていたため、自分なりの戦略を練っている

KUPI 学生の姿が見られた。ドロケイの際、音楽が好きな KUPI 学生である I くんは、自分の

携帯電話から音楽を流して他の KUPI 学生をおびき寄せるという独創的な戦略を練っていた。 

③ 支援者としての気付き 

・ メンター学生もKUPI学生と一緒にスポーツを

行ったので、KUPI 学生との仲を深めるいい機

会になった。先週の顔合わせの際よりも打ち

解けて会話が出来た。 

・ 分かりやすいようにルールを説明したつもり

だったが、それでもキックベースのアウト→

交代というシステムを理解できていない KUPI

学生がいた。もっと分かりやすい説明の仕方

が出来たのではないかと反省した。 
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＜11 月 20 日＞ 「写真で学ぶ自分と周りの世界」② 

① 授業内容 

・ 10 時 30 日に撮影してもらった個人写真と、KUPI 学生自身が撮影した写真を一枚ずつ提出し、

「好きな写真コンテスト」を行った。展示される写真に投票を行い、上位の写真を講師のカ

メラマンに講評して頂いた。 

② KUPI 学生の様子と学び 

・ どの写真に投票するか、すぐに決めていた KUPI 学生とじっくり考えてから決めていた KUPI

学生がいた。前者は自分の中の価値観をぶれずに持っていることの表れだと思うし、後者は

他者の姿、映し出された風景を理解したいという意思の表れだと思った。 

・ 自分の姿を認識するという機会は中々なく、自己理解のきっかけになったと考えているし、

そういった意味でも個人写真撮影は貴重な体験になったと思う。 

・ プロによって魅力的に映してもらった姿を見て、ポジティブな印象を受け止めている KUPI 学

生が多く、自己肯定感の向上にもつながったと思う。 

③ 支援者としての気付き 

・ 持ち票 5 票を、自分が提出した写真以外の写真に一票ずつ投票するという複雑なシステムを

理解できるように説明することが難しかった。 

・ 個人写真は容姿というデリケートな要素に関わっており、KUPI 学生の中にはネガティブな感

情を抱いてしまうのではないかと心配していたが、その時の KUPI 学生や振り返りを見てもそ

のような様子は見られなかったため、安心した。 

 

＜11 月 27 日＞ 金曜研究室① 

①授業内容 

・金曜研究室と銘打って、研究活動を始めた。 

・11 月 20 日に、「自分の好きなテーマを選んで、それについて

調べたり考えたりして、それを紙に書いたり、話したりしなが

ら、他の人に伝える」という研究活動の骨子を簡単に説明し、

自分の好きなものがコロナを受けてどのような変化を強いら

れているか、という共通する視点を設けようとして、「○○の

コロナの前と後」というお題で、「○○」に入るテーマを一人

ひとつずつ考えてくるという宿題を課していた。 

・テーマが複数になった学生や、まだテーマを決めきれていない学生もおり、授業の前半は、テ

ーマを改めて考える時間とした。その際、一人につき一枚模造紙を配り、テーマや、そのテー

マを選んだ背景、理由などを書いてもらった。（その後も模造紙への記入というスタイルが金曜

研究室全体を通して定着し、研究活動を支える柱となっていった。） 

・テーマが固まったのち、「選んだテーマと、そのテーマを選んだ理由」を発表し合った。 

・テーマ発表の後は、実際に研究活動をどのように進めてゆくかをメンターもともに相談しなが

ら考える時間とした。 
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②ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

・10 月および 11 月の授業を通して、自らの好きなもの、大切にしている世界をひとにおすすめ

し、また伝えようとする場面が多くみられていた。このことを受けて、メンターとコーディネ

イターで話し合った結果、好きなものを深めたり、人に共有する機会として金曜研究室を構想

した。 

・自らの好きなものを、研究という形で紙に書くという活動を通して、今まで自らの内面を外部

化し、時間をかけて客観する契機となっていたのではないか。それまでスピード感をもって人

に伝えようとして、伝えきれていなかった部分が、落ち着いて紙に書くと言う行為をはさむこ

とで、ひらかれ出しているように思えた。 

・自己省察的な学びがそこに発露しかけていたのではないか。 

③支援者としての気付き 

・メンターやコーディネイターの間で、学生それぞれが個性的で自由な世界観を持っていること

を確認し合っており、その世界観を大切にしたいという想いを共有した。一人一人が既に抱い

ている世界を拡げたり、深めたりできるような機会を作ろうとしていた。 

・どこまで活動を構成するか、という点で葛藤した。結果的に、大学で「研究」をしてもらう、

ということで、テーマの設定方法や、「コロナの前と後での変化」という視点など、こちらから

あらかじめいくつかの枠組みを設けていた。しかし、つねに学生の自由な世界を歪めていない

か、抑えつけていないか、という意識があった。 

・実際、テーマが一つに絞り切れない学生や、「コロナの前と後」というお題を組み込まない学生

もいたが、結果的にそれはそれであり、という声かけをするに至った。 

 

 

 

 

 

       金曜研究室② 

    テーマのプロポーザル 
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＜12 月 4 日＞ クリスマス会計画、金曜研究室② 

①授業内容 

・12 月 18 日に予定されているクリスマス会の内容について、場所と日時を確認したのち、何を

したいか、何ができるか（できないか）、何をするか、という形で話し合いをした。結果、コロ

ナの状況も考えて、飲食はもちろんなしとなり、（色など）なんとなくクリスマスっぽい服を着

てくるファッション、プレゼント交換、一芸披露、カードゲーム、そして金曜研究室の中間発

表を行う運びとなった。 

・金曜研究室②では、前回きめたテーマについて、スマート

フォンや本などで調べたり、自ら既に知っていることを確

認して記述したほか、自分の経験談をもとにエピソードを

記述するなどした。また、テーマに関連して、想いを絵で

表現する学生もいた。 

②ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

・金曜において何かについて協議する場面は、ほぼ初めての機会であった。前年度のＫＵＰＩで

好評だったＰ４Ｃ（互いの身体が見えるように円状に座り、糸でつくったボールを回しながら

話し合う哲学対話の手法）をコロナ対策のために改変し、円状に椅子だけ並べつつ、ボールは

使わずに、話した人が、つぎに話を聞きたい人を指名し、指名されてもし話すことがなかった

ら、パスしてまた誰かに回す、という形で話し合いを行った。 

・互いが見える、という環境によってか、他の学生の声に自らを傾けようとする姿勢を感じた。

他の人が嫌なことは、やめておこう、という流れが自然と成立していた。 

・金曜研究室では、情報を調べて、正しい（とされている）他者の言説を記入するよりも、自ら

の信じるものや、自らの思いの丈をそのまま記述する学生が多かった。その際、メンターやコ

ーディネイターが、学習支援者と単なる話し相手とを行き来するように関わった。時に、学生

の信じるものや思いに対して問いかけ、また共感してたきつける場面もあった。 

・他者に向けて発表する、という着地点が設定されていたことや、メンターとの話し合いのため

か、自らの世界をただ単に書き表していたのが、すこしずつ他の人が見やすいような書き方や、

説明などを加えることが増え、内面の外部化において他者への志向性が生じていたと言えるの

ではないか。 

③支援者としての気付き 

・金曜研究室の企画においては、構成と非構成の間で葛藤していたが、実際に活動に入ると支援

と非支援の間で葛藤することとなった。このことは、クリスマス会の計画においてもメンター

がどこまで口を挟むか、といった形で生じていた。 

・支援的になればなるほど、学生に語らせるようになってしまい、逆に非支援的でありすぎると、

学生の語りが拡散してしまうようであった。支援と非支援を行き来する（支援の中断、と言え

るかもしれない）ことで、学生に語らせるのではなく、学生の語りを拓くような関係、その一

つの形として「単なる話し相手として、そばに居る」という関わり方に至ったのではないかと

考える。 
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＜12 月 11 日＞ 体験新喜劇① 講師：砂川一茂氏、中川佑希氏、堀口昌宏氏 

①授業内容 

・まず新喜劇で用いるニックネームを一人ひとつずつ考えた。 

・講師の砂川氏より、新喜劇の構成や、ボケとツッコミの如

何、天丼（かぶせボケ・ツッコミ）の講義を受けた。 

・実際に、講師陣と共に簡単なシナリオの短い劇を行い、 

任意で学生が参加した。 

・さいごに、メンターと学生で授業の振り返りを行った。 

②ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

・劇や笑いという文化に対する親和性が学生ごとに異なり、参加の積極性もまちまちであった。

しかし、積極的な学生の演技を見て、少しずつ場の緊張や恥ずかしさが緩み、解けだしていた

ように思う。 

・劇に参加した学生の中には、キャラクターになりきって演じる学生から、自分そのものが演技

に出ている学生もいて、それぞれの参加の仕方が多様でも劇が成り立っていた。 

・それでも講師陣の声が大きかったことや、演技する場の力強さに押されて、場を離れようとし

たり、消極性を吐露する学生も見られた。 

・金曜研究室では時間をかけて自らの世界を表現する取り組みであったが、体験新喜劇では瞬発

的に自らを即興する力が鍛えられているようであった。次回の金曜研究室の中間発表では、持

久的な想像の力と、瞬発的な即興の力の両方が結実していたように思う。 

③支援者としての気づき 

・劇の説明や進行は、講師陣により極めて丁寧に行われていたと思う。しかし、だからこそ、そ

こに戸惑いを覚える学生もいた。 

この授業と同じフロアにある階段教室では、ちょうど同じ時間帯に大学生の講義が行われて

おり、その様子はコロナ対策のために開け放たれた扉から見て取れた。授業の途中でＫＵＰＩ

の教室を抜け出たある学生はその様子を見て「どうして自分の受けている授業と、この（階段

教室で大学生が受けている）授業は、こんなにようすがちがうのか。」という揺らぎを吐露して

くれた。 

この問いかけに対し、メンターとしては、「どうしてだろう。」と、ひとまずその場に一緒に

とどまり共に悩むことしかできなかった。ひとしきり悩んだ後、答えの出ないことを共にかみ

しめたのか、そのまま一緒に教室へ戻った。 

その際、ＫＵＰＩの学びが大学の中で、囲われて

いるような感覚を覚え、自らも揺らいだ。そして、

もっとＫＵＰＩの学びが大学の中で、特別なもの（ふ

つうではない学び）としてではない形で、普遍性を

もって開かれうるような状況を想像し、希望した。 
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＜12 月 18 日＞ クリスマス会、金曜研究室中間発表① 

①授業内容 

クリスマス会 

・みんなで教室の飾りつけをした。 

・手話をしながら「ふるさと」を歌った。 

・プレゼント交換をした。 

・一芸披露をした。 

・カードゲームをした。 

金曜研究中間発表 

・ＫＵＰＩ学生が研究の中間発表をした。 

・ＫＵＰＩ学生生同士で発表を聞き合い、コメントシートを書いた。 

②ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

クリスマス会 

・ＫＵＰＩ学生それぞれがクリスマスらしい服装をしてきたり、カメラを持ってくるなどをして、

自ら楽しむための工夫をしていた。特にプレゼント交換のときにみんなで円になってグルグル

回っているときのＫＵＰＩ学生の表情が生き生きしており、楽しそうであった。 

・手話歌を指導してくれたＫＵＰＩ学生はみんなに何かを教えることの楽しさや達成感を感じて

くれたのではないか。 

・一芸披露をする予定のなかった子たちも当日になって積極的に披露してくれていたので、みん

なで披露してくれる子たちを優しく見守るという雰囲気作りができていたのではないか。 

金曜研究中間発表 

・他のＫＵＰＩ学生の金曜研究に対して、質問をしたりコメントを書く時間を設けたことでより

集中して発表を聞けたのではないか。 

・自分の考えを相手に言う力と興味が無くても他のＫＵＰＩ学生の発表に耳を傾けるといった他

を受容する力を養えたのではないか。 

③支援者としての気づき 

クリスマス会 

・みんなで円になって行ったが、その座り方によってみんなの顔を見わたすことができるため、

一体感が生まれたと思う。 

・プレゼント交換は任意としたため、ＫＵＰＩ学生全員がプレゼント交換をしたわけではなかっ

た。プレゼント交換をしない子の対応をどのようにするのかをスタッフとメンター学生間で話

し合った結果、その子にはプレゼント交換中は BGM を流すお仕事をしてもらい、どのような形

であってもＫＵＰＩ学生全員が同じ空間を共有できることが大事だと感じた。 
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金曜研究中間発表 

・ＫＵＰＩ学生同士がお互いの発表をしっかり集中して聞き合うこととＫＵＰＩ学生どうしの交

流のために、感想を書き合うコメントシートをつくった。急遽用意したのでコメントシートの

内容を吟味できなかったことに反省している。しかし、コメントを書く欄だけがあるというシ

ンプルなコメントシートだったからこそ、発表者に向けた感想だけでなく、映画に関する発表

を聞いたときは「私は○○の映画が好きです。」といった自己表現の場にもなっていた点はよか

ったと感じた。 

・直前までクリスマス会をしていたおかげで場が温まり、よい雰囲気で中間発表に移ることがで

きたように感じる。 

プレゼント交換の様子            一芸披露の様子 

 

 

＜12 月 25 日＞ 体験新喜劇②、金曜研究室中間発表② 

①授業内容 

体験新喜劇 

・ラーメン屋さんの劇をした。 

・発表会に向けたＫＵＰＩオリジナルの新喜劇の練習をした。 

金曜研究中間発表 

・先週に時間の都合上発表できなかったＫＵＰＩ学生の中間発表をした。 

②ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

体験新喜劇 

・自分が就いた役をやり遂げることの責任感と達成感を得られたのではないか。 

・ナレーションを担当したＫＵＰＩ学生が自身のナレーション中、みんながナレーションをしっ

かり聞いていないことに気づき、放送作家の砂川一茂氏にそのことを伝える場面があった。自

分の役割をこなすうえで周りの様子をしっかり見ることができていたと感じる。 

・ＫＵＰＩ学生とのふりかえりでは自分の役をもつことでその役に愛着をいだき、劇中の自分の

行動やアドリブをしっかり覚えていて、それに対して自己反省もしっかりできていた。 

金曜研究中間発表 

・先週に引き続き、他の KUPI 学生の金曜研究に対して、質問をしたりコメントを書く時間を設け

たことでより集中して発表を聞けたのではないか。 
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③支援者としての気づき 

体験新喜劇 

・前回の体験新喜劇で上手くなじめなかったＫＵＰＩ学生がナレーションや全体を見て講評する

という個々にあった役割をもつことができ、その子たち自身も居心地がよく、みんなで新喜劇

を作り上げるという雰囲気を作ることができたのではないかと思う。 

・講評をしてくれたＫＵＰＩ学生からの意見にもあったが、台本を読んだりしてみんなで一つ一

つの場面を確認する時間をとれないまま演技に移ったため、状況をあまりつかめていないＫＵ

ＰＩ学生がいた。私たちがそれに気づいて一人一人とセリフや行動を確認する必要があったと

感じる。 

金曜研究中間発表 

・先週と同様にコメントシートをわたして、互いの発表を聞き合って感想を書いてもらった。と

ても丁寧に書いてくれる子もいて時間の都合上全員にとって十分に書く時間を確保できなかっ

たのが申し訳なかった。 

また、はじめの方はどうやって書けばいいのか迷っている子がいたため、例を挙げて説明した

もののこちらが書き方を誘導してしまったように感じる。例を提示することで、その場のＫＵ

ＰＩ学生の疑問は解消され、上手く前に進むことができるかもしれないが、どこか私の方から

“型”を用意し、そこに強制的にＫＵＰＩ学生をはめ込んでしまっているような気がしてなら

ない。今もなお、あのときどうすればよかったのかわからない。支援と強制は隣り合わせのよ

うな気がして、支援の意味とその難しさを感じた。ＫＵＰＩ学生がより生き生きと自分の思い

を表せるような形をこれからも模索していきたいと感じた。 

 

 

ラーメン屋さんの劇の様子         ＫＵＰＩオリジナル劇の様子 
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＜１月８日＞ 金曜研究室③ 

①授業内容 

・金曜研究の研究最終日で、それぞれの研究を深めるとともに、次の発表会に向けて発表の仕方

を考えた。 

②ＫＵＰＩ学生の様子と学び 

・中間発表のときに他のＫＵＰＩ学生が書いたコメントシートを見ることで、自分の研究とそれ

に対する発表の改善点や研究の在り方を発見ができたのではないか。例えば映画についての研

究をしているＫＵＰＩ学生は、コメントシートに記載されていた「みんなの好きな映画を調査

してみてはどうか。」という意見を見ると、すぐにそれらを実践し、他のＫＵＰＩ学生やメンタ

ーとの交流を活発に取りながら、自分の研究を深めることができていた。 

・ＫＵＰＩ学生はコメントシートに発表の感想だけでなく、発表内容に関連した自分の好きなこ

とや趣味なども書いていたので、コメントシートを見ることで、自分の研究を広げるだけでな

く、ＫＵＰＩ学生同士が好きなことや趣味の共通点を見つけることもできたように感じる。 

・メンター学生と一緒に発表の仕方を考え、他者が自分の研究をよりよく理解してくれるために

はどのような伝え方が良いのかをＫＵＰＩ学生自身が意識することができたのではないか。 

・研究中に D くんと B くんが 2 人でお話をしており、その後 D くんの研究の模造紙をのぞいてみ

ると B くんの研究テーマである“感染症”に関する単語が書かれていたという場面があった。B

くんとの交流が D くんの研究に小さな影響をあたえていたのである。ＫＵＰＩ学生は自身の殻

に閉じこもって研究を進めるだけでなく、他のＫＵＰＩ学生と交流の中からも研究のヒントを

得ていたのではないか。 

③支援者としての気づき 

・中間発表ではメンター学生自身が理解できなかった発表内容をＫＵＰＩ学生と確認を取り合い

ながら発表練習をすることで、一緒に他者へのよりよい伝え方を学べたように感じる。みんな

が聞いていて分からないなと感じる部分をまず気づいてもらうことが伝え方を上達していく上

での第一歩になると感じた。 

・多くのＫＵＰＩ学生がみんなからもらった感想をじっくり読んでいる姿が見受けられ、その中

にある提案等を生かそうとしている姿が見受けられた。まだまだ改善の余地があるコメントシ

ートであるが試してみてよかったと感じた。 

・②の最後に挙げた研究中の 2 人のＫＵＰＩ学生の交流は、研究は個人作業ではなく、互いに影

響を与え合って関わり合う機会を生み、そこからさらに個々研究の幅を広げていくということ

を強く感じさせてくれるものであった。 
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<1 月 21 日> 金曜研究室④ 発表 

①授業内容 

・これまでにそれぞれが研究してきたことを発表する。 

・また、発表を聞いて質問や感想をする。(形式：発表 5分、質問 2分) 

・これまでの金曜プログラム全体の振り返り 

②KUPI 学生の様子と学び 

・「相手に伝える」ということを真剣に考えながら、研究の

発表をし、また同時に「相手の発表を聞く」ことにも真剣

に取り組んだ。その中で、「伝える・伝わる」ということ

実感しながら、自分の研究を発表、または他の KUPI 学生

の発表を聞いていたのではないか。 

・学生同士お互いに何が好きか、興味あるのか、 

接点を改めて見いだしたのではないか。 

・サポートがあれば発表はできるという体験をしたし、自

らサポートを願い出たというのは、自分の特徴を把握し、

自分を守りつつ、でも権利を最大限に活かすという経験

ができたということ。今後の生活や仕事で生きてくるこ

とではないか。 

③支援者としての気づきと感想 

・発表時間を決めていたが、みんなそれを超えて発表していた。これは一見、KUPI 学生それぞれ

に、発表する力が十分でないために超えてしまったとも受け取れるが、一方で、その発表時間

では収まりきらないほどの研究であったということともとれる(実際、研究している姿はまさに

研究者の姿であり、「学ぶ楽しみ」を発見していたのだと思う)。それ程までに研究に没入して

くれたことが、メンターとしてとても嬉しかった。 

・個が結構強い人たちだったと思うが、発表が始まるとそれぞれすごく聞き入っていた。本当は、

研究している時に、それぞれどんなことをしているのか興味があったのではないか。例えば、B

くんと D さんは、これまでの研究の中で、メンターからの働きかけなしに話し合いをする様子

があったが、これは、お互いに関心を持ったからこそ話し合いが起きたのではないかとも取れ

る。 

・発表終了後、これまでの中間発表に比べ、質問や感想を述べることに KUPI 学生が積極的であっ

た(ただ、質問より感想を述べる方が多かった。質問は難しかったのだろう)。 

KUPI 学生同士が互いに打ち解け合っていたことや、先にも述べたように真剣に伝え、聞くこと

を KUPI 学生が本気で行ったことで、質問が浮んだり、自分との接点を見いだして感想を伝えた

くなったりしていたのではないかと思われる。 

・発表の形式について、F さんが自身のパソコンを自分で操作しながら発表をしていたが、自分

で操作しているために、パソコンに向かって話しかけるような発表になってしまった。 

パソコンの置く向きを調整するべきだったかもしれないが、聞き手と正対しなかったことで、

気持ちの面で、発表のしやすさがあったのかもしれないし、またパソコンを自分で操作しなが

ら発表ができるということに憧れが F さんの中であったのかもしれない。 
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KUPI 学生がそれぞれ真剣に聞き入っていたため、あまり気にする必要もないかもしれないが、

絵で表現する人、カードゲームの研究で実際にカードを持って来る人、野球が好きでユニフォ

ームを着て発表する人等、 発表が多様な形で展開された。メンターとしても凄くワクワクした。 

 

<1 月 22 日> 体験新喜劇③ 発表 

①授業内容 

・17 時～18 時：本番リハーサル 

・18 時～18 時 45 分：本番(KUPI 学生の保護者や 

大学の先生が参観。Web 配信あり) 

・18 時 45 分～19 時半：体験新喜劇の振り返り＋改め

て金曜プログラム全体の振り返り 

②KUPI 学生の様子と学び 

・役者として緊張する中で、みんながそれぞれに役割を果たすことで、それぞれが個人の役割に

達成感を感じたり、みんなで何かをする達成感を感じ取れたりしたのではないか。 

・役になり切っている中で、KUPI 学生同士の新しいやり取りや一面を感じ取れた。 

・演技や「笑わせる」や「こだわり」が上手くできて、自分に自信が出てきたのではないか。 

・ナレーションや劇評論、好きな音楽を流す等をする中で、自分なりに参加する方法や、折り合

いをつけること等、自分なりにできることを集団の中でやるという、集団の中での生き方を経

験ができた。これは、これからの生活や仕事の中で生きてくるだろう。 

③支援者としての気づき 

・みんなフワフワといつも通りな様子に見えて、実は緊張していて顔が少しひきつったりしてい

たが、お互いに励ましたり、同じ役柄同士の団結感が、言葉としてでてきていないがあったよ

うな気がする。 

保護者さんが見に来てくれる発表であったことや、服装もしっかり決めてきたというのが、緊

張感をもたらしたのだろう。ただ一方で、その緊張感が劇団としての意識を生み出し、また、

劇中のアドリブに生きてきていたのではないかとも思う。 

・不思議なことに場が冷めてしまうような「間」がなかったような気がする。 

台本にあるものからないものまで、すべての「間」が今回の劇には、絶対必要であったかのよ

うな演出となっていた。詰まって生まれた「間」が、場や観客を冷ますのではなく、むしろグ

ーッと引き込むような「間」となっていた。 

これは、体験新喜劇を担当してくださった先生方の腕の

凄さもあるだろうが、むしろ、先の「金曜研究室④発表」

にもあったような、本気で伝え合う関係が KUPI 学生の

中に成り立っており、その関係が劇中にも表れ、その関

係性に、観客も引き込まれてしまったからではないかと

思われる(実際、「間」があけて出てくるアドリブやセリ

フはメチャクチャに面白いものだった)。 

・これまでのプログラムすべてが繋がっていた 

と感じさせられる新喜劇だった。 
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４．変人たち（大学教員）が語り合うＫＵＰＩ 

 

●座談会の概要 

  

2 月 10 日（水）に，ＫＵＰＩで授業をした大学教員が，授業をした経験やその意義について座

談会を行った。出席者は，稲原美苗（臨床哲学），大田美佐子先生（音楽文化史），清野未恵子先

生（自然共生社会），津田英二先生（社会教育），赤木和重（発達心理学）であった。他に，ＫＵ

ＰＩコーディネイターの河南勝，黒崎幸子が参加した。なお，他にも，伊藤真之先生（宇宙物理

学），岡崎香奈先生（音楽療法），川地亜弥子先生（教育方法学）が，授業者として参加したが，

当日は都合のため欠席された。伊藤先生，岡崎先生，川地先生から，別にコメントをいただいた

ので，本章の最終ページに掲載する。 

 

なお，逐語録作成にあたっては，メンター学生（浅見 和，井上太一，今西恵美華，河合千紗都，

藤井令奈，富山成希，宮村真菜）の協力を得た。感謝申し上げる。赤木が，メンター学生が作成

した逐語録をもとに，表現の修正や見出しの作成など，最終的な編集を行った。責任は，赤木に

あることを記しておく。 

 

●本座談会の趣旨 

 

河南先生：今日は私，河南の方で進行させてもらいます。ＫＵＰＩの授業の方，お世話になりま

した。ありがとうございました。無事に終わることができました。今日は 2 年目ですが，初め

て意見交換会というのを，授業された先生がたとさせていただきます。 

趣旨を説明をしておきます。今年 2 年目で無事終了したのですが，そのかげには神戸大学の

当局と先生方の協力があって初めて，ＫＵＰＩの学生が安心して楽しんで学ぶということがで

きたという風に思っています。感謝しております。 

この学ぶ楽しみ発見プログラムというのは，文科省の委託事業でして，生涯学習を推進しよ

うということで，大学等における知的障害者等に学びの場づくりに関する研究という位置づけ

があります。その実践プログラムの開発，創造というのが課題となっているわけです。そこで

今回は，授業をされた先生方からいろんな意見をいただいて，今後のプログラムの開発，創造

に活かしていきたいという趣旨です。また，この対談は今年度のまとめの報告の冊子に組み込

んでいきたいと思っていますので，ご協力お願いいたします。 

それでは，この進め方なんですけど，大きくは 3 つほど考えています。1 つ目は，授業され

ての感想をざっくばらんに意見をいただけたらという風に思っています。2 つ目は，その中で

も出てくるでしょうが，授業されてのいろんなご苦労であるとか，うまくいったなとか，ちょ

っとここは課題だなというようなこと出してもらえたら，それを少し深めていきたいと思って

います。3 つ目は視点を広げて，知的障害をお持ちの方が大学で学ぶというこれ新しい試みな

んですけど，その意義というか，これからこんなことあったらええのではなどありましたら出

していただけたらと思います。かたい話にならないようにですね，ざっくばらんに思ったこと

をお話いただきながら，それにまた意見を重ねながら話し合いができたらと思っていますので，
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よろしくお願いしたいと思います。 

ではまず最初に，授業されての印象，感想ですね，これをどなたからでも結構ですのでお話

いただけたらと思うんですけど，いかがでしょうか。 

 

●リ・クリエイトするものとしての授業 

 

津田先生：じゃあ口火をきらせていただきます。昨年度と今年度，清野先生以外は 2 年目という

ところで，僕も 2 年目でした。今年はコロナで，みんなマスクをしてあんまり余計な動きをし

ないというようなプレッシャーの中でだったのかなと思うんですけど，去年の方が自由闊達と

いうか，そんな感じは受けていました。今年はなかなかすっとんきょうといいますか，外れた

話が出てくるというのが去年に比べて少なかったかなと感じています。それによって思いがけ

ない発言の重要性を僕自身は実感したんですけど，むしろ去年みたいに自分が思った通りの進

み方にならないというところがＫＵＰＩのおもしろさなんだということを改めて感じさせても

らいました。 

河南先生：ありがとうございます。大田先生どうでしょうか。 

大田先生：基本的に音楽は，音楽を楽しむプロセスがとっても重要だと思います。ただ，自分が

楽しめる音楽は，ある意味では一人一人の経験によって違うっていうのがもちろんあります。

去年やらせていただいたときは，やっぱり用意してきたものにアジャストというか対応できる

人と対応できない人がいるわけですよね。結局対応できるとかできないとかっていうのはそれ

ぞれの個性であって，ただ用意してきたものにはちょっとはまらなかった，楽しんでもらえな

かったところがありました。 

 特別支援教育を専門としているゼミの OB にゼミのゲストとして話をしてもらったときに，特

別支援の音楽の授業は，一人一人にフォーカスしている授業であって，平均値みたいなものが

設定できなくて，個々に向けられたものであると聞いて,なるほどな，やっぱり個々に向けない

といけないと思うのですけど，それをどう設定したらいいのかが難しい課題です。これからも

どうすればいいのかと思っています。去年は対面だったということもあって，最後にみんなで

歌うことを入れたんですね。それに関連して, 今年の秋に私たちの科研で実施した日韓交流シ

ンポジウムで，神戸大学附属特別支援学校の先生に，障害のある学生を対象にした教材の選び

方の工夫とか，例えば，ジャンルや時代について, ふさわしい音楽など工夫はありますか, と

質問したんですね。すると「この時代の音楽がいいですよ」と答えていただけるのかと思いき

や，皆で「リ・クリエイトすることができる」，つまり，それはポピュラー音楽に限らず，クラ

シック音楽に限らず，先生がというか音楽の授業を担当する人が，思い入れのある，これは自

信があると自分が思うそういう教材で，それを「リ・クリエイトする(共創する)」プロセスを

作ることが重要であるとおっしゃっていただいたんですね。私は普段授業をやっているときに，

リ・クリエイトするプロセスをあまり意識していない部分が正直あって，それを伺ったあとの

講義では意識としてちょっと違った部分がありました。それが今回のＫＵＰＩの講義は，残念

ながらそれを意識する前だったので活かすことはできなかったんです。音楽を実践で伝える以

外に，音楽文化史の話で，社会と音楽との関係とか，どういうふうに人が音楽と付き合ってい

くかとか，音楽がどう社会にあるのかということを話していく中でどういうふうに「リ・クリ
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エイトする」プロセスを組み込んでいこうかなという点は，来年の自分自身の課題です。 

 

●はじめて授業をしてみて 

 

河南先生：ありがとうございます。清野先生いかがですか。 

清野先生：初めてここに参加させていただいて，授業の内容としては野生動物の骨格標本を使っ

て肉食と草食，肉を食べるものと草をたべるものの違いを標本を触りながら学ぶっていうこと

をさせていただきました。で，やっぱり動作を入れた，動物の動きみたいなことをイメージす

るような話の進め方の時は，すごいリアクションがよかったんですけど。 

一同：（笑） 

清野先生：そのあと板書とかにはいると，なんかこう，止まる，みたいな感じでした。動作であ

ったり，物があったほうが，コミュニケーションがうまくいくなと思った一方で，板書であっ

たり，とうとうと語りかけるみたいなものを大学らしさとすれば，場が盛り上がることと，そ

の大学らしさを求める部分の，どっちのほうにふりながらやるのがいいのかなっていうのを授

業をしながら考えた部分がありました。 

 2 回目の授業では，動物たちが種を運んで森をつくるっていう話を，植物の実物とかも持っ

て来ながらやってたんですけど，最後の外来種問題の話が答えのない問いで，ふつうの研究者

の間でも答えの出ていない問題をみなさんに問いかけたことで，またフリーズしてしまって。 

 河南先生が最後に「こういう答えのないことを考えるのも大学だからね」ていう風に仰って

いただいて，そこでみんな落ちたというところがあったので。そういう意味では，こちらが伝

えたいとか，あるいは一緒に楽しみたいと思ってることと，求められるもの，あるいは本人た

ちは求めなくても潜在的に提供できるものの授業のスタイルみたいなところで，落としどころ

は結構難しいなと思って今年やらせていただきました。2 回目の授業で，種子散布の中で動物

たちが食べてフン（うんち）をする話をしたのですけど。わたしの髪型とかを，かわいいねっ

て，お母さんに似てるとか言って褒めてくれた男子学生が，わたしが「うんち」て言った瞬間

に，むっちゃキレたんですよ。いい感じに関係をつくっていたんですけどね。 

一同：へー！ 

清野先生：「言うな」って言って。わたしが「とりのうんちが」ってずっと言うからすごい怒っち

ゃって，それ以降，話，できなくなっちゃって。（笑） 

一同：（笑） 

清野先生：だけど，森をつくる話にそれは不可欠なんですよね。だからずっとフンを連呼して，

その男子学生は無反応，という出来事がありました。（笑） 

一同：（笑） 

清野先生：生きるっていうことを話すと，食べるって話も必要で，そうすると必ず出てくるんで

すよね。出来事として，それはそれ，ですよね。だから，それはそれ，これはこれ，っていう

風に，入らないっていうことこそが，障害を持ちながら学ぶところの難しさなのかなと思った

り。 

河南先生：音楽なんかでも，大きな音はいやだっていう。楽器演奏はいやだとか，そういうなの

から逃げたり，耳をふさいだりってするＫＵＰＩ学生が居たんですよね。だから，それも障害
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のある方たちにはいろんな感受性があるので，そこは配慮が必要なんですけど。でもそこを気

にしていたら授業展開できないところもありますから。確かにね，難しい課題ですね。 

河南先生：稲原先生，何かありますでしょうか。 

 

●学問の専門性と「わかりやすさ」の両立 

 

稲原先生：2 年目は河南先生と相談して，内容を端折って，言語を少なくしました。先ほど清野

先生が仰ったように，ＫＵＰＩ生がせっかく大学に通っているから，学問を教えたほうが良い

のか，それとも彼らに分かるように教えたほうが良いのかという葛藤がありました。私自身も

障がい者だから彼らの気持ちを少し理解できるのですが，何が一番悔しく思うのかと自問する

と，次のようなことが挙げられると思います。障害があるからという理由で，他者から馬鹿に

されたり，子ども扱いされたりするのが一番傷つきますし，残念な気持ちになります。ＫＵＰ

Ｉ生も同じような気持ちになるのであれば，授業のレベルを落としたらいけないというような

葛藤が生じました。1 年目は，講義を 3 回しました。しかし，3 回は負担が大きく感じて，準備

が大変でした。私としては，2 年目は，1 年目の経験を踏まえたからかもしれませんが，負担が

少し軽減されました。回数は 2 回が限度だと思いました。 

河南先生：大体 2 回くらいはちょうどね，確かにいい感じですよね。今年，稲原先生は，自分と

は何かっていうテーマで自分図を書こうという，そういう作業というかワークを入れはったん

ですね。それと，多様性を認め合おうということでオリジナル T シャツのデザインを考えて，

それを書きましょうという風に考えて，いろんな想いとか違いがあるよねということを作業を

通して，作品を通して学ぶという風にされて，すごくよかったです。学生のほうも，ずっと聞

いてるよりはそういう場面があったりする方が入りやすいっていうのはあると実感しました。

でも哲学の本質を忘れないできちんと教えておられるということを学びましたね。 

赤木先生：今，先生方のお話聞いてて学問の専門性とわかりやすさと楽しさを両立させるって難

しいよなぁ，なんか私たちにとってもすごくチャレンジングなことだなっていうのは，聞いて

て思いました。自分もそれはどうしたもんかなぁっていうのは，なんか悩みながらで，あっす

いません。オチがない(笑) 

一同：(笑) 

赤木先生：今なんかいいこと言おうと思ったらなかったです。私の方は二つあります。一つは当

事者研究です。私は水曜日の授業の最初の三回で，昨年に続いて当事者研究をやったんですが，

正直今年は難しかったかなっていうのが率直な印象です。理由は二つあって，一つはやっぱり

メンターさんが 10 月はいなかったので。去年は，メンターさんも自分の悩みを話す，バイト辞

めたりとか，私もしんどいとか，お互いに聞きあう関係がうまくできてたんですけど，当事者

研究は悩みを解決するというよりは自分の悩みを聞いてくれる人たちがいるっていうのが，実

は表現する土台になってたなっていうのを今年わかりました。去年はよく分かってなかったん

ですが，そこがちょっとうまくいってなかったかなと思います。ただよかったのはメンターが

いないことでＫＵＰＩ生同士が，ぶつかり合わざるを得なくなったことはよかったかと思いま

す。例えば，あるＫＵＰＩ生に呼び出されて，「ちょっと，彼に甘いんちゃうかな」みたいな指

導を受けたこともありました。でも次回は，「いや，俺も考え方変えて，あいつと仲良くするこ
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とにした」などのやりとりがありました。 

黒崎さん：すごい 

赤木先生：みんな，葛藤がある部分もいろいろ考える機会にはなったのはあります。 

 金曜日に実施した体験新喜劇に関して言うと，ここまで出てきた悩みとも関係しますが，や

っぱり大きい音が苦手な人がいて，トラブルはありました。そのなかで参考になったのは，，砂

川さんの対応です。砂川さんが「どうしたいですか？」って，よくＫＵＰＩ生に直接聞かはる

んですよね。それですべて解決になったわけではないんですが，聞いてみるって大事なんやな

ーと感じました。このように，砂川さんがＫＵＰＩ生に，聞かれていたことが結果として体験

新喜劇での「相手のことを待つ，聞く」姿が出たのだと思います。今年はテンポはゆっくりで，

ワーって喋る人は少ないんですけど，それ以上に，なごやかな新喜劇になったかなっていうの

は感じました。 

河南先生：学問としての専門性をどう教えるかということと，KUP 学生に合わせた分かりやすさ，

その関係の難しさについて，いかがでしょうか。 

大田先生：実はアメリカ音楽史の専門家のアメリカの大学の友人に，プログラムを説明して,「今

度，ＫＵＰＩ生を対象に私の音楽文化史という専門からアプローチしてこういう授業をするん

だけど」と話をしたら，ちょっとびっくりされてしまいまして,つまり，「そういうことは専門

家がやるのではないのか」と指摘してくれたのですね。つまり,対象の学生が何を求めているの

かということを,きちんと学問的にというか，経験を積んだ人がそのプログラムで継続的に，一

人一人を見ながら，プログラムを作っていくという, そういう専門性が必要じゃないかと言わ

れまして 

赤木先生：それは学問の専門性ではなく，障がいとか特別支援の専門職がっていうことですよね， 

大田先生：基本的には音楽の分野でいくと音楽療法は障害がある人に向けて，障害のある人だけ

が対象っていうわけではないですけれども，そういう経験を積んでいる分野じゃないですか。

私たち，そのミュージック・ヒストリアンが音楽の歴史を研究する人たちが,どういうアプロー

チができるの？ということですね。ほんとに,そこは私もチャレンジングだなぁと思っていて，

正直これを自分はできるのかどうかっていうのを本当に悩みました。ただ，私の学問の世界も

そのチャレンジによって開くのかもしれないとの思いが正直あって，だから私は実はＫＵＰＩ

生から与えられている方が多いんですよ。だからいつも,すごくとてつもない問をたくさんもら

って帰る気持ちになる。 

一同：（笑） 

大田先生：本当にそれで悩みが深いというか。私に足りないというか，普通に話しているんだけ

れど，本当は誰にも届いていなかったのかもしれないなという恐ろしさもありまして。ただ専

門にメソッドが確立している分野だけが，ＫＵＰＩの授業の対象じゃないということが，私は

逆に面白いというか，世界自体を，ちょっと普通を揺るがすというか，そういう風にもとれる

のかなと思ってやらしていただいていて。なので, 岡崎先生のコメントを読ませていただいて

いても，やっぱり経験があるというのがすごく表れてて，それは分野によって違うなというの

は正直感じています。 

河南先生：確かに岡崎先生は対応が上手ですよね。ただそれぞれの専門性は特徴があるので，僕

は大田先生の授業の面白いところは，そういう音楽の持っている背景とか歴史をね，やっぱり
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知ることの意味をずいぶん学んだので，学生がどこまで分かったのかということとは別にね，

そういうことをきちっと伝えるっていうのも大事なことだとは思うんです。 

大田先生：やっぱり素で音楽に会ったとき，音に出会ったときと，その音楽がこういう風に流れ

ていたんだよとか，こういう人が作ったんだよっていう風に言うと，音楽の聞こえ方が違うの

かなというところは普通にはやっているんですけど。ただそれは，最終的にその音楽と自分自

身の関係性っていうのが結ばれたときに，一番実感として腑に落ちるものであって，そこが難

しくて，「つまらない音楽を聴かさないでよ」っていう怒りを時々感じました（笑） 

一同：（笑） 

大田先生：だからそれで，「面白い音楽ってなんなのだろうな」とか，そこは問うてしまうとこ

ろなんですけどね。 

 

●剥製を用いた授業：日常の見え方が変わる 

 

河南先生：清野先生，自然科学の分野を初めて授業で入れたんですけど，色んな分野が自然科学

の中でもあると思うんですね。なぜああいう切り口で教材として用意されたのか，その辺はど

うなんでしょう。 

清野先生：本当は大きい，本当のサイズの標本を持ってきたかったんです。剥製ですね。剥製を

つかって，学んでもよかった。でも本当は山に一緒に行きたい。一番は。 

一同：（笑） 

清野先生：それは出来ないから仕方なく剥製で我慢するとして，でも剥製を見るのと骨を見るの

とでは切り口が違います。今まで骨格標本を使った授業をやったことがなかったのですが，骨

格から本体を想像するっていうことを彼らと一緒にやったらどうなるかなーと思ってチャレン

ジをしたところがあります。学生と骨見て山で遊んでいてもあまり盛り上がらないですけど，

ＫＵＰＩの皆さんはすごいよかったです，リアクションが。 

黒崎さん：最初はおっかなびっくりでしたよね。そのうちかパカパカあけて（笑） 

一同：（笑） 

清野先生：壊れても良いような感じでね。壊れたらだめですけど（笑）。ＫＵＰＩ生の着眼点が

すごい繊細で，こちらが気づくかな？ と思うポイントにも，しっかりと気づいてくれる。奥行

きの話だったりとか立体視もそうですけど，そのあたりの発言がちゃんと出てきた感じを見た

ときに，実物を用いていろいろ考えるってのは有効なんだなと思いました。むしろ彼らの方が

普通の学生たちとやるよりも既存の知識が入ってないので，色んなことが出てくる。メンター

さんなんかは驚いていたんじゃないですか。自分の思わないようなことが出てくるっていう。 

黒崎さん：1つの標本に対して，ＫＵＰＩ生が大体 2 人ぐらいたんですけど，そこでＫＵＰＩ同

士，メンターさんのサポートはもちろんあったんですけど，ＫＵＰＩ生同士の会話が生まれた

りっていうのもすごい良かったって振り返りで出てましたね。 

河南先生：アライグマの鼻と鹿の鼻の骨を見て，どこがどう違うのかという話をした時に，学生

の方がね，鼻の奥がごちゃごちゃしてるとか，密度が濃いとか言う発言をして深まりましたね。 

清野先生：そうですね。嗅覚が鋭いとそれだけ表面積が多いので，骨も構造がすごい密になって

るんですよ。鹿は単純な骨になってるんですけど。そこもすぐ見つけてくれましたし，想像も
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していない動物を皆さん想像してくれて，この動物は何でしょうというところからスタートし

たんですけど，シマウマとか色んな動物の名前が出てきて（笑） 

河南先生：闘牛っていうのも（笑） 

一同：（笑） 

清野先生：こっちからするとまさかねっていうようなオチが聞けたのは面白かったなと思います。 

黒崎さん：皆さん「ダーウィンが来た」が大好きで，あれを見ている学生が多いので，特に動物

とか好きでしたよね。 

清野先生：私の授業の目的はさっきの大田先生と同じで日常の身の回りの自然の見え方が変わる

というところを知ってほしいと思っているので，できるだけ日常に出てきそうなものを題材に

したかったんですけど，アライグマとか鹿とかはやっぱあんまり触ることがないので，ちょっ

と遠いところからになりました。身近なところじゃなくて。蟻とかじゃなくて（笑） 

一同：（笑） 

赤木先生：以前に，「蟻を食べる」というワークショップを清野先生とやったんですけど，確か

にあれ以来，今なくなりましたけど，やっぱ大きい蟻と小さい蟻で味が違うんですよ，すると，

日常の蟻の見え方が変わりました。「見え方が変わる」というのをすごく実感しました。 

 

●ＫＵＰＩ生と哲学 

 

河南先生：ありがとうございます。稲原先生の専門性としては確かに難しい分野だと思うんです

けど，そのテーマをどう学生にわかりやすくと言うところ，苦労されたと思うんですけど。 

稲原先生：とても苦労しましたね。哲学者は特に表現の手段を言語に頼り過ぎて生きていること

もあって，私なりに色々内省しました。1 年目の授業実践は特に反省点が多かったと思います。

2 年目の実践は少し路線を変更したので，手応えがありました。ＫＵＰＩ生に合った教材を考

えて，工夫したいと思います。 

河南先生：差別とか障害者が社会で嫌な思いをしたとかそういうことについて，本当は切り込み

たかったんじゃないかなと思ったんですけど，そこはどうですか。 

稲原先生：本当はＫＵＰＩ生の皆さんに色々考えてほしくて，PowerPoint の原稿を準備していま

したが，内容が複雑かつ長くなり過ぎたので，から多くの部分を割愛しました。自分の権利（人

権）について彼らに考えるきっかけになれば良いと思ったのですが，こういうことを言い出す

と，「障害」の本質を考える必要が出てくるので，あまり楽しくないです。私自身にとって，

哲学がエンパワメントにつながったので，そういうところを伝えたかったのですが，難しかっ

たですね。「私らしく今を生きる」ことの大切さや，互いの人権を尊重し，誰もが自分らしく

生きることのできる社会を築くにはどうすればよいのかを考えたかったのですが，場の雰囲気

が暗くなりそうだったので，やめました。こうとする意欲が感じられます。私自身も権利ある

ことを承知しているのですが，障害という呪縛から自分を解放できません。他者からの眼差し

や語りかけを内面化しているので，「ああ，（言語障害のある）私が頑張って話しても，誰も

わかってくれないだろうし，もう喋るのをやめよう。」と，思ってしまいます。このような個々

人の経験に基づいて障害を考えられるように工夫できれば，ＫＵＰＩ生のこれからの人生に役

に立つのではないかと考えていたのですが…。このような授業は全然楽しくないのです。 
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一同：（笑） 

稲原先生：そう，楽しくない（笑）。２年目の授業は「楽しさ」に拘ってしまいました（笑） 

河南先生：そうですね。ただ，彼らも，そういう経験はたくさんしていると思うので，そこが出

せるのも一つの授業ではありますけど，意外と彼らは，その…，強いですからね。この社会で

生きている。そういう意味では，いい発言が出るかもしれなかった。 

稲原先生：そうですね。私より彼らの方が強いかもしれませんね。私は，ずっと健常者中心社で

生きてきて，健常者の価値観や規範が頭の中に入っているので，頭の中のそれらを壊せずにい

ます。しかし，ＫＵＰＩ生は健常者社会の中に入っているけど，私とは異なる入り方をしてい

るのではないかと思うようになりました。おそらく私より健常者の規範に囚われない生き方を

しているのではないでしょうか。（私のほうが彼らから学びました。）彼らの表現はとても豊か

ですし，授業で「自分」と周囲の人の関係性を考えた時も，一人一人のユニークさが出て来て，

本当に興味深かったですね。それは，彼らが規範の枠を超えていけるような力を持っているか

らだと思います。その面は，羨ましいかもしれませんね。 

 

●金曜日の自由な授業の様子 

 

河南先生：黒崎さんは金曜日の授業をされて，何か感じておられればお話ください。 

黒崎さん：金曜日は本当に自由で，ＫＵＰＩ生のやりたいことを，みんなで話し合って進めても

らっていいよって，津田先生からも伺っていて。 

 それぞれの授業でこの学生は声が大きい，音がうるさいとか，いろいろ出てくるのが全部，

金曜日，話し合いでも出てくるんですね。その中で，だんだんこう，10 月では，みんなが壁を

見てたような感じが，ちょっとずつ話し合い参加していったりだとか，お互いを，話し合いを

重ねて認め合えるようになったりっていうのがあって…。 

 私が思っていたのは，話し合いを最短距離で行かずに，発言するのが苦手なＫＵＰＩ生も，

メンターさんがサポートしたら，一緒に意見言えてたりするので，できるだけみんなの意見を

聞いて，今回はこれをしよか，じゃあ多数決取ろか，っていう風に，みんなの声をなるべく，

すくって進めていくように，メンターさんと話し合いながら進めました。大きく分けると，金

曜研究室っていう研究やったり，赤木先生や砂川先生にお世話になった新喜劇があったりって

いうのだったんですけど，今年は構内でしかっていうことで，初めて体育館をお借りしたんで

すね。それがすごい盛り上がったんですね。体育っていう感じでもないので，結局は，遊びに

なって，その辺の楽しさが大きかったとは思うんですけど，体育館自体，行ったのがみんな久

しぶりで。 

赤木先生：あー，そうか。 

黒崎さん：高校以来じゃないですか。二十歳ぐらいのＫＵＰＩ生もいるんですけど，「体育館や…！」

みたいな(笑)。私が持って行った大・中・小のボールしかない。さぁ，これで何するって言っ

たら，やっぱりもう，みんなベースを作ってキックベースをやったりとか，何もなくてもでき

るドロケイで大盛り上がりしたりとか，小学校以来の「だるまさんがころんだ」したりとか，

最後にアンケート取らせてもらった時でも，遊びの要素が強かったからかもしれないんですけ

ど，ああいうのが良かったって。それを受けてメンターさんも，アクティビティの授業があっ
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てもいいよね。先生もいらっしゃるよねっていうのが出てたので，そういうのも感じさせてい

ただけるプログラムでした。 

河南先生：ありがとうございます。津田先生，何か火曜日の授業を通して，今までの意見で感じ

ておられることはありますか。 

 

●火曜日の授業：民主主義を教える／学ぶ 

 

津田先生：今年はあんまり授業がなかったので，去年はですね，最初に社会教育の話をして，み

んなフリーズしたんですけれどね(笑) 

一同：(笑) 

津田先生：社会教育っていうのは，民主主義と関係がすごく深いので，民主主義の話をポロッと

したら，民主主義ってなんだ？みたいな感じになったんですよ。民主主義って，すごく基本的

なことだと思ったので，民主主義のことについて，ちゃんとやったほうが良いなみたいに思っ

て，グループワークをしたんですね。火曜日はずっと僕が授業を担当で，自由度が効くのでね，

3，4 回，もっと使ったかな…，民主主義をテーマにした寸劇づくりをグループに分かれてやり

ましょう，ということをやったんですね。で，僕，そういう展開がね，ＫＵＰＩの中でのおも

しろさだという風に思っていて，しかもですね，民主主義の話をしたときにも，それこそ民主

主義っぽい話をするグループもあるし，「それと民主主義ってどう関係するの？」みたいなこと

をテーマにしてたりしていてというようなグループもあって，例えば，歩きたばこかな？とか

歩きスマホみたいなことを出してきて，これが自分の民主主義だみたいなね，話をするグルー

プで。こちらでなんかこう解釈しなくちゃいけないっていう…(笑) 

一同：(笑) 

津田先生：彼らなりに腑に落ちる解釈って，彼らと対象との関係を表していると思うんですよ。

それがそれぞれみんな違うというところがおもしろさです。こちら側がこう解釈しなくちゃいけ

ないんだよみたいなことが，あんまり強く出てしまうと，一気に面白くなくなっちゃうみたいな

感じがするんですよね。それこそだから，リ・クリエイト，つまりその場その場で意味が再創造

されていくのがＫＵＰＩの魅力だと思うんです。 

 こちらが一言言ったことに対して，それがいろんな意味付けがされて，違うものに変質してい

くっていうところがもっと追及されてもいいなっていう気がします。で，去年のＫＵＰＩ学生の

感想にね，「稲原先生の授業は分からないのが良かった」と。 

稲原先生：(笑) 

津田先生：しかも，「簡単なことほど難しい」みたいなことが書いてあって，で，あれでしょ，動

物…，「あなたたちは自分のことを動物に例えると何に例えますか？」みたいな話だったんでし

ょ？ サルとかウサギとかって言って，で，稲原先生が，「なぜそう思うの？」っていう風に言

ったんでしょ？ 

稲原先生：そうです。 

津田先生：それすごく難しいじゃないですか。簡単な入口だけどすごく深いっていうね。で，そ

れがなんていうのかな，もちろん，ＫＵＰＩ学生にとっては楽しい経験ではないけれども，物

事を考えていくときのすじ道みたいなことを示していると思うし，ちゃんと考えるとやっぱり
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何事でも難しいっていうところ？が，ＫＵＰＩ学生にも届いているなという風に感じた一文だ

ったんですよね。みんなそういう経験をしているとは限らないけれども，何人かの人でもそう

いう経験ができているっていうのは凄いことだなって思うんですよね。ですから，2 時間って

いう枠の中で，そういう自由度を作っていくのって結構難しいのかもしれないなと思って。で，

余分の 1 時間があるっていう 3 時間っていうね，枠の方が，ホントはいいんじゃないかなって

僕は思ったりしますね。 

稲原先生：あー，3 回のほうが良いという考え方もありますね。 

津田先生：うん，2 時間だと自分の思った通りに進めて 2時間たっちゃうじゃないですか。 

一同：うん… 

河南先生：ちょっと今までの感想とか教材作りとか，そういったことに触れて意見を聞かしても

らいましたが，赤木先生なにか一言…共有のまとめを。 

赤木先生：やっぱり，オーセンティックって言われますけど，真正の学びとか，学問の本質的な

部分は，手放したらあかんねやろなと思いました。ただ，それをむき出しの形で，はいっ，っ

ていってもそれは違う話で，どういう風に入り口を作るかや，同時に一緒に作っていく部分で

もありますよね。たどり着き方はホントに，その場その場で一緒に考えていくしかないのかな

と感じます。津田先生のお話，「分からないけどよかった」？「簡単なことほど難しい」？ 凄

いですよね。学問の本質ですよね。 

大田先生：そうですね。 

赤木先生：たぶんそれって，入る前にはＫＵＰＩ学生は，実感としては持っててなかったので，

この大学の中で，それが発見出来たらもう，卒業してもいい…(笑) 

一同：(笑) 

赤木先生：…ぐらいだな，とは思うんですけど，それをどうするかっていうのは難しいな。2 回

でどう伝えるのかっていうのは…。すみません，感想です。 

 

●大学で学ぶことの意味：「変人」と出会う／張り合う 

 

河南先生：はい，ありがとうございました。そしたら，ちょっと 3 つ目の話題の方に入りたいと

思います。こういった知的障害を持った人たちが大学で本格的に学ぶっていうのは，本当に新

しい試みで，このこと自体が非常にチャレンジです。神戸大は，幸いにも大学という場所が提

供されて，大学の先生方がこうやって授業をされてですね，非常に協力的であるということと，

メンターの学生がしっかりついて，サポートしてくれる。しかもメンターさんがすごく，私も

助けられましたけど，優秀なんですね。とっても上手に関わってくれるし，本当に同じ世代と

して，友達感覚で入ってくれるので，すごく助かりました。こういうメンターさんに恵まれて

いることとか，本当に神戸大は大学当局の支えもあるし，すごいなというのは実感です。 

 ですが，この新しいこの試みは文科省の委託事業でもあって，これから私たちの取り組みを

発信していかないといけないと思うんですけど，もともと知的障害をお持ちの人が，大学で学

ぶことの意味ですね，あるいは大学でキャンパスライフを楽しむということの意味，ここらあ

たりを少し深めながらこういうチャレンジが，もっと全国に広がるといいなという風に思って

います。この課題について少しフリーにご意見いただけたらと，はい。 
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清野先生：そうですね。さっき大田先生が障害の特性に応じて教授方法を変える，とかあるいは

そのプロでないとそういうことをしないんじゃないかと言われたということを聞きながら，ず

っと考えてたのですが，それが自分の研究や自分の考え方にフィードバックされてる良い部分

があるんですよね。私が大学時代に一番感銘を受けた先生はボソボソとしか喋らなかったので

すが， 

一同：（笑） 

清野先生：なんていうんでしょう，伝えようというつもりがほとんどないようにしか思えなかっ

たんですけど，でも話してる内容はすごく面白かった。でもその変人に会えたことが（笑），内

容とかどうでもよくて，それが良かった。そういう意味でいうと大学って変人の集まりなので

（笑） 

一同：（笑） 

赤木先生：編集せずにこのまま進めましょう（笑）。「変人の集まり」は事実です（笑）。 

一同：（笑） 

清野先生：何かを極めたすごく変な人の集まりだとすると，その人に会うという意味で平等かな

と。自然の事を障害の特性に合わせてうまく話ができるというよりも，なんかもう変なものに

すごいこだわって，さっきから延々と喋ってるっていう変な人に会うっていうところ。そこに

実は僕はあれが好きなんだよなって張り合ってくる感じ？ 

 ダーウィンのテレビ見て僕はこれを知ってるってあるＫＵＰＩ学生が張り合ってきたり，別

のＫＵＰＩ学生は結構いい感じのこと言ってくれたりする，その張り合い感がやっぱ研究者と

の出会いかなって。大学はそこが面白いところかなっていう風に思ってて。そういう意味では

そういう風な，対等にこうやりあうことができるようなスタンスの先生たちだったらいいなと

思うところです。だけど，知識をずっと一方的に与えるというような方法でしかやりたくない，

あるいはやれない場合もありますよね。そこらへんの先生方が授業を持つのはＫＵＰＩでは難

しいのかなとも思ったり。それが別に悪いことじゃないけれど，多分神戸大の先生は対話をし

ながら，呼応しながらやられる先生なのかなという風に思います。 

 

●ＫＵＰＩ生の学び：「ＫＵＰＩで大事にされた」 

 

河南先生：黒崎さん，親御さんの意見とか，色々聞いておられると思うんですけど，どんな感想

でした？ 

黒崎さん：たまにメールとかさせていただくんですけども，新しい学び，学びは学びでもただほ

んとに勉強するだけじゃなくて，それを含めてこのＫＵＰＩでは同年代の人と喋ったりとか，

普段は作業所と家との往復だけで，たまに高校の時の同級生と親も一緒にこう出かけるってい

うそういうのしかなかったのが，一人で通学して，それでメンターさんやＫＵＰＩ生の同年代

の方と喋って，夜８時まで一緒に過ごして，っていうのを週三回やっていくと，すごく変わっ

てきたっていうのをメールで時々いただいてましたね。一人で通学してはる人が何人かいて，

その人たちは特に親御さんもご本人もすごく自信に繋がってるんですね。いつも通りのちゃん

と決まったルートで来るんだけれど，JR が遅れてしまって対応しなくっちゃいけないとか。そ

ういうのが，授業来るまでもみなさん学びというか経験になってらっしゃるっていうのを本人
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からも聞きますし，親御さんからもそこが強くなったっていうのを聞いて。大学に行って勉強

するだけじゃなくてそれ以外にも多く経験されたのかなというのは感じますね。 

河南先生：皆，昼間は働いたりしながら，夜来るというそれだけでも大変なんですけど，そこに

彼らが何を求めて来るのかというところがね，とても学ぶことの意義がそこにあると思うんで

すけど。あるＫＵＰＩ生は，学校を卒業してから，時間経ってるんですけどね。彼女が感想で

最後に言ったのが，私はＫＵＰＩでとても大事にされた，自分が大事にされたっていうことを

言ったんですね。そういうことが実感として持てるような学べる所が，彼らには時々必要なん

じゃないかという風に感じましたね。稲原先生どうですか？ 

稲原先生：私はもっと障害がある方々やマイナー性を持っている方々が街を自由に歩いたり，普

通に大学に通えたりするような社会を目指したいと思って教員になったので，このプログラム

には賛同してもしきれないという想いがあります。もうすでに言及されていたのですが，（オー

ストラリアやイギリスの大学に留学した経験を振り返りながら，）海外の大学には，キャンパス

の中に沢山障害ある方々（学生・教職員）が普通に生活していて，「なんだ，これは！」と感嘆

しました。私はそこで周囲の人々からとても大切にしてもらいました。もうかれこれ 30 年ほど

前の経験ですが，大学の障害学生に対する支援がとても手厚かったので，助かりました。例え

ば，ノートテイカーが講義のノートを取ってくれたり，試験時間を延長してくれたり，色々な

支援をしてくれました。先生たちも色々な手段を使って，私とコミュニケーションをとってく

れました。当時の日本では，このような支援はほとんどありませんでした。本当にびっくりし

たし，幸せな時間でした。私が海外で経験した生活と同じようなことがＫＵＰＩの活動を通し

て可能になっていくのではないかと思います。大学のキャンパスにもっと障害のある人々が増

えていくことで，自分を健常者だと思っている学生さんたちにも，良い経験になると思います。 

 私は神戸大学に赴任してもうすぐ 5 年になります。最初は，障害のある教員がここにいても

良いのだろうかと半信半疑でした。しかし，年々助けてくれる学生さんが増えてきて，障害の

ある教員がいる空間が日常だと思ってくれるようになりました。私が SOS を出さなくても，困

っていると察したら，私に近づいて，助けてくれたりすることが多くなりました。障害者が身

近に存在するということが今までなかったという学生さんがとても多くいるし，知らないから

怖くなり，知らないから無視するのです。ある学生に「鶴甲第 2 キャンパスの中に，障害のあ

る人々が多くいる」って言われました。「うん，多いけどそれがどうしたの？」って彼に尋ねて

みました。それまでの彼には障害のある方々と友達になったり，障害のある方が先生だったり

という経験がなかったから，身近な存在として把握できるようにならなかったそうです。ＫＵ

ＰＩ生が存在し，そしてこのプロジェクトに関わる学生さんが増えれば，少しずつインクルー

シブな場が出来上がってくると期待しています。 

河南先生：ありがとうございます。そしたら次は赤木先生の方でコメントをいただいて，最後に

津田先生，まとめてもらえますか。 

 

●ＫＵＰＩは究極のレクレーション 

 

赤木先生：今の話を聞いて，改めてＫＵＰＩ生を見ていたりして思うのは，1 つはこのＫＵＰＩ

のプログラムは究極のレクレーションやなっていう気がしました(笑)。 
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一同：(笑) 

赤木先生：まあはっきり言って普段の生活には何の役にも立ちません，ここだけの話。難しい話

を聞いたり，寸劇しても，すぐに役には立ちません。でも，こんな贅沢なことないですよね。

普段聞けない話を聞いて，お互いに分からんと言い合えたり。今までどちらかというと答えは

1 つだと教えられてきたのが，「先生らも分かってへん」みたいな感じじゃないですか。 

清野先生・稲原先生：(笑) 

赤木先生：そういう時間を共有できたり，体育館を贅沢に使ったり，普段出会わない大学生と一

緒に喋ったり。こんな贅沢な時間を健常者だけが持っているのは，非常にそれは不当な行いだ

なと思いました。レクリエーションは“re-create”（リ・クリエイト）ですよね，そういう贅

沢な時間を通過するから日々の生活がまた違って見えたり，違って作り替えられるっていう，

そういうのって本当に大事なんだなっていうのを感じたのが 1 つです。もう 1 つは，メンター

さんがここまでＫＵＰＩに…引き寄せられてますよね，あれ。 

河南先生：はい。 

赤木先生：10 月も何人かは，バイト代もないしこんな緊急事態宣言で，10 月は対面(授業)もほと

んど始まってなかったのに，こっそり来るんですよ。闇営業を…。 

一同：(笑) 

赤木先生：いや，闇ボランティアをするんですよ。バイト代も出ないのにＫＵＰＩに来るんです

よね。これ何やろなと思って。面白いなーと思って。ちょっとまだ，オチが今思いつかないん

ですけど。 

一同：(笑) 

赤木先生：…(長考)何かあるんですよ。 

河南先生：それは後にしますか。 

赤木先生：はい，それは編集で加筆しておきますので大丈夫です。以上です。 

一同：(笑) 

 

●「宇宙を学んで何の役にたつ？」「より良く生きるため」 

 

河南先生：伊藤先生今日来られていないんですけど，伊藤先生は宇宙の話をされたんです。で，

とっても難しい話なんです，正直。 

稲原先生：(笑) 

河南先生：でも，最後に質問にメンターさんとＫＵＰＩの学生が一緒に聞きに行ったんですよね，

こっそり。何を聞いたのと言うと，「138 億年前のことを知って何になるんですか」と。 

一同：(笑) 

河南先生：「生活で役に立つんですか」と。そしたらね，伊藤先生はこうおっしゃったんです。ず

いぶん悩んではりましたけど。「例えば，人間は自分が知らないことを知りたいと思うやろ。知

らないことを知りたいというのが人間なんだ」と。「未知のことを知りたい。つまりそういくこ

とを絶え間なく知ろうとする人間の姿というかね，それがまさに『より良く生きるための科学

と文化』なんだ」っていうことをおっしゃっていました。で，すごいなと思って。 

赤木先生：拍手 
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河南先生：オチになりませんが(笑)。 

一同：(笑) 

赤木先生：オチになりました。 

 

●同じ世代の青年どうし学ぶ：「違い」とは距離をおいたところで 

 

津田先生：まとめにならないですけどね，皆さんの話すごい共感するところが多くて。良かった

なと思います，今日皆さんとお話しできて。僕の授業はメンター学生が少数いて，あとは一般

学生，通常の授業を受けている学生がいたんですね。で，その通常学生がちゃんと学ばなくち

ゃいけないという側面と，ＫＵＰＩ学生にも良い経験をしてもらいたいという，このダブルの

配慮の中でやるというところで，とても緊張しながら授業を組み立てているっていうのが本音

だったんです。で，今年はですね，なぜかそこに GSP が絡んできて…。 

一同：(笑) 

津田先生：で，イギリスと WEB で交流すると。そこに GSP（注：国際人間科学部の海外研修プロ

グラム）の学生が翻訳と通訳に入るっていうね，さらにめんどくさい仕掛けを思いついてしま

って。 

一同：(笑) 

津田先生：で，結果が成功だったか失敗だったか全然分からないんです。ＫＵＰＩ学生も，特に

メンター学生がちょっと「これどうなんだ」みたいなことを反応としてはもらっていたんです

が…。案外ですね，一般学生はみんなとても好評なコメントを寄越してくれていて。おそらく

皆さんがおっしゃっていたみたいに，授業の形式としてＫＵＰＩ学生と一緒に学ぶというよう

なことがとても新鮮だったんでしょう。戸惑いももちろんあったんだと思いますけども，共に

学ぶっていうことができるんだっていうことに気がついたというか，その驚きが好意的な評価

につながっているんだなという風に思います。今年はそんなので僕自身良かったのか悪かった

のかというところで評価しにくい。 

 去年はライフストーリーの実践をしたんです。一般学生とＫＵＰＩ学生がだいたい 2 人ペア

になって，自分の人生について語り合うと。ねらいとしては経験の違いみたいなところを浮き

彫りにしていって，自分の持っている経験が当たり前の経験じゃないっていうことにお互い気

づき合うことをねらいとしてやったんですが…。彼らが響き合ったのは「同じ世代の青年どう

し」っていうところでの共通点なんですよね。どちらかというとみんながすごく良かったとい

う風に言っていたのは，例えばＫＵＰＩ学生が一般学生にも悩みがあってね，自分がその悩み

を聞いてアドバイスができる，みたいなね。そういう関係に楽しさを感じたり共感が生まれた

りしたっていうところが僕自身も発見というか。違いみたいなところにクローズアップしてし

まうような研究者としての習性を少し反省させられたところがありました。 

 知的障害があるかないかっていうのももちろん社会の中では重要な，大きな意味を持ってい

るんだという風に思いますけれども，その違いみたいなことに社会があまりにもクローズアッ

プしすぎてしまって，同じっていう側面がないがしろにされている。この「同じである」って

いうところにフォーカスして，一緒に学び合えるっていう状況を作るということがあってもい

いし，またそういったことがあることによってお互い気づきが生まれたりとか，多様性の中で
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良い社会になっていくということがあるんじゃないかということは，僕らも気がつかされたと

ころだと思うし。そういうことを発信していくような実践として，(ＫＵＰＩは)もしかしたら

有効に機能しうるかもしれないなという風に思ったりしています。まとめになっているかは分

かりませんが…。 

一同：拍手 

河南先生：ここで話し合ったことを冊子にまとめてですね，また全国に発信をして，本当に知的

障害のある人たちがこうやって大学で学ぶことはこんなにも楽しいし意義があるよ，というこ

とを伝えていきたいと思います。今日は本当にありがとうございました。 

一同：ありがとうございました。 

 

 

●伊藤真之先生からの文書によるコメント 

 

1. 授業を行った感想や印象に残ったエピソード 

昨年度の印象で，科学的内容については，興味・関心や受容度に幅があるとうでしたが，熱心に

聞いていただいて，ほっとしました。 

 

2. 授業の進め方，内容の精選，教材や配布資料の工夫について 

自分を取り巻く世界としての宇宙について，現代科学が明らかにした世界像や，人間の自然認知

の先端を知ることが，精神的豊かさにつながると考え，今回の内容を設定しました。 

現代天文学，宇宙科学においては，インターネット上で多くの優れた画像，映像が公開されてお

り，“sense of wonder”という意味でそれらを活用しました。 

授業の進め方については，参加者への問いかけなど，双方向のコミュニケーションに努めました

が，十分ではなかったかもしれません。 

 

３，知的障害の人が大学で学ぶ意義や今後についての意見をお願いします 

私の担当分については，大学の授業というよりは，一般の方々を対象とした公開講座に近い内容，

形式でした。その意味で，「公開講座」のような位置づけとするのか，「大学での学び」とするの

が適切であるのか，私自身，答えにたどり着いていません。 

 

 

●岡崎香奈先生からの文書によるコメント 

 

1. 授業を行った感想や印象に残ったエピソード 

・まず，対面で授業ができてよかった，と思っております。特に，私の担当科目が音楽療法だっ

たので，音を出したり，歌ったりする体験が重要でした（もし ZOOM だったら何をしようか悩んだ

と思います）。 

・ＫＵＰＩに限ったことではないのですが，楽器の交替時，その都度アルコールで拭きながら活

動する，という消毒作業が増えました。そのため，本皮や木の楽器が使えない，ということもあ
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りました。 

・楽器で表現する活動の中で，自分のスマホ（Youtube）の音を使う，という学生がいて「斬新だ

なー」と感心しました。 

・第 3 回目授業の替え歌活動のプロセスで，学生間の意見の相違がありました。授業内では，時

間もなく，それについてあえて取り上げませんでしたが，その日の振り返りで河南先生と黒崎さ

んがメンター学生と共にグループ内で議論した内容を，後日共有してくださり，大変助かりまし

た。 

 

2. 授業の進め方，内容の精選，教材や配布資料の工夫について 

・前回とあまり変更はありません。 

・今年新しく加わったことは，ゼミ学生が二人参加し，バイオリンとピアノ演奏を披露してくれ

ました。ＫＵＰＩ学生の中にも音楽家がいましたので，将来的に年齢が近い学生同士で「学習発

表会」みたいなもの（興味のあるテーマの発表，詩の朗読，楽器演奏など）ができるといいな，

と思いました。それによって，メンター学生以外との交流にもなると思います。 

 

3. 「障害者が大学で学ぶことの意義や全国的に門戸を広げていく課題」 

・学ぶことの意義に関しては，ご本人たちやそのご家族にインタビューするのが一番よいと思い

ますが，大学側としては，メンター学生以外の学生と触れ合う機会が増えるといいと思いました。 

・１．の第 3 回目授業後の振り返りの箇所にも書きましたが，ＫＵＰＩの成功の鍵には，河南先

生や黒崎さんのお力が不可欠だと思っています。お二人が繋げてくださっている「学生と教員と

の関わり」はとても重要で，数回しか関わることができない私たち教員に，学生たちの日常の様

子や集団における力動を教えてくださることで，授業がスムーズに行える環境をいただきました。

お二人のような「常に全体を把握」されている方の存在と役割が，これから全国的に門戸を広げ

ていくときの課題になるような気がします。 

 

 

●川地亜弥子先生からの文書によるコメント 

 

1. 授業を行った感想や印象に残ったエピソード 

① 今回も「授業をやってよかった！」というのが一番の感想です。前回は１回の授業でしたが，

今回は２回させて頂けたので，それもよかったです。 

② 昨年度は，全員作文は書いたことがある（入学選考で書いている）けれど，初めて生活綴方

の読みあいを経験するという状況で，本当に試行錯誤でしたが，今年度は昨年度から継続して受

講する人がいらっしゃるので，安心でした。継続して参加する人の作品を紹介したらどうなるか

な…とわくわくしました。期待通りというべきか，１年前のことでもみんなよく覚えていました。

私の授業の内容としては，継続して受講する人がいること，昨年度とは１年たって状況が変わっ

ていることから，今年度の状況にあった新しい内容を加えました。 

③ 障害の有無にかかわらず，こうして集まって学び合うことには意義があると思います。大学

で学ぶことの意義はいろいろありますが，現在進行形で研究をしている人間（大学教員）が関心
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を持っている内容を，ＫＵＰＩ生の人も一緒にわくわくしながら学べる（そうだといいなという

願いも込めて）ということにあると思います。他の人がどんな風に自分の研究している世界に入

ってきてくれるのだろう，ということは，私自身とても興味があるところです。（これは，神戸大

学生に対する普段の授業でも面白いところですが，ＫＵＰＩ生のみなさんは率直にいろんな感想

をつぶやいてくれるので，とてもありがたいです。） 

2. 授業の進め方，内容の精選，教材や配布資料の工夫について 

昨年度の授業で，ＫＵＰＩ生の求めているものや，授業の場でどういうふうにいたい（したい）

のか，が一人一人でずいぶん違う，ということを感じたので，どの学生も満足するところがある

ように…ということは意識しました。理論的な話をきっちり聞きたい人，どんどん作品を書いて

読みたい人，書きたいし書くけれどそれを自分で読むのは不安な人，意見をどんどん言いたい人

…。時間に限りがあるのでどこまでできるか心配でしたが，特に２回目に，ＫＵＰＩ生全員の作

品を読めたのはとてもよかったと思います（黒崎さんがうまくアシストして下さって助かりまし

た！）。心残りだったことは，メンターさんの作文をちゃんと読めなかったことです。 

 

3. 「障害者が大学で学ぶことの意義や全国的に門戸を広げていく課題」 

 おそらくここまでの先生方の話でたくさんの意義が出てきていると思います（と予想していま

す）！ 家や職場以外で，自分がやりたいことをできる場所，それも，そこでどんな「成果outcome」

があるのかがやる前にはわからないような世界，自分がその学びの世界を成り立たせ，生み出す

（場の変容・価値の創出？）ために欠かせない存在として学ぶということは，知的障害の有無に

かかわらず，すべての人に経験してほしいと考えています。 
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５．メンター学生による支援過程の省察 

 

すべてのプログラムが終わったのち、メンター学生の一人一人がＫＵＰＩプログラムを振り返

るレポートを作成しました。メンター学生は、大なり小なり、ＫＵＰＩのプログラムの中で支援

者として関わる中で、自らのかかわりをめぐって、果たしてこれでよいのか、と立ち止まり、し

ばしば葛藤する場面があったようです。葛藤によっては、自らの規範が浮き彫りになったり、ゆ

えに自分自身を問い返したり、不安になったりもします。そしてそれは、ときに苦しみや痛みす

ら伴います。 

 

来年度に開講予定のＫＵＰＩや、この先に取り組まれるかもしれないこうしたプログラムにお

いても、支援役割を担って参加する方の中では、葛藤し、悩む場面が生じ得るかもしれません。 

 

以下に記載する言説は、メンターのレポートより、支援過程を省察している記述を、基本的な

文体はそのままに、抜粋したものです。 

いつかまた、葛藤や不安を抱えているかもしれない方が、これらの言葉のどこかに、少しでも

安らぎや、ヒントのようなものを見つけてもらえたり、独りではない、と感じていただけたら、

幸いです。 

 

学びをめぐって 

 

・プログラムの進め方について、初めの方は凄く苦労しました。 

金曜日では「研究」を中心に進めていましたが、どうすればＫＵＰＩ生が「研究」に取り組み

やすくなるかと、特に初めの 3 回ほどは悩んでいました。しかし、コーディネイターの方々や、

他のメンターさんと話し合う中で、また、プログラムを進めていく中で、ＫＵＰＩ生がそれぞ

れの「研究」を進めればいいと気づけたので、進め方に関する悩みはほぼなくプログラムに取

り組むことができました。 

  ただ、今回の研究全体を振り返ると、「書く」が中心になっていたなと思いました。勿論、研

究の資料集めとして、「読む」「見る」は少しありましたし、「話す」「聞く」は発表会で行われ

ていましたが、「書く」以外の要素は全体として少なかったように思います。 

コロナ禍で話し合いやペア・グループ活動が難しかったことや、図書館が早くにしまって使

えなかったこと等を踏まえると、個人作業的な「書く」が多くなるのも仕方ないのかなと思い

ます。ただ、「書く」以外の要素ももう少し多くできれば、より「研究」として面白くなってい

たのではないかなと思いました(「書く」が中心であったおかげで、ＫＵＰＩ生一人ひとりが、

じっくりと「考える」ことができたといういい点もあったと思います)。 

 

・「研究」のプログラムが少し個人作業の色が強く、関わりを作るのが難しいというのもあって、

「共通項」を意識しながらプログラムを進めようと取り組んでいました。ＫＵＰＩ生と自分の

共通項やＫＵＰＩ生同士の共通項を探りながら、お互いに重なる部分があれば、「知ってるで！」

や「あの人も似たようなこと言ってたような…」というような具合で、上手く繋がりを作ろう
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としていました。しかし、繋がり切らなかったなと思っています。 

例えば、同じ「映画」への興味を持つ学生を繋ぎきれなかったこと、「野球」で共通項がある

のに、そこから発展させられなかったこと等です。関係の発展のさせ方は難しいなと思いまし

た。 

 

・大学が知的障害のある青年に学びを開くことには、もちろん政治的な意義があると思います。 

しかし、知的障害のある青年の学びが大学に開かれることこそ、もっと普遍的な意義がある

のではないかと考えます。彼らの学びの存在が、大学における学びの幅を拡げると思います。

すなわち、学びが大学に開かれるとは、他の学生と学びが交差し得る、ことなのではないかと

思います。 

現状、ＫＵＰＩ生は基本的に火曜日の授業を受講する学生とメンターの学生くらいしか出会

わないため、彼らの学びが大学に開かれる余地はもっとあるように思います。神戸大学の他の

学生の学びとＫＵＰＩ生の学びが、インフォーマルに交差し得る可能性が拡がるとよいと思い

ます。 

 

・元々話すことや聞くことが得意でない生徒さんが多かったので、ＫＵＰＩ生同士だけで会話す

ることはやはり難しかった。また意見交換出来る場でも自分の意見を言ったら終わりというこ

とがよくあったので、片方の意見を聞き、どう思うかまで話しかけないと会話そのものになる

ことは少なかった。 

好きなことや趣味はかぶっている部分があり、そのことでＫＵＰＩ生同士だけで会話するこ

とは出来ないだろうかと、趣味の話を一人のＫＵＰＩ生にされたときは同じ趣味を持つＫＵＰ

Ｉ生の話題を出すようにしていた。そうすると最後の授業で同じゲームをやっていたＫＵＰＩ

生同士が友達申請を二人だけですることが出来ていた。 

 

支援をめぐって 

 

・授業の振り返りに関しては、グループディスカッションの形を取り入れたのはとても良かった。 

自分の意見を全体で発表する前にメンターとの会話やグループ内で共有することで、承認を得

られたと感じて発表しやすくなるし、言いたいことをまとめることができる。全体で発表する

ときに白板を用いて意見を書いたことで、他の人の意見を聞くようになったとは正直言いきれ

ないが、白板を頼りに最後にキーワードを示して振り返ったり、お互いの意見の共通点を見つ

けたりしやすくなったのではないだろうか。また記録を取ろうとするＫＵＰＩ生にとっては、

口頭のみの共有よりも助かる部分が多いと思う。 

 

・ＫＵＰＩ生と関わる中で、すこしでも彼らの現れ（授業内外での発言や所作など）から彼らが

学びを発見し得る過程を想像しようとしました。今回はプログラム前半で、彼らが自分の好き

なものを他の人に紹介することへの欲求や衝動を彼らから感じ取り、それを原動力に学びが開

く想像をして、答えとしてメンターの間で「金曜研究室」を企画しました。 
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・「金曜研究室」では、メンターが学びを提供する、発見するのではなく、メンターはＫＵＰＩ学

生自身が学びを発見する可能性を提供することが仕事であると考えて関わりました。結果、「金

曜研究室」でのＫＵＰＩ学生の研究はそれぞれに自由でのびやかなひろがり方をしたのではな

いかと考えています。 

  しかし、メンターとして関わる中で、彼らの学びと一般的な大学生の学びとのちがいや、そ

こに迷いをあらわすＫＵＰＩ学生もいたこと、また支援と非支援、構成と非構成の間で葛藤し

ました。 

 

・このプログラムにメンターとして参加していて、一番やりやすいと感じるのは、先生方にこう

するようにと指示されたり、これはダメだと指摘されたりすることがないことである。一緒に

プログラムをよりよいものにするための方法を考え、実践しながら改善していくため、やりが

いを感じるし、自分にできることは何かと考えられた。 

 

・どうしてもメンターが間に入って会話を回したりしがちであるが、ＫＵＰＩ学生の発言を繰り

返して通訳のような役目を果たすのではなく、ＫＵＰＩ学生がＫＵＰＩ学生に伝えるように促

すサポートが重要であると感じた。 

 

・火曜日はＫＵＰＩ生だけでなく一般の大学生の方々もいて、その中でどのようにメンターとし

ての役割を果たしていけばいいのか、とても悩みました。 

 

関係性をめぐって 

 

・ＫＵＰＩ生同士の人間関係の支援は、正直なところ難しいと感じたことが多かった。声を出し

てしまう人と、声を出されることが苦手な人が同じ空間にいると、どうしてもネガティブな感

情が発生してしまう。それぞれの個性をそのまま受け止めることが難しいというＫＵＰＩ生が

多く、理解、納得のいくようにどう説明すればよいか考えることがあった。他方でＫＵＰＩ生

それぞれの特技・趣味（手話や映画など）でつながりが生まれ、楽しそうに話をしているよう

な場面も多く見られた。 

 

・最初は個人個人でいるイメージだったＫＵＰＩ生でしたが、気づいたら仲良くなっているペア

ができているなど、プログラムを通して確かな関係性を築いていったのは見ていてとても嬉し

かったです。しかし、ＫＵＰＩ生の間でも、積極的な関係性と消極的な関係性があり、どのよ

うに間を取り持つべきなのか戸惑いました。 

 

・ＫＵＰＩ生同士の関係づくりには、もう少時間があればもっと、というのが正直な感想である。

今年は特に、皆で遠出したりすることもできなかったので、昨年よりも仲を深めるのに時間が

かかったように思う。ただ、授業を受けたり話し合ううちに、お互いのことを少しずつ理解し

合っていたと感じた。 
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・メンターは 11 月から授業に参加したこともあり、メンターだけＫＵＰＩ生のことがよく分から

ない状態で始まったのは大変でした。しかし、ＫＵＰＩ生は個性豊かで最終的には全員と好き

なことや他愛もないことを沢山話すことができ、本当に楽しかったです。 

 

・ＫＵＰＩ生とメンターの関わりにおいていえば、話すこと自体は好きな生徒さんが多かったの

で、話を聞こうとしてくれるメンターには早くに心を開いてくれることが多かった。私もはじ

めて授業に参加する際すごく緊張していたが、ＫＵＰＩ生の方から話しかけてくれることが多

かったので、気持ちが楽になった。そこは本当にＫＵＰＩ生の良いところだと思う。 

 

・メンターである私はＫＵＰＩ生の皆さんによく接してもらい、身の上話や趣味の話などをたく

さん聞かせてもらった。発音が聞き取りづらい子の話を時々理解しきれなかったのが残念だっ

た。 

 

・ＫＵＰＩ生と関わる中で少し困ったのは、固定観念がとても強い人がいたことでした。「普通」

であることにこだわりを持って他の人の行動を批判したり、ジェンダーロールの押し付けがあ

ったりなど、価値観の違いから戸惑うことがありました。 

 

・メンターとＫＵＰＩ学生との関係づくりについて 

振り返りの中でボディタッチや距離感が問題視されていることがあった。ボディタッチや距離

感に関しては障がいの有無にかかわらず人それぞれパーソナルスペースがあり、どの距離感を

嫌だと感じるかは様々である。個人的には私自身はあまりそういったことに対して感じること

はなかったため、「私はその距離感だと嫌だな」ということをしっかりと目を見て話し合うこと

が重要だと感じた 

 

・ＫＵＰＩ学生同士の関係づくりについて 

正直に言うとＫＵＰＩ学生同士の関係性が一番難しかった。２期生のある学生は、２期目とい

うこともあり昨年度よりも人間関係に対して思うところがったようで様々な ＫＵＰＩ 生と仲

良くしようと考えていたようだった。対話の中で「２年生で先輩だからみんなに教えないとい

けない」や「今まで友達が少なかったことが多いから ＫＵＰＩで友達を作りたい」と発言して

くれていたことからも、その意識がうかがえる。しかしその一方で、自らに対し好印象を持っ

て接してくる学生に対し、そっけない態度をとるような場面もあった。 

話し合いでは、メンターとして言えることはかなり少なく一人の人間としても考えさせられる

ことがたいへん多かった。片方が仲良くしたいと考えていて、もう片方が仲良くしたくないと

考えている場合、また仲良くしたいと考えている側が仲良くしたいからこそ相手にこういった

部分を変えてほしいといった気持ちにいったいどのようにアプローチをすればよいのかまった

くわからなかった。結局お互い嫌な思いだけはさせないように話し合いを見守っていたものの、

問題が解決したのかはわからないまま ＫＵＰＩが終了してしまったように思う。 
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・ＫＵＰＩ生同士の関係づくりにおいて、よかった例 

〈共同注意を媒介として話が弾むケース〉 

同じものを見ながら話すとき、ＫＵＰＩ生同士での会話が生まれやすいのではないかと感じた。 

 〈メンター学生が「一歩引く」ケース〉 

ＫＵＰＩ生同士が会話できるようにとメンター学生が積極的に介入するのではなく、あえて「一

歩引く」ことも大切なのではないかと感じた。 

 

・ＫＵＰＩ生同士の関係づくりにおいて、むずかしかった例 

〈メンター学生がＫＵＰＩ生の「通訳者」になってしまうケース> 

ＫＵＰＩが始まった当初は、発話が不明瞭なＫＵＰＩ生の意見を伝えようと、聞き取ったこ

とをそのままもう 1 人のＫＵＰＩ生に伝えようとしていた。もちろんそれでも会話はできてい

たが、自然な会話のキャッチボールにはなっていなかった。 

回数を重ねる中で、聞き取ったことを「通訳」するのではなく、「○○か～なるほどね」とい

うように自然な形で繰り返し、もう 1 人のＫＵＰＩ生に自然に届けるように意識していった。

このようにすることで、(ＫＵＰＩ生が自分の作業に没頭しているときなど、効果がないときも

あったが)より自然な形の会話が生まれていたのではないだろうか。 

 

〈他者の意見に興味を持てないケース〉 

自分の考えを言うことに必死になっていたり、別の作業に没頭したりしているときは、ＫＵ

ＰＩ生同士の関わりが生まれづらいと感じた。少なくとも「授業中の話し合う時間は作業の手

を止めてお互いの意見を聞く」などのルールを作っても良いかもしれない。 

 

・ＫＵＰＩ生とメンター学生の関係について 

〈フラットな関係づくり〉 

私はＫＵＰＩでの活動を通して、ＫＵＰＩ生＝友達だという意識を強く持つようになった。

そのため、ＫＵＰＩ生と話したりＳＮＳをしたり電話をしたり遊びに行ったりするのがとても

楽しかった。立場としてはＫＵＰＩ生をサポートするメンター学生であったが、私自身がＫＵ

ＰＩ生に支えられたり、ＫＵＰＩ生から新たな気づきをもらったりすることもたくさんあった。 

このように、ＫＵＰＩを通して自分の障害者との関わり方や障害受容の在り方が変化したこ

とは、私にとってとても価値のあることだと思う。「支援する－支援される」ではなく、「共に

学ぶ」という関係性が成り立つと、ＫＵＰＩ生とメンター学生の関わり方の質は変わってくる

のではないかと感じている。 

 

〈関わりの中で困ったこと〉 

ＫＵＰＩ生とＳＮＳをすることがよくあり、基本的にはＳＮＳでの会話を楽しんでいたが、

顔が見えないコミュニケーションツールであるがゆえにこちらの意図が伝わらなかったり、一

方的に長文のメッセージが連続して送られてきたり、いわれのない理由で怒られることがあっ

たりなど、難しさを感じることもあった。 

仕事や家族の愚痴については全然問題ないが(むしろそのように自分の悩みを外に出せるこ
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とは良いことだと思う)、ＳＮＳだと自分の意図を正しく伝えること、受け取り手の気持ちを考

えたコミュニケーションの難しさを痛感した。 

 

・ＫＵＰＩ生のみなさんは自分の夢中になっていることへの知識量が膨大で私自身も本当に多く

のことを教えていただきました。時にはＫＵＰＩ生に「君、まだまだ若いなぁ～。」と声をかけ

られ去年のＫＵＰＩの内容を教えていただくことも多くあったため、お友達でありながら、先

輩後輩のような関係もＫＵＰＩ生と築くことができたのはとても良かったなぁと感じます。 

 

・ＫＵＰＩ生同士の関わりは金曜プログラムのなかでもたくさんの場面で意識しました。例えば、

金曜研究室では互いの発表を聞き合って質問したり評価する機会を度々設け、ある取り組みに

対してＫＵＰＩ生の中で好き嫌いが分かれていたとしても強制することなく、でもみんなで一

緒の空間を過ごすことを心掛けました。この取り組みのおかげとは言えませんが、最後の体験

新喜劇を終えてふりかえりをしている際に、自分の演技の評価だけでなく「○○くんの△△の

演技がよかった！！」といった感想を多く聞くことができて、周りにみんながいることを感じ

ながら新喜劇に参加できていたのだなぁと感じることができて、とても嬉しかったです。 

（文責 井上 太一） 
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６．ＫＵＰＩ生は大学の学びを通じてどう成長し変化したか 

 

１）大学での学びを支えるものは何か 

 知的障害のある青年が大学で本格的に学ぶというＫＵＰＩの事業は、新しい試みでもあり先行

事例がない。それだけに神戸大学での多くの方の理解と支援があってはじめて成立しているとい

うことを実感している。このＫＵＰＩ生の学びを支えるものは何か、神戸大学が持っている３つ

の側面から明らかにしたい。 

 

①大学の授業の魅力 

 大学のシステムの中で学ぶということは、大学の教員の授業なくして成立しない。学ぶＫＵＰ

Ｉ生にとっては未知へのチャレンジであり、また授業する大学教員にとってもチャレンジである。

このチャレンジに応えて授業をしていただける教員がいるということ、さらに魅力ある授業を考

え実践していただいた教員の力によるところが大きい。 

〇大学の学びに正解はない 

 多くの教員は、それぞれの専門性を持っていても障害のある人に対する理解や支援の専門家で

はないわけで、戸惑いや不安もあったと思う。しかし、「大学で学ぶこと、学問は全ての人に開か

れている」という「学び」に対する根源的な信頼を感じた。 

さらに、「大学の学びには正解はない」という基本姿勢で授業を組み立てて、ＫＵＰＩ生の自由な

意見や発想を尊重していただいた。たとえば、赤木先生は「大学の学びは、こたえは一つではな

い」と当事者研究をテーマに授業をされ、稲原先生は「てつがく」を通して多様性を認め合うこ

とを教え、清野先生は、外来種の問題を通して「これが正解だといえない問題がある」というこ

とを教えられた。つまり、過去に「こうでないといけない」とか「あなたにはこれしかない」と

いうように刷り込まれて学び、生きてきたＫＵＰＩ生にとっては大きなメッセージになった。 

〇むずかしいことを学んでいる自尊心、誇り 

 ＫＵＰＩ生の側からみると、大学で学ぶというハードルの高さとともに、「むずかしいことを学

んでいるという自尊心や誇り」のようなものを感じた。今年度の学生は総じて、ノートにメモを

とる姿がみられた。それは、「聴くことをそっちのけ」とか「書くだけで理解していない」という

面も確かにあったが、誇らしげに家でノートを見せ「今日はこんなこと学んだよ」と紹介する姿

や、「ニホンザルの寝るときの格好を知ってる？」と家族にクイズを出した学生がいたりと、そこ

には学んだことの一端であっても誇らしさを感じた。 

津田先生の授業ではＷＥＢでイギリスの知的障害者との交流をするという今の時代ならではの

ワクワクする試みがなされた。大田先生の音楽史の授業や伊藤先生の宇宙の世界を学ぶという大

学の専門学問に正面から取り組む授業もあった。もちろんＫＵＰＩ生にとって分からないことだ

らけかもしれない。少しでもわかるようにと工夫された授業に応え 90 分の授業にしっかり取り組

み姿勢は、学ぶ意欲の強さを感じた。 

〇大学の教室で学ぶ雰囲気の魅力 

 大学というのは、門をくぐり中に入ると私たちも「アカデミック」な雰囲気を感じるものだ。

大学の教室は今までの学校とはちがう机や椅子の配置、黒板や備品の違いなどもある。夕方から

夜にかけてメンター学生とともに学ぶ週３日はすっかり学生気分だったと思う。大学で学ぶのだ
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から当然ともいえることだが、実はそのことが形になって実現するということに画期的な意味が

ある。 

 

②メンター学生のサポート 

 この事業は、メンター学生によるサポートがないと成立しないと言い切れるほど大切な役割を

もっている。幸いに、神戸大学の学生はこうした知的障害者とのかかわりを理解し、むしろ積極

的にメンター学生に応募してもらえた。新型コロナ感染拡大で大学自体が長く開校できない、対

面授業ができない状態が続く中、10 月のＫＵＰＩの開校には間に合わなかったものの、11 月から

はメンター学生が参加できるようになったことは本当にラッキーだった。 

〇同世代の学生と友だち関係に 

 ＫＵＰＩ生にとって、ＫＵＰＩでの学びの最大の魅力の一つと言えるのが、メンター学生と友

だちになれることだ。同世代ということもあって、話題も近いし友だち関係になるのが早い。そ

こには「支援する」「支援される」という関係ではない、同じ大学生という感覚での交流が自然と

生まれてくる。もちろんサポーターとしての支援を意識しつつの関わり方ができるという優秀な

学生さんたちに恵まれことが事業の成功につながった。 

〇メンター学生の適切なサポート 

 授業の中では、隣に座り一緒に考えたりするのはもちろん授業の内容の理解をサポートし、体

調や気分を把握し声をかけたり場を外したりのサポートや友だち関係のサポートなど適切なサポ

ートがあって、ＫＵＰＩ生の学びが成立していると実感する。 

〇キャンパスライフを一緒に楽しむ 

 ＫＵＰＩ生にとっては、メンター学生との語らいや一緒におやつを食べること、ときには大学

を離れてのラインでのやりとりや食事（学生によっては一緒に飲むことも）なども含めて共にキ

ャンパスライフを楽しむ姿が随所に見られた。 

 

③大学当局の協力、支え 

 そして、この事業を側面から支えていただいている大学当局の理解と協力なくして成立しない

というのも事実である。 

〇体制やメンターの雇用など 

 社会人が大学で学べる仕組みには聴講生制度や特別な教育課程履修生制度といった文科省で認

められた制度があるが、これを知的障害者に適用して実施するには大学当局の理解や大学内の制

度変更などが必要になる。そのことを具体的に進めていただき学内の体制を創っていただいた。

また、文科省の予算の中でこの事業に携わるコーディネイターやメンター学生の雇用などの事務

を進めていただいた。11 月からメンター学生の雇用も実現し、無事に今年度もプログラムが実施

でき、最後には修了証書をいただくことができた。 

〇大学の教室、体育館などの施設使用など 

 大学生と同じ扱いを受けるということでは、大学の教室は申し出れば使用できるし、必要な備

品の使用も可能である。今年度の金曜日活動では「体育館でスポーツがしたい」という要望を受

けて活動が実現できた。 

こうした３つの支えがあって、ＫＵＰＩ生は楽しく安全に学ぶことができた。 
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 半期の短い期間とはいえ、ＫＵＰＩ生は大学での学びを通して大きな成長ぶり、内面的な変化

を見せてきた。次に、その様子を、メンター学生からのアンケートなどを基に引用したりし、メ

ンター学生とＫＵＰＩ生とのかかわりのエピソードやＫＵＰＩ生同士の人間関係づくりをもとに

ふれたい。 

 

２）メンター生のＫＵＰＩ生徒とのかかわり 

ＫＵＰＩの学びでは、さきに述べたようにメンター学生の役割はきわめて大きい。 

メンター学生の役割としては大きく３つ挙げることができる。 

①授業とＫＵＰＩ生をつなぐ役割  

②ＫＵＰＩ生同士のかかわりをサポートする役割 

③授業担当者やコーディネイターにつなぐ役割 

それぞれについて、ＫＵＰＩ生の姿やエピソードを交えながら紹介する。 

 

①授業とＫＵＰＩ生をつなぐ 

 授業を進める先生方の教材観や授業工夫などをメンター学生がどうとらえ、サポートし 

たのかについては、詳しくは前の章と授業担当した教員の意見交換会の中でも触れている 

ので、ここでは感想アンケートも参考に概括的にふれる。 

 授業の感想の中で、共通して出されている意見を５点ほどの視点で集約してみた。 

１つめは、レジュメや資料の配布提供についてである。昨年以上にレジュメの準備はしてい 

ただいた。ＫＵＰＩ生にとっては今日の授業は何をするのかがわかりやすく、頭で整理し 

やすいというメンター学生の意見があった。サポートするメンター学生にとっても、「今、 

ここを説明しているよ。」といったサポートが容易であるというメリットがある反面、ＫＵＰＩ生

がレジュメをそのままノートに写すことに集中してしまい、先生の話や友だちの意見を聞くこと

に集中できないといったデメリットもあった。大田先生は、音楽を聴いた感覚を大事にしたいと

いう意図もあって、あえてレジュメは初めに配布せずに後半に配布し、ふりかえりで活用するよ

うにされた。その是非についてはメンター学生の意見も分かれるところだった。また、文字の多

いレジュメではなく、書きこみ式にするとか、穴埋め式にするなどの資料の提供の工夫について

の意見もあった。 

２つめは、ノートの取り方についてである。今年度の学生は比較的ノートをとる学生が多くみ

られたが、大学の授業でノートをとることは大事な学習方法であり、学んだことを自分の頭で整

理することができる。しかし、ただ写すことに集中するあまり、先生の話に集中できないとか、

授業展開に追いつかないといった面もみられた。そのため、メンター学生からはノートの取り方

を疑問視する意見もたくさん見られた。メンター学生から授業の進展状況や「今は書かずに考え

るときよ」「一緒に話し合おう」と言っても聞かない頑固さを見せるＫＵＰＩ生もいて、メンター

学生的には困る場面もあった。 

３つめは、ワークについてである。授業の中で、ワークを取り入れるのはメリットが大きいと

いう評価が多かった。ＫＵＰＩ生の個性が表れ、ワークを通して何かを生み出し、自己表出、自

己表現につながるという意見がみられた。稲原先生の「自分図」を描くとか「オリジナルＴシャ

ツデザイン」を描くワークや岡崎先生の授業で「一週間」の曲にオリジナルの作詞をする、川地
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先生の作文を書く取り組みなどは、ＫＵＰＩ生が主役になるイメージがして好評だった。 

４つめは、具体物や動画の活用についてである。清野先生の動物の骨格標本や六甲山の土を持

ち込んでの観察について、具体物があることで興味関心を高め、手で触ることで実感できるなど、

「ＫＵＰＩ生にとってわかりやすい」「イメージしやすい」といった意見がみられた。大田先生の

ウイーンフィルハーモニー管弦楽団のコンサート動画や伊藤先生の授業での宇宙の動画であると

か、津田先生の授業でのイギリスとのＺＯＯＭでの交流など視覚に働きかける授業は今後も必要

となるだろう。 

５つめは、授業中のグループ討議や話すことと書くことについてである。赤木先生や稲原先生

がグループでの話し合いを入れた授業を展開され、川地先生の授業では書いた作文をグループで

読み合わせる授業をされたことがメンター学生の中でも好評だった。ただ、話し合いの持ってい

き方やＫＵＰＩ生の個性もあってかみ合わない難しさを感じたメンター学生も多かった。今年度

のＫＵＰＩ生がどちらかというと言葉での発信よりも書くことの方が表現しやすい学生が多かっ

たということもあって、話し合いが成立しにくい面もあった。 

授業において、先生の発問の仕方を工夫し、ＫＵＰＩ生の発言をうまくひらって取り上げて展開

していくなども課題だと感じた。 

 ここまでは水曜日プログラムが中心だったが、金曜日プログラムにおけるメンター学生の支援

についてもふれておきたい。新喜劇の取り組みで、砂川さんたちが「どうしたい？」「どうしよう？」

と学生の意見を尊重して取り組まれた。メンター学生も入れ替わりながら聞き役となって、参加

できる方法はないか、どんな気持ちなのかを聞いてくれた。演じることに戸惑いを感じるＫＵＰ

Ｉ学生に付き添うように一緒に舞台に立つなどの支援もしてくれた。また、自分の好きなテーマ

で研究する「金曜研究室」の取り組みでも、テーマが決まらない、何をするかわからないＫＵＰ

Ｉ学生のそばで具体例を出しながらテーマを探し出すヒントを出し続ける姿があった。発表にあ

たっても付箋をつけて見出しにしたり、ポイントに付箋をつけたりのアドバイスがみられた。 

ただ、「ＫＵＰＩ生の自由な学びの発見を支えるのがメンター学生の役割」という意見にみられ

るように授業を構成しすぎて自由な学びを抑圧することになってはいけないというメンター学生

の意見も大事にしていきたいと思う。その点では、あるメンター学生のＫＵＰＩ生の話をずっと

聞いてヒットするポイントがあればアドバイスするという姿勢には学ぶところがあった。まだま

だこの事業がＫＵＰＩ生の主体的な学びを創造する過程にあるということを感じ、さらにメンタ

ー学生の役割の大きさを実感した。 

 

②ＫＵＰＩ生の人間関係をサポートする 

 メンター学生の役割はＫＵＰＩ生を授業のサポートもさることながら、人間関係をサポートす

ることも大きな役割である。 

〇メンター学生とＫＵＰＩ生のかかわり 

 今年度はメンター学生が授業に参加できたのが 11 月からということもあって、1 年目のメンタ

ーにとっては入りづらい面もあったと思われる。あるメンター学生の感想には「よく分からない

状態で始まったのは大変でした。でも最終的には個性豊かなＫＵＰＩ生と好きなことや他愛もな

いことを沢山話すことができ、本当に楽しかった。」という意見に代表されるように変化していっ

た。「話すこと自体は好きなＫＵＰＩ生が多く、話を聞こうとしてくれるメンターには早くから心
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を開いてくれることが多かった。ＫＵＰＩ生の方から話かけてくれることが多かったので気持ち

が楽になった。」というのもメンター学生としての偽らざる気持ちだと思う。 

 一方で、仲良くなるにつれてラインのやりとりをめぐる戸惑いやボディタッチの頻度が増しメ

ンター学生によっては不快感に近いものを感じるケースも出てきた。そこで、水曜日のふりかえ

りの際などにメンター学生の情報共有や意見交換もした。その中で「ラインの回数が増え、会話

を楽しめる反面、顔が見えないコミュニケーションツールであるがゆえに意図が伝わらなかった

り、一方的に長文のラインが連続して送られることや怒り出すことがあって難しさを感じた。」と

か、「ボディタッチや距離感が不快だと感じるメンター学生がいる。人それぞれのパーソナルスペ

ースがあり、自分はその距離感はいやだと伝えることが大事ではないか。」といった話し合いがあ

り、ＫＵＰＩ生のふりかえりでコーディネイターから話をすることや、話し合いをしてみようと

いうことになった。 

コーディネイターから、次のような話をして考えてもらう機会をもった。「ＫＵＰＩが大学で学ぶ

意義は授業をしっかり聞いて学び・考えること、ＫＵＰＩ生同士が仲良くなり友だち関係をつく

ること、メンター学生と仲良しになることです。メンター学生との関係で気になることがありま

す。一つはラインのやり取りです。もう一つは身体にやたらとタッチすることです。仲良くなり

たい気持ちはよく分かりますが、２つのことは相手が「いいよ」と言って初めてＯＫになること

です。相手が「いや」とか「やめて」という時は成立しません。それは自分の身体や気持ちは大

切なものだから相手にとっても大切なものです。その大切なところに勝手に踏み込むのはよくな

いことだからです。」といった話をした。 

こうした人とのかかわり方や社会的ルールについても現実に起こった問題を通して学んでいく

ことにもなった。 

〇ＫＵＰＩ生同士のかかわりの橋渡し 

 「人間関係の支援は、正直なところ難しいなと感じたことが多かった。声を出してしまう人と、

声を出されることが苦手な人が同じ空間にいると、どうしてもネガティブな感情が発生してしま

う。それぞれの個性を受け止めるのが難しいＫＵＰＩ生に理解、納得のいくようどう説明すれば

よいのか」という感想にもあるようにメンター学生に共通する思いだった。Ｇくんが「俺は 2 年

生で先輩だからみんなに教えないといけない」「今まで友だちが少なかったことが多いからＫＵＰ

Ｉで友達をつくりたい」と発言するなどＩくんにアプローチする姿も見られた。その一方でＧく

んに接近するＥ君に対してはそっけない態度をとるなど矛盾した様子もみられた。この嚙み合わ

ない人間関係にメンター学生が間に入って話し合うなどの支援もあったが、半期の短い期間とい

うこともあって解決しきれないままで終了したようにも見える。 

そんな中だが、ＫＵＰＩ同士のかかわりの橋渡しを意識して支援して、確実にＫＵＰＩ生同士

のかかわりが増えた面も見られた。「好きなことや趣味はかぶっている部分があり、そのことでＫ

ＵＰＩ生同士だけで会話することはできないだろうかと、趣味の話をするときに同じ趣味を持つ

ＫＵＰＩ生の話題を出すようにして、最後にはＫＵＰＩ生同士が友達申請できるまでになった。」

というエピソードがあった。また、ある日のふりかえりで次のようなエピソードを紹介する一文

があった。 

『今日はＫＵＰＩ生同士で学び合うことができるように支援してみました。最初のうちはあま

りうまくいかなくて、鹿の目についてＡさんが「360 度見える」と書くと、私が「Ｈさんに見せ
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てあげて」と見せた。するとＨさんが「すごいね」と返しただけで、会話のキャッチボールをつ

くりだすことはできませんでした。アライグマの目はどこにある？というときに、お互いに自分

の考えを言い合うだけでした。ですが、このとき、中央にいた私が骨を持っていたので、それを

見るために２人が自然と中心に集まってきて、これがとても大きなポイントだったのではないか

と感じています。そのあとの鹿やアライグマの鼻のちがいを調べるときは、２人とも自然に中心

に寄ってきて「こっちはモケモケしてる」「なだらかになってる」とお互いに意見を言い合い、た

しかめあうことができていました。ふりかえりのときは 2 人ともお疲れモードでしたが(笑)、そ

のときも３人が小さな円になってお互いの顔が見える状態で、Ｈさんが「メンターさんどうだっ

た？」と聞き、私が「アライグマのことゴキブリって言った A さんにビビった」(笑) と言って、

Ｈさんも「私も！」というように自然な会話のキャッチボールができていました。骨という「共

同注意」がＫＵＰＩ生同士の対話をうみだすカギになったのではないでしょうか。』 

このようにメンター学生がＫＵＰＩ生の間に入って会話のキャッチボールを意識して支援した

結果、徐々にＫＵＰＩ生同士の人間関係を深めていったように思う。 

 

金曜日プログラムの中でもあるメンター学生が『野球をきかっけにしたかかわりが印象に残っ

ている。ＦさんとＩくんが同じ野球ゲームアプリをしていることから、繋がりが持ったのではと

思います。Ｇさんの野球好きをＩくんが捉えて、Ｉくんが次に発表してもらいたい人を選ぶ時に

「野球を研究しているから」という理由で、Ｇさんを指名していた。』というエピソードを紹介し

ている。もちろんこれは集団としてはすごく緩い段階であると認めつつ、みんなが個々人の話す

ことを聞くという姿勢、誰かに意見するにしても強く否定する・排除するという意味合いではな

く折り合いをつけ、よりよい集団を目指す目的を持った意見の出し方だったという評価をしてい

る。こうした集団形成についてのしっかりした見方をもってメンター学生が支援してくれていた

ことに感謝したい。 

『ＫＵＰＩの学びの終盤に取り組んだ新喜劇のふりかえりの際に、自分の演技の評価だけでな

く「○○くんの△△の演技がよかった！」といった感想が多く聞くことができ、周りにみんなが

いることを感じながら参加できていたのだなあと感じることができとてもうれしかった。』という

感想に代表されるように、ＫＵＰＩ生の集団としての成長を感じ取れるメンター学生に拍手を送

りたい。 

 

③授業担当者やコーディネイターにつなぐ 

 授業の後のふりかえりは大切な時間である。授業担当の先生とコーディネイターに授業のこと

や学生のつぶやきや発言、授業中の様子、さらには人間関係に至るまでふりかえりの時間に意見

交換することができた。それを必要な内容については授業担当の先生に返し、ＫＵＰＩ生の中で

解決するように返すこともあった。コーディネイターだけでは知らないようなことを知ったり、

今後の授業の改善や工夫に活かすヒントにもなった。 

 水曜日のふりかえりについては、メンター学生の意見を受けて後半から新しい試みをした。Ｋ

ＵＰＩ生の感想が出しやすいようにグループでの話し合いを挟み、そこで出た意見を板書しても

らった。このことについてあるメンター学生は「途中からグループディスカッションの形を取り

入れたのはとても良かった。自分の意見を全体で発表する前にメンター学生との会話やグループ
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内で共有することで、承認を得られたと感じて発表しやすくなるし、言いたいことをまとめるこ

とができる。全体で発表するときに白板を頼りに最後にキーワードを示して振り返ったり、お互

いの意見の共通点を見つけやすくなったのではないだろうか。また、記録を取ろうとするＫＵＰ

Ｉ生にとっては、口頭のみの共有よりも助かる部分が多いと思う。」という意見を寄せている。ふ

りかえりの進め方やその位置づけについて今後に活かしていきたい。 

以上のようにメンター学生の支援の役割や大切さをまとめてきたが、ＫＵＰＩ生同士の人間関

係が支援のおかげで徐々に形成されていったことを改めて知ることができた。 

そんな中で、ＫＵＰＩ生がどのように個々に成長変化していったのかを次の項で紹介する。 

（文責 河南 勝） 

 

３）ＫＵＰＩ学生は学びを通じてどう成長して変化したか 

  9 名のＫＵＰＩ学生が 4 か月間大いに学び、話し、体験をした。週に 3 回の様々な学びや体

験を通して成長した姿を紹介します。 

 

・C さんは２回目の受講である。昨年度の入学式ではコミュニケーションを取れるようになりた

いと抱負を語った。4 か月間の学びでメンター学生とたくさん話すうちに、いつの間にかＫＵ

ＰＩ学生とも会話をしていた。しかも飲みに行く話まで！（コロナ感染拡大前の話し）実はお

話しをするのが大好きだった。そして２回目の受講。入学式で「二年目としてしっかり授業を

受けたい、みんなと仲良くしたい」と語った。Ｃさん自身の成長であることは間違いないが、

昨年度のＫＵＰＩを受講した経験が活かされていると思わずにはいられない嬉しい瞬間だった。

思わずスタッフと顔を見合わせた。授業では積極的に手を挙げるタイプではないが自分の意見

をしっかり持っていた。思いつきではなく考えて発言することが多くなった。それはふり返り

シートを読んでもわかった。授業の感想や疑問に思ったことが書いてあり、「それ、授業中に発

表してほしかった！」と思う内容もあった。その他にＫＵＰＩ学生のことで不快に感じたこと

も書いてあった。解決に至らない内容もあったが、Ｃさんなりに受け入れて自らストレスの溜

まらない方法を選んで行動をしていた。授業ではみんなに注目をされることが苦手だったが、

写真教室や体験新喜劇では参加できる方法を考えてチャレンジをした。体験新喜劇では講師の

砂川氏に自分の役割が活かされるように一人で意見を伝えることができた。金曜研究室の発表

では C さんだけ具体物を見せながら発表をしていた。発表日を確認してスマホのメモに残して

いたと話してくれた。 

 

・Ｅくんは 2 回目の受講である。ムードメーカーでいつも積極的、そして注目してほしい気持ち

が強い。昨年度はそれゆえに衝突もあり、本人もしんどくなることが多かった。別室で休憩を

するなど工夫をしながら授業を受けることもあった。そして 2 回目の入学式。人前で話すこと

に抵抗はなく、いつも堂々としている姿は安心感がある。立派に抱負を語り、新しいファイル

を準備して授業を受けた。積極的な姿は健在でクラスを引っ張ってくれた。頼もしい。コーデ

ィネイターを助けてくれることも多かった。検温表未記入の人に声をかけてくれる、休憩時間

が終わっても始まらない時は声をかけてくれるなど頼りにしていた。そして検温記入が混み合

う前に済ませてから夕食を食べるなど授業に遅れたことはなかった。立派だ。発表の時に話が
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長くなる、問いかけとは違う自分の話をたくさんするなど時々クラスから指摘が入った。E く

んに直接伝えたいＫＵＰＩ学生と 1 対１で話し合う時もあった。その時Ｅくんは自分でコント

ロールできるところ、できないところ、できないけど頑張っていると話してくれた。相手への

伝え方も昨年とは明らかに違う。相手はもちろん「わかったよ」と言って、それ以後は見守っ

てくれるようになった。今ではすっかり友だちだ。社交的な E くんはメンター学生とたくさん

話してコミュニケーションを取っていた。しかし調子に乗ってしまうこともあった。距離感の

取り方は誰もが難しいが、相手が不快な気持ちになる時はＥくんのためにも伝える必要があっ

た。河南氏はじっくり話を聞いて、これからも社会の一員として働くＥくんに話をした。今年

度は授業中にしんどくなることはほとんどなく皆勤賞だった。 

 

・Ｆさんは 2 回目の受講である。勉強に対する意識の高さは断トツで、大学の図書館で借りた本

をよく見せてくれた。兼ねてより興味のあった障害者スポーツ指導員（初級）の資格を取得し

たことが大きな自信となり、次の目標を見つけた。「金曜研究室」でもスポーツに関する研究を

パワーポイントで作成して、研究の楽しさを知った。授業ではいつもタブレットで授業記録を

付けながら受けていた。そして翌日にはまとめたものをコーディネーターに送った。記録を取

ることに集中し過ぎてみんなの話しを聞いていないのでは？とメンター学生と話したこともあ

ったが、記録をしているだけあってしっかり聞いていたし、そのスタイルが F さんにとってベ

ストだと思った。コーディネイターは過去の授業をふり返りたい時に F さんの資料を頼りにす

ることもあった。しっかり書けていた。大きい音が苦手なため音楽の授業で楽器を使う時はし

んどくなることがあった。大きい声も苦手だが、聞くとカラオケやボーリングに行くという（コ

ロナ感染拡大前の話し）。大きい音が苦手なのは確かだが、気持ちによるところが大きいと感じ

た。火曜日のイギリスとのオンライン交流の時は ZOOM 参加をした。授業と交流を合わせると約

3 時間あったが、画面から外れることなく最後まで参加をした。そんな F さんは皆勤賞。神戸

大学の「ESD プラットフォーム WILL」のキャンプに参加をしたことがきっかけで、ZOOM 会議や

キャンプに参加、そして子どもたちのスポーツ教室のボランティアなど活動の幅が広がった。

忙しそうにしている姿はイキイキとしている。次の目標に向けて頑張ってほしい。 

 

・Ｇくんは 2 回目の受講である。大学の雰囲気が誰よりも好きで、大学生になった喜びを強く感

じていた。そんなＧくんだが大勢でワイワイ話すより、隣りにいる人とじっくり会話をしたい

タイプ。口数が少ないので遠くから見ると話しかけにくい雰囲気もあるが、隣りに座ったメン

ター学生は一様に「すごい話してくれた、あだ名をつけてもらった」と話し、Ｇくんのニヤッ

と笑う姿に癒された。昨年度は自分のことで精一杯だった。一度座ると自分の席から移動する

ことが難しいため、グループワークの時は G くんの周りにみんなが集まった。メンター学生が

必ず 1 人付くことも多かったが授業は熱心に参加をした。二年目の入学式では先輩になった自

覚を抱負で語った。語っただけでなく、授業中も周りをよく見ていた。「〇〇くんと友だちにな

りたい、こんなところを直してほしい、1 対１で話したい」と、自分のことで精一杯だった昨

年とは明らかに違った。友だちになりたい人のことをじっくり見て自分のノートに特徴などを

書き、1 対１で話してお互いを分かり合う方法を取っていた。うまくいかない時もあったが「友

だちだから」と、苦手な所も受け入れて一緒に学ぶ仲間意識が強くなっていた。授業では文章
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で表現する以外に絵を描いて気持ちを表すことがあった。その絵の説明も独特でメンター学生

は深いなー、哲学的！とワクワクしていた。「絵といえば G くん」だった。クリスマス会の時に

は「大人っぽいイメージを出したいから炭酸ジュースを持ってきた」など、次はどんなことを

話すんだろう、とＧくんの発言に耳を傾けた。修了式で「次は 3 年生になります」と言って帰

って行った。 

 

・A さんは初めて受講をした。ご家族に聞くと、ＫＵＰＩの案内には興味を示したとのことだっ

た。説明会では「私の取扱説明書」を見せてくれた。身体のことや性格、気をつけて欲しいこ

となどが丁寧に書いてあった。たくさんあるが、とても明るくて前向きだ。発語が難しいが話

したい事はたくさんあり、いつも言葉が溢れていた。伝えきれないことはノートにすぐ書く習

慣がついていたので、Ａさんとは普通にコミュケーションが取れた。授業も熱心に聞いて積極

的に発表をした。右手で意見を書きながら左手を上げている時もあった。ゲームやアニメ、動

物など好きなことがたくさんあり、休憩時間も周りと楽しそうに話していた。Ａさんの言葉を

ノートなしで聞いているメンター学生もすごかった。Ａさんは仕事のあと交通機関を利用して

一人で通学をした。電車がトラブルで遅延したこともあったが、ご家族とＳＮＳで連絡を取り

合って対応をすることができた。プログラムの途中で仕事のシフトが変わって昼食抜きで大学

に来る日もあり、大学に着いた時はホッとした表情を見せた。コンビニで昼食を買うのは初め

ての経験らしく、選んだメニューをいつも見せてくれた。大学の電子レンジで温める作業も加

減が上手になり、授業以外の学びもたくさんあったと思われる。ふり返りシートの感想欄はほ

とんどが「特にありません」だった。メンター学生が A さんに尋ねると「授業中に意見を出し

切ったから何もありません」と。それを聞いて納得した。 

 

・Ｂくんは初めて受講をした。個別説明会の時は半分ぐらい寝ていた（寝たふり？）4 人しかい

ない説明会で寝てしまう姿を見た時は大丈夫かな？と心配した。そのくらい照れ屋で“話しか

けないでオーラ”を出している時もあったが、一度用事で休んだだけで皆勤賞だった。初めは

目を合わせることがなくて会話もこちらから一方通行だったが、次第にグループワークでの会

話も増えて目を合わせて会話をすることができた。火曜日に一般学生 4 名とＢくんで会話をし

ている姿を見た時は、取り越し苦労だったと思った。体育館で運動をした時や音楽で楽器演奏

や指揮者をした時など、いつも以上に活動的だった。走るのが一番速くてドロケイではＢくん

のチームは強かった。即興音楽では自然に体が動いて指揮者をしたいと立ち上がった。そして

いつまでも指揮は続いてなりきっていた。これらの授業は入りやすくてＢくんは伸び伸びして

いた。文章を書くのは時間がかかったが、いつも最後まで頑張って書いた。作文授業の時はみ

んなの発表が終わったころに出来上がったが「発表をする」と川地准教授に読んでもらった。

金曜研究室を始めた時はメンター学生のサポートがなければ何を書けば良いかわからなかった

が、自らスマホで調べたことを書き進めて、隣りで作業をするＫＵＰＩ学生と話しながら研究

を進めた。地域の図書館でいつも本を借りていて、それらを休憩時間に読んでいた。読み物も

あったが電車好きにはたまらない本もあり、みんなと一緒に眺めた。授業が始まる前に夕食を

食べたが、予算内で様々な組み合わせを考えて購入をしていた。みんなはその組み合わせを見

るのが楽しみの一つになっていた。食べ過ぎて眠い時もあったかな？ 
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・Ｄくんは初めて受講をした。明るいムードを作り出すのがうまい。みんなの名前をすぐ 

に覚えて全員に話しかけた。メンター学生やスタッフにも優しく肩を叩いてホッコリした気持

ちを分けてくれた。女性担当教員の髪型を褒めるなど、コミュケーション力は高くていつも笑

顔を絶やさなかった。クラスの様子もよく見ていた。到着がいつもより遅い人にはどうしたの？

と話しかけたり、授業中に居眠りをしているを起こすこともあり、観察眼は鋭かった。授業中

は積極的に発言をしてグループワークも熱心に楽しそうに取り組んだ。ただ、質問に対する答

えを導き出すことは難しいこともあり、具体例を挙げても同じ内容を話すことが多かった。音

楽が大好きで即興音楽の時間は自然に体が動いて、いつの間にか輪の中で踊っていた。体験新

喜劇では最初に登場するシーンを担当して、アドリブを見せてくれた。もう少し回を重ねてい

たらもっと D くんらしいアドリブが出せたと思った。4 か月間、教室に着くと真っ先に健康チ

ェック表を手渡ししてくれた。皆勤賞だった。メンター学生へのメッセージカードを書いた時

は、集中してお礼の気持ちを一気に書き上げた。早く書けたので他の担当も快く引き受けてく

れた。プリント配りますよ～と、手伝ってくれる事も多く、いつも周りをみて気遣ってくれた。 

 

・Ｈさんは初めて受講をした。交通機関を利用して約二時間の道のりを一人で通学をした。しか

も皆勤賞。大学に着くとホッとした表情。お疲れ様！と言って迎えた。他の学生より年上なの

で、今より学びの場や居場所がほとんどない時を過ごしてきた。保護者さんも「こんな時代が

来るとは夢にも思わなかった」と話した。Ｈさんは社会経験も豊富で目上の人を気遣う発言が

随所に見られた。学生が先生に対して失礼な発言をした時は、尊敬をする気持ちを皆に伝えた。

ＫＵＰＩ学生には仲間からの言葉の方が響いたと思った。そんなＨさんだから仲間に対しての

言葉も優しくて、誰よりもみんなのことを「友だち」と呼んだ。自分から話しの輪に入ってい

けるので、休憩時間もメンター学生や友だちと趣味の話しで盛り上がった。状況を考えて行動

ができるＨさんは、検温が混み合うから先に行くね、今のうちにトイレに行くわね、今はお茶

を買いに行っても良い時間？と、聞いてくれた。積極的なＨさんは作文授業で自分の気持ちを

素直に書いてみんなの前で発表をしたり、体験新喜劇ではお母さん役を見事に演じて講師を驚

かせた。初めてとは思えない演技でお母さんになりきっていた。その姿を見たお母様も驚いて

いた。最後に「週に 3 回も通学をするのは大変だったでしょう」と尋ねると「しんどかったけ

ど楽しかったよ、次も受けようかな？」と話してくれた。 

・Ｉくんは初めて受講をした。仕事が終わると急いで交通機関を使って大学に来ていた。二食分

のお弁当や仕事着、二本の水筒を入れたリュックは重そうだった。授業の前はお弁当を食べな

がら自分の時間をゆっくり過ごした。自分のペースを崩したくないＩくんは座る位置にもこだ

わった。ノートには綺麗に線を引いてその日の記入スペースを決めていた。まずはそこを書か

ないと次に進めない。あとで書こうは通じない。そのため全員一緒に行う活動も遅れて参加を

したが、いつしかそのルールを皆が受け入れていた。好きな音楽を流しながら活動に参加をす

るルールも浸透していった。音楽の岡崎准教授や体験新喜劇の砂川氏（講師）は「それ、いい

ね！」と独自の参加方法を楽しんでくれた。メンター学生とは積極的に関わることができた。

休憩時間だけでなく授業日以外もＳＮＳで会話を楽しんだと聞いた。趣味（スマホゲーム）が

同じＫＵＰＩ学生とは会話が弾んだが、「友だちになりたいから 1 対１で話したい」と話しかけ

られた時は興味を示さなかった。もう少し時間があれば関係性が変わっていたかもしれないと
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感じた。授業後に自由に並べ替えた机と椅子を元通りに片付ける作業があった。いつからかＩ

くんも最後まで片付けを手伝ってくれるようになり、プログラムの準備物（紙袋）を持ってス

タッフの部屋まで運んでくれた。「何か持ちますよ～」と少し照れながら聞いてくれてとても嬉

しかった。保護者さんの勧めで受講をしたが皆勤賞だった。  

（文責：黒﨑 幸子） 

 

 

 

授業前の夕食タイムの様子（ヒューマン・コミュニティ創成研究センターにて） 
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７．コーディネイターとしての感想 

 

 ２年目を迎えたこの事業もコロナ禍で対面授業ができるのかどうかの不安をかかえながらも無

事にスタートでき、２月には９人の学生が修了式を迎えることができました。 

今年度は県教育委員会が文科省の事業委託を受け、その一環でＫＵＰＩの事業も位置付いたこと

や、昨年と違い「特別な教育課程の履修生制度」を活用しての事業になるなど、変更点はあった

ものの、事業内容としては昨年と同じように実施できたことが良かったと思います。 

 今年度の事業の特徴は、授業された教員の意見交換会でも明らかになりましたが、知的障害者

に提供するプログラムをどう創造し実践するかに目が向いたことです。授業を進める上でどのよ

うな内容や教材を用意するか、授業への配慮や工夫はどうするかなどメンター学生の意見も含め

て深まったように思います。また、メンター学生も２年目の経験者が多かったこともあり、ＫＵ

ＰＩ生への支援のあり方やＫＵＰＩ生同士の人間関係をどう支援するかといった点でより進化し

たように思います。 

 さて、私事にはなりますが、特別支援学校の 37 年間の教職経験と福祉型専攻科「エコールＫＯ

ＢＥ」での 8 年の経験を経てこの事業にかかわることになりました。実はこの間の歴史を振り返

ると 1979 年の養護学校の義務制で障害の重い子どもも含めて全ての障害児に小・中の義務教育が

保障されるようになり、その後の高等部希望者全員入学を求める教育権保障の運動が実を結んで

特別支援学校高等部についてもどんなに障害が重くても希望すれば入学できるようになりました。

兵庫ではそれが 1993 年のことです。この教育権保障の取り組みにかかわったことが、高等部卒業

後の学びの場を生み出す原動力になりました。それが福祉型専攻科という形で実現したわけです。

今では、全国で 50 ヶ所近くの福祉型専攻科ができ、さらには愛知の見晴台学園などの学校型専攻

科と合わせて学校卒業後の学びの場によって、多くの障害者が大学のような学びを体験できるよ

うになってきました。そうした実践の力が文科省の生涯学習施策にも反映し、今年度兵庫では「学

校卒業後の障害者の学びを支援するためのコンソーシアム構築事業」として進められ、そこにＫ

ＵＰＩの事業も位置付けられるようになりました。大学での学びも一つの選択肢として位置付き、

その取り組みの成果を発信することが重要な意味をもつに至ったわけです。 

私見にはなりますが、福祉の制度だけでなく教育の制度としての高等部卒業後の専攻科設置も

しかり、大学教育の場で対等に学べるよう高等教育への門戸を開くべきだと考えます。障害者権

利条約が批准され、合理的配慮というのが義務化される中で大学においても発達障害などの障害

者に対する修学支援や就労支援が進んできています。とすれば、これからは大学の中に障害のあ

る人、特に知的障害のある人も受け入れるための制度づくりや実践が求められるといえます。 

 今年度のＫＵＰＩの学びを一緒に体験する中、いくつかの授業の中で「大学の学びには正解は

ない。」ということを教わり、「何のために学ぶのか」を考えることがありました。ＫＵＰＩ生に

とって、日常の生活に役立つわけでもないことをどうして学ぶのか、また彼らはどうして仕事が

終了してから疲れた身体で学びに来るのか、そこには大学での学びに対する根源的な問いかけが

あるように思います。「138 億年前の宇宙のことを知って何の意味があるのか？」というＫＵＰＩ

学生からの問いかけに、人間には「知らないことを知りたい」という願いがありそれが人類の進

歩に繋がったということや、まさにＫＵＰＩの「よりよく生きるための科学と文化」のテーマに

通じるという話を先生がしてくださったことが印象に残っています。また、この事業を通して、
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知的障害者が大学で対等に学ぶことは大学にとっても刺激的で、「知」をすべての人に保障する、

全ての人に大学を解放するという課題が問いかけられているように思いました。 

次年度もこの事業が発展するように願っています。 

  （文責：河南 勝） 

 

 2 月 3 日、修了式が構内で無事終わりました。コロナ禍でしたが、全ての授業を対面で実施で

きたのはキセキです。ここでは全授業にＫＵＰＩ学生と共に参加をした私が、私しか知らないＫ

ＵＰＩについて書きます。 

「コロナ感染が広がってますけどＫＵＰＩはあるんですか？」「もちろんありますよ！」 

今年度最初の打合せで津田教授に尋ねた。「おーー！！あるんですね」 着々と準備を進めるが常

に大学の方針が気になって、神戸大学のホームページを何度も確認をした。昨年同様、説明会や

選考会をしたが机や椅子のアルコール消毒が必要だった。そんな時、構内にある「カフェアゴラ」

スタッフの廣本さんは、いつも準備を手伝ってくれた。彼女はとても丁寧な仕事が評判と聞いた。

この時期、カフェは閉店で仕事が少なかったと聞いたが、嫌な顔一つせず、いつも一緒に準備を

して受付けを担当してくれた。ありがたかった。 

学生募集がスタートすると遠方からの問合せもあり、「うちの県では学びがなさそうで、、、兵庫

県はいいですね」と言われた。「昨年は１～２時間かけて通学をする学生もいました」と話した。

なんと今年も 2 時間近くかけて一人で通学をする学生がいた。兵庫県は学びの実践があるから良

かったとはいえ、2 時間かけて通学をしているなんて、もうそれだけで学びたい気持ちが伝わっ

てくる。こんなにも必要とされている学びなのに、どうしてないんだろう？と思わずにはいられ

なかった。説明会では高校生の子を持つお母様が参加をされた。ＫＵＰＩがこの先も続くかどう

かは未定ですと話すと「是非続けてください」と言われた。 

 10 月 2 日、落ち着かないくらい広い教室で入学式を行った。9 名の入学生のうち 4 名は昨年度

も受講をした一期生。リピーター率を見ても、必要とされている学びであることがわかる。翌週

から授業が始まったが、この時点でメンター学生の参加の目処は立っていなかった。急遽、一般

メンターの門川氏、玉木氏に参加をしてもらった。とても心強かった。そんな中、ボランティア

でメンター学生が数名来てくれた。中でも今西さんは全ての授業でサポートをしてくれた。ＫＵ

ＰＩ学生だけでなく私も心強かった。ありがとう。 

 この事業はメンター学生の役割が大きいことは何度も出てきたが、彼らの素晴らしさを改めて

伝えたい。今年は 10 名が参加をしてくれた。その中で 1 年生が 3 名いた。「大学に来たのは初め

てです。ＫＵＰＩがあるから大学に来れました」と話した。津田教授の授業でメンター学生募集

を知り、一人で参加をしてくれた。不安があったと思うが 1 人で参加を決めてくれたことも嬉し

かった。「ＫＵＰＩがなかったらまだ大学に来れてなかったかもしれません」と笑いながら話して

くれた。先輩メンター生は大学の事をほとんど知らない 1 年生にゼミの話しなどアドバイスをし

てくれたと聞いた。初々しい 1 年生から大学院生まで、様々なタイプのメンター学生がいて、そ

れがまた様々なタイプのＫＵＰＩ学生とマッチした。グイグイ引っ張ってくれるメンター学生も

いれば、静かに寄り添って、じっくり話を聞いてくれる人もいた。聞き上手な方が多い。構い過

ぎず、とても良い距離感でＫＵＰＩ学生と接してくれた。ＫＵＰＩ学生は「日常が戻ったらメン

ターさんとご飯を食べに行きたい！」「黒﨑さん、同窓会もしてくださいね、ボッチャもしたいし
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…」と言っていた。やりたいことがたくさんあるようだ。そういえば、昨年度受講をしていたＫ

ＵＰＩ学生もいまだにメールを送ってくれる。そういえば、保護者さんからも同窓会をしたいと

言われたところだった。みんな、ＫＵＰＩをきっかけに輪が広がっていた。 

学びを求めているのはもちろんだが、同世代の人と話すだけで楽しいのだ。授業やふり返りは

20 時ごろ全てが終わる。ＫＵＰＩ学生は翌日も仕事があるだろうし、少しでも早く帰った方が良

いと思うが、メンター学生さんとのおしゃべりがとても楽しそうだった。そろそろ帰らないと…

と言ったぐらいでは通じない。体育館活動の時も休憩時間にみんなで輪になって話している姿は

楽しそうだった。 

保護者の皆さまとお話しやメールをさせて頂くこともあった。「ＫＵＰＩに行くようになって生

活に彩りが加わりました」「しんどかったら休んでもいいよ、と聞くけど絶対休まない！と言って

頑張っています」「神戸大学ＯＢの方にＫＵＰＩの話しをすると、母校で素晴らしい取り組みをし

ているなんて誇らしいですと言われていましたよ」「夕食を買うのも楽しみの一つのようです」「今

度、高校の後輩にＫＵＰＩを薦める、と言っています」「苦手な授業もあるようですが、絶対休ま

ないと言ってます」「授業が終わるまで構内で待機していますが、待機室を準備していただけたの

は本当にありがたかったです（送迎の保護者様）」など、他にもたくさんお話しをさせていただい

た。ＫＵＰＩ学生の頑張りはもちろんだが、ご家族のサポートが大きいと感じた。ＫＵＰＩ学生

のみなさんは幸せですね。送迎をされていたお父様は「ＫＵＰＩロスです…」と修了式で仰って

いた。 

最後に、今年度も津田教授、赤木准教授、河南勝氏には大変お世話になりましたと伝えたい。

いつも私からの問いかけに素早くご対応頂き、助けて頂きました。そして総務係や教務学生係の

みなさんには事務処理について丁寧に教えて頂き、最後までＫＵＰＩを見守って頂きました。感

謝申し上げます。次年度はメンター学生やみなさまの大学生生活が戻り、この事業も続きますこ

とを願っています。 

（文責：黒崎 幸子） 
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８．おわりに：学びを「感染」させる場としてのＫＵＰＩ 

 

ＫＵＰＩが走り始めて 2 年目の年度が終わりました。ＫＵＰＩのような新規プログラムの場合， 

1 年目は，大きく盛り上がります。新しいことをはじめるので，教え手・学び手双方ともにモチ

ベーションが高まり，ある種「お祭り」のような高揚感が出ます。それに比べ，2 年目は，「昨年

の続き」というイメージがあって，プログラムは，こじんまりしたものになりがちです。特に，

今年はコロナ禍のため，様々な制約のなかで取り組みを実施せざるをえませんでした。実際，「大

学の外に出かける」といったダイナミックな取り組みを行うことはできませんでした。 

しかし，昨年度の盛り上がりとは異なる形で，充実したプログラムになったと感じています。

このように感じるのには，大きくは 2 つの理由があります。 

1 つは，メンターの姿勢です。メンターは，神戸大学の学部生・院生で構成されており，およ

そ半数は昨年度から継続して参加していました。メンターは，有給の仕事だったのですが，その

範囲をこえて参加してくれていました。時間外でも，ＫＵＰＩの授業を見に来て，授業運営にお

手伝いいただいたり，ＫＵＰＩ学生が授業前に集っている HC センターに顔を出して談笑したりと，

とても熱心に参加してくれていました。「熱心」を別の表現にすれば，「吸い寄せられるようにＫ

ＵＰＩに来る」のです。給与という視点だけ見れば全く説明のつかないメンターの動きが印象に

残っています。 

もう 1 つは，授業実施をお手伝いいただいた神戸大教員の姿勢です。ＫＵＰＩスタッフである

津田先生と私以外に，6 名の教員が水曜日の授業者として参加してくださいました。感謝すると

同時に，驚いたのも正直なところです。というのも，昨今の大学「改革」の波にのまれて大学教

員の業務量は増加しつづけており，どの先生方もとてもお忙しくされているからです。にもかか

かかわらず，知的障害のある青年に教えるというこれまで経験のない授業を担当いただけました。

しかも，お引き受けいただけただけではなく，ＫＵＰＩ生に授業する取り組みを悩みつつも，と

ても楽しまれていました。その様子は，本報告書に収録されている対談（「変人たち（大学教員）

が語り合うＫＵＰＩ」）を読んでいただければよくわかるかと思います。 

ただ，ここだけの話，それぞれの先生がたにとって，ＫＵＰＩの仕事は，自分たちの仕事に直

接的に利益をもたらすものではありません。「仕事」という視点だけ見れば，教員がここまで積極

的になる説明はつきません。 

 

★★★ 

神戸大学の一般学生や教員が，なぜ「仕事」の枠をこえて，ＫＵＰＩにここまで惹きつけられ

るのでしょう？ 給与や業績といったわかりやすい指標では説明できない「何か」があるのだと思

います。その「何か」とは，ＫＵＰＩ生の学ぶ姿を「うらやましい」と私たちが感じることにあ

る，というのが現時点での私の考えです。 

ＫＵＰＩ生は，就職や進学のために学びに来ているわけではありません。「スペインのことを深

めたい」と思って神戸大学に学びにきているＫＵＰＩ生がいます。その突き抜けた熱量は，他者

を圧倒し，魅了します。「なんだか楽しそう」と思って神戸大学に学びにきているＫＵＰＩ生がい

ます。その好奇心こそが，学びの根っこであることを思い出させてくれます。「友達をつくりたい」

といって神戸大学に学びに来ているＫＵＰＩ生がいます。授業開始前の雑談が，かけがえのない
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時間であることを教えてくれます。わからない授業を，「わからない」「おもしろくない」とまっ

すぐに述べるＫＵＰＩ生がいます。「わかったふり」をしすぎて麻痺してしまった私たちの知性を

揺さぶってくれます。 

ＫＵＰＩ生の学ぶ姿勢に，私たちは「うらやましい」と感じるし，それゆえ，その輪に入り，

その輪を一緒につくっていきたいと思う。だからこそ，ＫＵＰＩという場に吸い寄せられるので

はないでしょうか。 

学びの動機の 1 つとして，「ミメーシス」という概念があります。ミメーシスとは，感染的模倣

とも訳されます。「いい大学に行くために学ぶ」といった外発的動機や，「学ぶことが楽しい」と

いった内発的動機ではなく，「あんなすごい人になってみたい」というあこがれから学びがはじま

るという動機です。学生や教員が，吸い寄せられるようにＫＵＰＩにたどり着いているのは，Ｋ

ＵＰＩに学びの本質を見て，そして，その本質的な学びに「感染」させられているのでしょう。 

知的障害のある青年が大学で学ぶことの意義は，座談会でも述べたように様々なものがありま

す。同時に，この「おわり」に書いてきたように，ＫＵＰＩ生が学ぶことで，大学という学びの

場自体が変容していくことにもつながるな，と感じています。その意義は，極めて重要なもので

す。 

 

★★★ 

コロナ禍における 2 年目の実践，ということで決して条件としてはよくありませんでした。し

かし，それ以上に充実と発見があった半年でした。 

厳しい状況にもかかわらず，学びに来てくれたＫＵＰＩ生，およびご支援いただいた保護者の

みなさまに改めて感謝申し上げます。本当にありがとうございました。また，一緒に学びましょ

う！ 

そして，最後になりましたが，このプログラムを実施するにあたっては，多くの方々にお世話

になりました。様々にご尽力くださった神戸大学の事務・教員・学生の方々，本当にありがとう

ございました。神戸大学以外でもこのようなプログラムは可能だと思いますが，神戸大学だから

こそできたプログラムになりました。感謝申しあげます。 

また，コーディネイターとして献身的に支えてくださった河南勝先生・黒崎幸子さん，そして，

巻き込み力（巻き込魅力？巻きコミュ力？）あふれるプログラムリーダー，津田英二先生にも感

謝いたします。一緒にドタバタしながら，来年度も来年度ならではの「ええ感じ」のプログラム

にしたいものですね。 

赤木 和重 

 

 

 

 

 

 

 

 


